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上空より中村上郷線関連遺跡を臨む

右奥の山が榛名山東麓に辞える水沢山

中央の林の中を唐沢川が走る



石原東遺跡D区 遺物包含層出土墨書土器「式」

塗膜断面 (200倍） 付着土器 （須恵器 No.81) 塗膜断面 (200倍）

漆器JJJl（木器 No.23) 塗膜断面 (500倍） 付着土器 （須恵器 No.81) 塗膜断面 （500倍）

石原東逍跡D区遺物包含層出土 漆関連遺物の断面写真



序

石原東遺跡D区・諏訪ノ木V遺跡は、群馬県渋川市中心部の石原に所在し、渋川都市計画

道路3.3.1号中村上郷線街路事業に伴い、群馬県土木部（現 県土整備局）の委託を受け群馬県

教育委員会の調整のもと、平成12年4月から平成14年11月に発掘調査がおこなわれました。

本路線は延長2,690m、基本幅員27mの都市計画道路であり、関越自動車道渋川伊香保イ

ンターチェンジから市街地を迂回して伊香保方面に連絡するとともに、市街地の環状道路の

役割も有する重要路線であります。この工事工程にあわせ、県土木部・県教育委員会・渋川市・

事業団による協議の結果、埋蔵文化財の発掘調査に着手することになりました。

調査の結果、縄文時代草創期から近世に至る多くの遺物・遺構が発見されました。特に平

安時代の 200点を超える墨書土器や木器などは貴重な資料の発見といえます。

調査に続き、平成15年度には整理作業を実施し、ここに報告書の刊行と成りました。

遺跡の発掘調査から本報告書の刊行に至るまでは、群馬県渋川土木事務所・群馬県教育委

員会・渋川市教育委員会をはじめとする諸機関並びに地元関係者の皆様に大変なご尽力を賜

りました。ここに心から感謝申し上げますとともに、本報告書や調査資料が広く歴史の究明

に活用されますことを念願し、序といたします。

平成17年2月

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長小野宇三郎
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本報告書は、渋川都市計画道路3.3.1号中村上郷線街路事業に伴う埋蔵文化財発掘調査として実施した「石

原東遺跡 D区」と「諏訪ノ木V遺跡」の報告である。石原東遺跡 A~C、E、F区、諏訪ノ木遺跡、諏訪ノ

木II~W遺跡は、渋川市教育委員会で発掘調査を行っている。

本書に所収の遺跡名と発掘調査地の所在は、以下のとおりである。

石原東（いしはらひがし）遺跡 D区

群馬県渋川市石原

諏訪ノ木V（すわのきご）遺跡

群馬県渋川市石原
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事業主体

調査主体

群馬県渋川土木事務所

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

発掘調査の実施期間と調査面積は、以下の通りである。

石原東遺跡 D区

諏訪ノ木V遺跡

平成12年4月3日～13年5月8日

平成12年9月1日～ 14年11月27日

面積

面積

4,970 rri 

11,977 rri 
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調査組織は以下のとおりである。

平成12年度

理事長

総務課長

事務担当

調査担当

理事長

管理部長

事務担当

調査担当

嘱託員

理事長

管理部長

事務担当

調査担当

小野宇三郎

坂本敏夫

笠原秀樹、小山建夫、須田朋子、吉田有光、森下弘美、柳岡良宏、片岡徳雄

間庭 稔、平方篤行、木暮育秀

平成13年度

小野宇戸郎

住谷

間庭

川道

平成14年度

進

亨

小野宇三郎

萩原利通

常務理事 赤山容造

調査研究第3課長

常務理事

調査研究部長

稔、平方篤行

常務理事

調査研究部長

吉田

吉田

巾

管理部長

中束耕志

豊（総務担当）

ムヒy文
月ヒ豆 健

笠原秀樹、小山建夫、須田朋子、吉田有光、森下弘美、片岡徳雄

豊

隆之

住谷 進 調査研究部長

赤山容造 （事務担当）

総務課長大島信夫

事務局長

総務課長

神保侑史

植原恒夫

ょ、ヒ巫
月ヒ豆

調査研究第3課長
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調査研究第2課長

健

中束耕志

小山友孝

小山建夫、高橋房雄、須田朋子、吉田有光、森下弘美、田中賢一

間庭 稔、笹澤泰史

整理作業・報告書作成期間は以下のとおりである。

平成15年度4月1日～平成16年度9月30日

整理組織は以下のとおりである。

平成15年度

理事長 小野宇三郎 常務理事 住谷永市 事業局長 神保侑史



管理部長萩原利通 調査研究部長右島和夫 総務課長植原恒夫 資料整理課長相京建史

事務担当 竹内宏、高橋房雄、須田朋子、吉田有光、阿久沢玄洋、田中賢一

整理担当 笹澤泰史

整理作業 長沼久美子（嘱託）、本多琴恵、狩野芳子、藤井文江、狩野なつ子、鈴木春美

平成16年度

理事長 小野宇三郎 常務理事住谷永市 事業局長神保侑史

管理部長矢崎俊夫 調査研究部長右島和夫 総務課長丸岡道雄 資料整理課長相京建史

事務担当 竹内 宏、高橋房雄、須田朋子、吉田有光、栗原幸代、佐藤聖行、阿久沢玄洋

整理担当 笹澤泰史

整理作業 長沼久美子 （嘱託）、狩野芳子、藤井文江、狩野なっ子、鈴木春美

9 本書作成の担当者は次のとおりである。

組集 笹澤泰史

文章執箪

遺物観察

1 [l] 5 [l] (1) 7 [l] 中束耕志、 4[l]縄文土器、 5[l] (2)縄文土器、 5[l] (3) 

縄文土器、 7[2] 橋本 淳、 7[5] 高島英之が分担執筆し、その他は笹澤が

おこなった。

石器類は中束耕志、麻生敏隆、縄文土器は石坂 茂、橋本 淳、弥生土器は大木

紳一郎、施釉陶器・土師器・須恵器は綿貫邦男、神谷佳明、桜岡正信、墨書土器は

高島英之、陶磁器類は大西雅広、石塔類は新倉明彦、木器は小林 正の協力を得た。

鉄関連遺物の分類については「たたら研究会委員」の穴澤義功氏の指導をいただいた。

遺物写真撮影 佐藤元彦

人骨・獣骨写真撮影 楢崎修一郎

遺構写真撮影 現場担当者航空写襄は技研測量設計株式会社と株式会社測研がおこなった。

測量 株式会社測研（委託）、技研測量設計株式会社（委託）

保存処理 関邦ー、土橋まり子、小材浩一

遺物機械実測

木器実測

富沢スミ江、伊東博子、岸 弘子、廣津真希子

横倉知子、大野容子

石器実測 技研測量設計株式会社

10当遺跡の内容をより詳細に浮き彫りにする意図で、次の各位に資料の分析や測定を依頼した。

石材同定

人骨・歯の鑑定

漆器の塗膜構造

土層・テフラ分析

樹種同定

飯島静男（群馬地質研究会）

楢崎修一郎

小林正

古環境研究所

株式会社 パレオラボ

11発掘調査及び出土遺物整理にあた っては、次の諸氏、諸機関にご教示、ご協力を賜った。（敬称略）

国立歴史民俗博物館、渋川市教育委員会、穴澤義功、荒木勇次、大塚昌彦、小林良光、桜井和哉

設楽博己、戸田哲也、永嶋正春

12出土遺物 ・図面・写真・記録などの資料は、 一括して財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団に保管して

ある。



凡例

1 本書の遺構 ・遺物挿図の指示は次のとおりである。

(1)挿図縮尺

竪穴住居 ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ 1/30、1/60 

掘立柱建物・ ・・・ ・ •. ........ 1/40、1/80

土坑 • 井戸 ・・ ・・・ ・・・・・ ・・ ・・・ 1/40 

溝．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1/50、1/100、1/200

土器 ・・・・・・・................. 1/3 

石器 ・・・ ・ ・・・ ・ ・ ・・・ ・・・ ・・・・・•... 1/1、1/2、1/3、1/4、1/6 

鉄器・・・・・................... 1/2 

銭貨 ・・・・・・・・・・・・............ 1/1 

付図 （全体図）．．．．．．．．．．．．1/400

石器の磨面 口灰 釉

油煙 ・池脂 緑釉

漆 羽口滓化

黒色処理 羽口環元

(2)遺構図の方位記号は国家座標の北を表している。座標系は国家座標第IX系である。ここで使用している

国家座標は、 2000年以前の旧座標である。

(3)住居の方位は、炉の付設された住居では住居の長軸線、龍が付設された住居では籠が付設された壁、

あるいは寵が付設されたと推定される壁に直行する軸線の、真北からの角度とした。

(4)遺物番号は本文、挿図、表と一致する。

(5)竪穴住居の面積は、1/20図上でプラニメーターにより住居の壁の内側を 3回測定し、計測平均値

を採った。

(6)色調については、農林省農林水産技術会議事政務局監修、財団法人日本色彩研究所色票監修、新版

標準土色帖（平成6年）によった。

(7)本文中の遺構の位置は、国家座標IX系を用いたグリッドで表した。国家座標IX系を 5m方眼に区切り、

x、Y軸の交点下3桁をグリッド名とした。462-136は、 X軸＝ ＋54.462、Y軸 ＝ー74,136を指す。

2 本文中で使用したテフラの記号と噴出年代は以下の通りである。

浅間B軽石 (As-B)••••••••• 1108（天仁元）年 榛名ニッ岳伊香保テフラ (Hr-FP) ••• ••• 6世紀中葉

榛名ニッ岳渋川テフラ (Hr-FA) ・・・ 6世紀初頭 浅間 C軽石 (As-C) ••••••· •••• •• ••••• •••• •• 4世紀初頭

As-C軽石の噴出年代については、 3世紀に遡る可能性が指摘されている（若狭 徹「群馬の弥生時代が終わるとき」 「人が動＜ • 土器が

動く古墳が成立する頃の土器の交流」 かみつけの里博物館 1998)。

3 土層注記の粒径区分はウェントワース法の基準によるが、テフラの分類はその分類基準による。

4 鉄関連遺物の分類については、穴澤義功氏の指導の下で、大型磁石 (TAJIMA PUP -M)と標準磁石、並び

に特殊金属探知器による分類と 、肉眼観察による考古学的な分類を行った。鉄関連遺物の観察表

の主な項目の見方は以下の通りである。詳しくは、穴澤 義功 『製鉄遺跡発掘調査の視点と方法』

(2001 奈良国立文化財研究所・発掘技術者専門研修「生産遺跡調査過程」資料）を参照。

(1)磁着度 鉄関連遺物分類用の特定の 「標準磁石」を用いて、資料との反応の程度を数値化したもの。

数値が大きいほど、磁石との反応が強い。 6mmを1単位とする。



(2)メタル度 文化財用に整準された特殊金属探知器2種類により残存する金属（鉄）の量を分類した

もの。銹化（△）、 H(O)、M（◎）、 L（●）、特L(*)の順で金属（鉄）の部分が多いことを示す。

(3)破面数 資料の破面（欠損した面）の数。

(4)遺物名称 磁着度、メタル度、重量、考古学的な肉眼観察などから判定した名称。

5 椀形鍛冶滓の観察で用いた部位の呼称は、以下の通りである。
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6 掘立柱建物の整理については、当事業団の飯森康広氏の協力を得た。掘建柱建物跡の各部の名称及び各計測

は以下に図示したとおりである。全体規模については、梁行 X桁行の順で、庇を伴う場合は＋を付すこと

とし、下図の例は (2+ 1) X 4間と表した。また、全体規模の計測値はメートルと尺表記を併記したが、尺は

30.3cmを基準として使用した。掘建柱建物跡の認定は平面測量図（1:50)を方眼図（尺基準）に載せて抽出し、

現地での柱状の形状及び埋土と総合判断して認定した。このため、計画寸法は総長寸法が優先するが、柱間

寸法は現地で各柱穴の芯から芯をスチールテ ープで計測した数値を使用した。ただし、石原東遺跡D区に

ついては整理段階で認定したため、柱間寸法も図上計測値である。柱痕跡も、現地で平面又は断面確認で

きたものについて認定し、現地で計測した数値のみを採用した。庇は、柱穴の規模・形状及び柱間が、身舎

部分と異なることを基準として認知したため、廊下である可能性も含んだ名称である。

桁行

庇

7 出土土器の実測図は左右で内外面を表すことを基本にしたが、限られた部位の出土のため上下で内外面を

表したものもある。諏訪ノ木V遺跡2区21号住居出土の横瓶は、この表現をしている。

8 木器の保存処理は（株）京都科学に委託した。実測 ・観察は保存処理後に行った。
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[l]調査に至る経緯

第1章調在の経緯

[l]調査に至る経緯

本路線は昭和39年12月28日に都市計画決定 （最

終の都市計画変更は平成7年1月13日）された。延

長2,690m、基本幅員27mの都市計画道路であり、

関越自動車道の渋川伊香保インターチェンジ （国道

17号）付近を起点とし主要地方道渋川吾妻線のバイ

パスも担っている。渋川伊香保インターチェンジか

ら市街地を迂回して伊香保方面に連絡するととも

に、市街地の環状道路の役割も有する重要路線であ

る。

国道17号から主要地方道高崎渋川線までの区間

(L=990m)については道路局事業により整備が進

められ、平成5年度には暫定2車線で供用開始され

た。また、都市計画道路渋川駅前通り線から主要地

方道渋川吾妻線の現況道路までの区間は街路事業で

整備済みである。そこで、未整備区間である主要地

方道高崎渋川線から都市計画道路渋川駅前通り線の

間(L=l,240m)について平成4年度に新規事業採択

を受けた。

平成11年5月、路線が渋川市の市道と交差する

区域の試掘調査依頼が県教育委員会文化財保護課

（現文化課）にあり、付近に土器片が散布すること

及び周知の遺跡 （諏訪ノ木遺跡）の範囲にあること

等から、本調査が必要であると判断された。

平成11年6月16日に、県教育委員会と渋川市当

局と協議し、渋川市都市計画課では市道との交差点

区域のみ市教育委員会が対応することで合意した。

平成11年6月28日に渋川土木事務所企画管理課と

協議を行ない、平成12年度から本調資を実施する

ことに決定された。

゜
1 : 400, 000 20 km 

第1図 遺跡の位置 （国土地理院1/200,000「宇都宮・長野」使用）
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第1章調査の経緯

[2]発掘調査の経過

(1)石原東遺跡D区

平成12年度

本遺跡の調査範囲は、主要地方道高崎渋川線の石

原交差点南の唐沢川際から平形眼科までの県道西側

と、県道東側に接する一部分、交差点から西側に向

かう本線部分である。調査区は、県道西側の南端を

1区とし、概ね現道を境にして設定した。調壺区は

宅地や畑地として階段状に造成され切土・盛土が著

しかったが、多くの遺構が確認された。Dl区～ D5

区、 D7区を平成12年9月までに終了した。

平成13年度

2年次にあたる平成13年度は、昨年度上物撤去の

関係で調査できなかった主要地方道高崎渋川線の石

原交差点北側部分の D6区をトレンチ調査した。数

度の建物建設に伴う造成による土砂の移動が激し

く、明瞭な遺構は検出できなかった。

(2)諏訪ノ木V遺跡

平成12年度

本遺跡の調査範囲は豊秋小学校体育館の南側から

忠霊塔に抜ける市道から、 200mほど北にある沢の

縁辺までである。調査区域を東西に横切る現道に

より、南から 1区、 2区、 3区と設定した。調査は、

石原東遺跡 Dl区～ D5区、 D7区終了後、平成12年

9月から開始した。試掘調査により Hr-FAの一次

堆積が良好な状態で確認されたので、 Hr-FAを

第一指標層として南端の 1区から調査を開始した。

平成12年度は道路予定地買収済みの 1区南と 、2

区南を調査した。

平成13年度

2年次にあたる平成13年度は、平成12年度調査

の延長で、渋川市教育委員会が平成12年度に調査

した諏訪ノ木m遺跡の北側である 2区北側と、 3区

南側を調査した。

平成 14年度

3年次にあたる平成14年度は、前年度までに新た

に買収が終わったところを南側から着手していくと

いうことで、 1区北側、 3区北側の順で調査をおこ

なった。調査は平成 14年度4月に開始し、平成14

年度 11月に終了した。

[3]調査の方法

本報告分の調査対象地区は、石原東遺跡 D区

4.97 0 rriと、諏訪ノ木V遺跡11.977mをあわせた

16,947 rriである。

(1)表土掘削には、調査の効率化を図るために、掘

削機械を使用した。

(2)調査対象区は、調査区域を横切る現道により、

設定した。

(3)国家座標第IX系を基準に 5mグリッドを設定し

た。東南角の交点下3桁をグリッド名称として

呼称した。

(4)遺構名称は種別ごと、区ごとに、通し番号を付

した。遺物の取り上げに際しては、遺構単位を

基本とし、原位置をとどめる物については、そ

の都度番号を付し、図面上に記録した。

(5)遺構等の測量には平板測量を用い、 1/20縮尺図

を原則とした。

(6)写真撮影には 35mm版の白黒フィルムとカラー

スライドフィルム及び6x7版白黒フィルムを

使用した。また撮影対象によって高所作業車を

使用した。

(7)出土遺物の取り上げに際しては完形 ・大破片

については図化等を行ったが、小破片につ

いては埋没土層ごとに一括して取り上げた。

また、出土した遺物は、発掘調査期間内に水洗

い・注記までおこなった。

(8)本遺跡の調査では自然科学分析をおこない、第

6章に掲載した。
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第1章 調査の経緯
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清水田遺跡

l市教委）

木Il追跡 （渋川市教委）

（渋川市教委）

渋）1|都市計画道路3.3.l号
中村上郷線関連遺跡

こ二l••…石原東遺跡 D 区 （本報告）

...…諏訪ノ木遺跡（本報告）

ロ□..…諏訪ノ木VI遺跡（次回報告）

□□·…•高源地束 I 遺跡 （次回報告）

S=l/5000 第3図 中村上郷線関連追跡と近隣遣跡

遺跡 （渋川市教委）

9」39
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第2章 遺跡の立地と環境

第2章遺跡の立地と環境

[I]位置と地理的環境

(1)位置

本遺跡は、渋川市の中心部であるJR上越線渋川

駅の南西約 1kmに所在する。遺跡地は榛名山東麓

に位置し、東約1.5kmに利根川を臨む。

本遺跡からは、東に赤城山、北に子持山・小野子

山、西に榛名山などの山々を見渡せる。

本遺跡は、利根川の支流である茂沢川に注ぎ込む

小河川、唐沢川と南西で接する。榛名山東麓を水源

とする唐沢川は、茂沢川に注ぎ込み、さらに午王川、

利根川へと合流する。唐沢川の水源は、渋川市石原

字唐沢と行幸田字大平の境にある。

(2)地理的環境

本遺跡は、榛名山東麓に採える水沢山から連なる

山麓の先端部に位置する。この山麓地形は利根川に

向かって流れる 中小の河川により開析され、放射状

に伸びる尾根列を形成している。この尾根列は標高

280~300mで終焉し、50~100mの標高差をもっ

て下り、なだらかな緩斜面へと移行する。

本遺跡は、この緩斜面の一つである唐沢川周辺に

形成された扇伏地状の地形上に立地し、石原東遺跡

D区は唐沢川によって開析された低地に、諏訪ノ木

v遺跡は扇状地状地形の上に位置する。石原東遺跡

D区の標高は約190m、諏訪ノ木V遺跡の標高は約

220mである。扇伏地状の地形は、豊秋団地付近を

要に半円形に広がり、中筋・西の町・番場・手川・

西浦 ・諏訪ノ木が、この扇状地状緩斜面の地域にあ

たる。『渋川市誌第一巻 自然編』によると、本

遺跡地周辺の扇状地状の地形は、現在の水沢山周辺

の山体が崩壊し、土砂が堆積したことによって形成

されたもので、その土砂を唐沢泥流堆積物と呼称し

ている。唐沢泥流堆積物の上層には、浅間板鼻褐色

軽石群（As-YP、約1.3~1.4万年前）が確認されて

いないことから、水沢山の山体崩落は、 As-YP以

降に起こったとされている。今回の調査では、唐沢

泥流堆積物の可能性が高い土層（基本土層第VII層(I))

の直上から縄文時代草創期の石器群が発見された

（第5章 ［l](1)）。 本遺跡のこの土層については、

今後、より広範囲で詳細な分析が必要であるが、唐

沢泥流堆積物であるとすれば、本遺跡は、As-YP

（約 1.3~1.4万年前）以降、草創期（約1.2万年前後）

以前に形成された水沢山の山体崩落土層の上に位置

していると考えることができる。

また、本遺跡周辺では、榛名山ニツ岳の二度にわ

たる大噴火 (Hr-FA 6世紀初頭、 Hr-FP 6世

紀中葉）に より形成された厚い火山性堆積物が見ら

れる。

本遺跡から 500m離れた中筋遺跡では Hr-FA

で完全に覆われた集落、 5km離れた黒井峯遺跡で

はHr-FPで完全に覆われた集落が発見され、古

墳時代の集落研究に多大な資料を提供している。

本遺跡で確認された Hr-FAは、30~120cmと

厚く、中筋遺跡同様に遺跡全面を覆っていた。諏訪

ノ木V遺跡では 10,000rrfを超える Hr-FA下の旧

地表面を検出したが、竪穴住居などの遺構が検出さ

れなかった。検出された旧地表面の当時の土地利用

に関しては、今後の検討を要する (2)0

また、本遺跡で確認された Hr-FPは堆積が薄く、

谷地のみの残存で、旧地表面はほとんど検出されな

かった。黒井峯遺跡での降下軽石の厚さは約 l.8m

を越えているが、本遺跡は、 Hr-FP降下の軸をわ

ずかに外れるため、その堆積はニツ岳に近いにもか

かわらず、驚くほど少ない。

註

(l)本報告害第2章碁本土層参照

(2)本報告古第5雄 [2]参照

引用・参考文献

1990「群島県史通史編 lJ

1987「渋川市誌第一巻 自然編J

1993「渋川市誌第二巻通史編上J

竹本弘幸 1999「北関東北部地域における第四紀古環瑳変遷と火山活動J
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[l]位置と地理的環境

本遺跡

‘‘ 
9/  

口 ］
- ：ー、

三＇日ロニ：町火砕流堆積物 (FA)¥ ¥ 
ビ可成層した比較的薄い火砕流堆積物 (FA)

[QjFPの等陪厚線 （cm)

5 km ※「群馬県史」通史遍l図19・21、「渋川市誌」自然編第3章図3、「北関東

北西部地域における第四紀古環榜変遷と火山活動」図5-7より作成

第5図 遺跡周辺の地形図
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第2章 遺跡の立地と環境

[2]歴史的環境

旧石器時代 現在までのところ、渋川市内の旧石

器時代の遺跡は、行幸田山遺跡だけである。行幸田

山遺跡は、本遺跡から南約1.5kmの丘陵状の地形に

位置する。①浅間ー板鼻褐色軽石層群（1.6~2万年

前位）中、②浅間ー白糸軽石層（1.5万年以前）下、③

ローム最上層中の 3層それぞれから石器が数点出土

した。

縄文時代 本報告以前、渋川市域において草創期に

あたる遺跡は、発見されていなかった。本書で報告

される縄文時代草創期の石器群は、この地域で初め

ての発見である。

本遺跡周辺の早期遺跡に、空沢遺跡 ・行幸田山遺

跡があるが、明確な遺構はない。それぞれの遺跡で、

数点の押型文土器・尖底土器が出土している。

本遺跡周辺の前期遺跡に、神宮寺西・後田東・中筋・

空沢・堀込・半田南原遺跡などがある。前期になる

と遺跡数は増加し遺構も見られる。半田南原逍跡は

最も広く調査されており、自然堤防の台地上に小規

模の集落が営まれていたことが判明している。本遺

跡にほど近い空沢遺跡からは、黒浜式期の住居が 1

軒検出された。

本遺跡周辺の中期遺跡に行幸田山遺跡・空沢遺

跡などがあげられる。空沢遺跡では、中期勝坂式期

が 1軒、加曽利 E2式期から後期称名寺式期にかけ

ての集落が 54軒検出された。さらに空沢遺跡では、

加曽利 E4式期から称名寺式期といった後期にかか

る過渡期の敷石住居とそれに伴う弧状列石が検出さ

れた。本報告、諏訪ノ木 V遺跡3区では、遺構が確

認されなかったものの、包含層から早期から後期の

1,250点を超える土器 ・石器群が検出された。本遺

跡周辺で、確実に晩期とされる追跡はない。

弥生時代 縄文時代から弥生時代の過渡期のものと

して南大塚遺跡があげられる。南大塚遺跡は、本遺

跡から北西約5.5kmに位置する。前期の遺跡は東日

本を見ても非常に少なく、南大板逍跡の発見は貴重

である。3基の土坑から、壺や甕などが約 10点出土

し、集団墓地遺跡であると考えられている。諏訪ノ

木 V遺跡3区包含層からは、弥生時代前期に比定さ

れると思われる土器が出土した。

中期前半の土器は、群馬県の土器編年で岩櫃式と

呼ばれている。縄文の影響が土器に残るものの縄文

土器が共伴することはなくなり、弥生土器として確

立するのがこの時期である。本遺跡周辺では行幸田

山遺跡においてこの型式の土器が確詔できる。

後期になると、有馬廃寺遺跡・中筋遺跡・有馬遺跡・

有馬条里遺跡・後田東遺跡・神宮寺西遺跡など、現

在の行幸田・有馬田圃を中心に遺跡が展開する。こ

の地域の一部は条里以前、沼地であったことが発掘

調査によって明らかになっている。後期の集落はこ

の沼地を取り巻く小高い丘陵状の地形から発見され

ている。本遺跡に隣接する空沢遺跡では円形周溝墓

2基・土器棺墓1基が検出されている。

古墳時代 本遺跡地周辺の前期の遺跡に中筋遺跡・

有馬条里遺跡がある。中筋遺跡では、 S字状口縁台

付甕を主体とした古式土師器が大量に投棄された遺

構や、古墳1基、土坑墓l基が確認された。中筋遺

跡は墓域としての性格が強い。また、有馬条里遺跡

では大規模な集落や畠が検出されている。

中期の遺跡に中筋遺跡がある。中筋遺跡は、5世

紀末から 6世紀初頭のニッ岳の噴火 (Hr-FA)に伴

う火砕流で被災した集落遺跡で、火山灰で覆われて

いたために良好な状態で遺構が残存していた。遺構

は、竪穴住居4軒 • 平地式建物 6棟・畠 ・祭祀遺構 ・

垣根・溝区画 ・古墳等が検出された。 一般の集落内

に竪穴住居と 平地式住居が同時に存在することや、

複数の竪穴住居が一つの周堤帯を共有することなど

当時の集落形態や暮らしぶりを究明する豊富な資料

が提供された （！）。本遺跡の発掘調査では、 Hr-FA

直下から遺構は検出されなかった。当時の土地利用

については今後の詳細な検討を要する。

後期の遺跡に黒井峯遺跡がある。黒井峯遺跡は 6

世紀中頃のニツ岳の噴火で噴出した大量の軽石 (Hr

-FP)によって埋没した集落遺跡である。軽石層の

中に建物の壁 ・崩れかけた屋根・柴垣などが立った

8
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まま確認され、軽石下の旧地表面からは、道・屋外

作業場・畠・小区画水田など様々な遺構が発見され、

古墳時代後期の集落の様子が明らかになった（2)。本

遺跡では Hr-FPは、窪地には堆積するものの多

く残存せず、旧地表面を明瞭にするに到らなかっ

た。Hr-FP降下以降は、諏訪ノ木遺跡、石原東古

墳群などで見られるように、遺跡地周辺は墓域にな

る。昭和55年渋川市教育委員会によって調査され

た諏訪ノ木遺跡では横穴式石室を持つ古墳が検出さ

れた。遺物は調査以前に採集されており、鉄製の直

刀1振と玉類が大量に出土したとのことである。本

遺跡の発掘調査ではこの古墳の周堀の東部分と、こ

れに付随すると思われる小石榔を検出した。

奈良•平安時代 本遺跡地が所在する地域は、奈良・

平安時代には上野国群馬郡に属しており、群馬郡に

は、 『和名類緊抄』 によると長野 • 井出・小野 ・ 八木 ・

上郊．畦切•島名・群馬 ・ 桃井・有馬・利刈・駅家・

白衣の 13郷が設置されており、遺跡地は有馬郷に

属すると推定される。

本遺跡南1.5kmに有馬廃寺跡と呼ばれる遺跡があ

る。遺跡地周辺は、以前から古瓦である布目瓦の出

土地として知られていた。昭和61年の調査では寺

院跡として認められる遺構は確懃できなかったが、

出土する瓦が上野国分寺の瓦と同形態であることが

わかった。国分寺系瓦の出土から、県内では高崎市

の綿貰遺跡・境町の十三宝塚遺跡などが、同時期の

寺院跡であったのではないかと考えられている。こ

れらの遺跡は官街かその影響が強い寺院跡であった

可能性が指摘されている。

有馬廃寺の北には有馬条里遺跡がある。昭和57

年～59年にかけて行われた発掘調査では条里制に

関わる遺構は検出されなかったが、この地域に残っ

ていた水田区画が条里制の区画を踏襲するものであ

ると推定されている。

本遺跡の北2kmに金井製鉄遺跡がある。金井製

鉄遺跡は、昭和48年の発掘調査により製鉄炉と炭

窯8甚が検出された県指定遺跡である。鉄生産を専

門的に行った職業集団が想定される遺跡で、当初9

世紀末の遺構とされていたが、現在では 8世紀中頃

までさかのぽると考えられている。

現在までのところ、本遺跡周辺で検出される竪

穴住居は、 8世紀代においては点在するものの大規

模なものはなく、本格的に展開するのは 9世紀代に

なってからとされている。しかしながら、本遺跡地

北の渋川市中心域ではほとんど発掘調査が行われて

いないことと、金井製鉄遺跡が8世紀代まで遡るこ

とから、単純に 8世紀代の遺跡が少ないと考えるこ

とは出来ない。本遺跡地の周辺では多数の鉄滓が出

土することが知られており、鉄生産関連の遺跡が想

定されている。本遺跡南に隣接する空沢遺跡では鍛

錬鍛冶遺構が 3基検出され、遺構周辺からは鉄製紡

錘車 ・刀子 ・砥石・鉄滓などが出土した。本遺跡で

も鉄生産に関連する遺構が多く検出されている。空

沢遺跡では墨書土器も出土しており、 「本」・ 「若」

などの文字が見られる。本遺跡では 「此」を中心と

した 209点の墨書・刻書土器が出土している。

鎌倉時代以降 本遺跡東に隣接する渋川市教育委員

会によって調査された諏訪ノ木II遺跡では、中世の

掘立柱建物群が検出された。出土した土師質土器皿

の年代などから、 14世紀後半～ 15世紀の遺構であ

ると考えられている。本遺跡周辺では、それ以外に

遺跡として調査されたものはほとんどない。遺跡地

周辺では古くから五輪塔などの石塔類が多く出土す

ることが知られているが、明確な遺構は検出されて

いない。隣接する空沢遺跡では中世とされる瓦の出

土や永楽通宝が伴う土坑墓等が検出されている。

註

(1)大塚昔彦1999「中筋遺跡」 「群馬県遺跡大辞典」群埋文より引用

(2)石井克己1999「黒井峯遺跡」 「群馬県遺跡大辞典」群埋文より引用

引用・参考文献

1981「諏訪ノ木遺跡J渋川市教育委貝会

1990「群馬県史通史編l」

1993「渋川市誌第二巻 通史編上J

1994「石原東遺跡 (II)」渋川市教育委員会

1995「石原東遺跡 (lll)」渋川市教育委貝会

1997「石原東古項群」渋川市教育委員会

2000「諏訪ノ 木遺跡11」渋川市教育委員会

2001「石原東遺跡F区」渋川市教育委員会

2001「石原東追跡E区J渋川市教育委員会

，
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[2]歴史的環境

第1表周辺遺跡

No 遺跡名 主な文献など No 辿跡名 主な文献など

I 石原東追跡D区 本報街 50 金井Hij原辿跡 1989「市内辿跡ll」渋川市教委

2 諏訪ノ木V遺跡 本報岩 51 令井製鉄辿跡 1975「金井製鉄遺跡1渋川市教委

3 諏訪ノ木VI遺跡 2006「諏訪ノ木VI追跡」群埋文刊行予定 52 金井原追跡 1993「市内追跡V1」渋川市教委

4 高源地東 I遺跡 2006「高源地東 I逍跡」群坪文刊行予定 53 虚空蔵塚古項 1993「渋川市誌第2巻 （通史編）」

5 石原東追跡A~F区 2001「い原東遺跡 Fr!<.j渋川市教委 他 54 坂之下追跡 1988「坂之下遺跡j渋川市教委

6 諏訪ノ木遺跡 1981『諏訪ノ木遺跳J渋川市教委 55 坂下町占項群 1971「北群胴 ・渋川の歴史」他

7 諏訪ノ木II遺跡 2000「諏訪ノ木JI辿跡」渋川市教委 56 東町関下辿跡 1998T東町関下遺跡」群埋文

8 諏訪ノ木m遺跡 2001「諏訪ノ木Ill辿跡」渋川市教委 57 東町古柑 1971［北群馬・渋JI!の歴史」他， 諏訪ノ木N逍跡 2001「諏訪ノ木N辿跡」渋川市教委 58 延暦塚古墳 1972「群馬県遺跡台帳面毛編j群馬惧教委

10 諏訪ノ木VII瑣跡 2003「諏幼ノ木VII追跡」渋川市教委 59 大崎古瑣群 1993r渋川市誌第2巻 （通史組）」

11 諏訪ノ木VIII遺跡 2004「諏訪ノ木VIII辿跡」渋川市教委 60 北町遺跡 1996 「北町辿跳•田ノ保直跡」 北揉村教委

12 諏訪ノ木1X洪跡 2004「諏訪ノ木1X遺跡」渋川市教委 61 分郷八崎遺跡 1996「分郷八崎遺跡j北橘村教委

13 見立溜井 見立大久保遺跡 1985「見立溜井 見立大久保遺跡J赤城村教委 62 田ノ保追跡 1996「北町遺跡・田ノ保遺跡J北橘村教委

14 弁天塚古墳 1995「赤城村内追跡 I」赤城村教委 63 石原清水田辿跡 1997「石原清水田遺跡」渋川市教委

15 戸波坂追跡 64 石原久保貝追A 1993「市内遺跡Vl」渋川市教委

16 諏訪西辿跳 1986「諏訪西遺跡」群埋文 65 心・原久保貝道 B 1993「市内遺跡Vl」渋川市教委

17 中畦遺跡 1986「中畦辿跡」群埋文 66 田中遺跡 1997「田中追跡j渋川市教委

18 三原田城遺跡 1987「三原田城遺跡」群埋文 67 石原東古墳群 1997「石原東古墳群」渋川市教委

19 房谷戸遺跡 I、II 1987r房谷戸遺跡 I」他群埋文 68 中村日焼田遺跡 1993「中村日焼日，中村久保田遺跡J渋川市教委

20 房谷戸遺跡lII 1995f房谷戸遺跡1l1」北橘村教委 69 中村久保田遺跡 1993「中村日焼日 、中村久保田遺跡J渋川市教委

21 栢遺跡 杉原荘介1939「すり追跡調査概報」 「考古学」 70 中村遺跡 1986「中村遺跡j渋川市教委

22 三原田遺跡 1980「三原田辿跡 Ij群馬県企業局他 71 石原手川辿跡 1988「市内追跡 I」渋川市教委他

23 白井北中道遺跡 （道の駅） 2000「白井北中道辿跡 （道の駅地点ビ群埋文 72 西浦遺跡 1986「西浦遺跡」渋川市教委

24 白井遺跡群 ]994「白井遺跡群」群埋文 他 73 伊勢森南遺跡 1989「市内遺跡Il」渋川市教委

25 白井大宮遺跡 1993「白井大宮遺跡」群埋文 74 空沢遺跡 1978「空沢迎跡」渋川市教委

26 白井大宮 1I遺跡 2002「白井人宮 Il遺跡j群埋文 75 行幸田寺後辿跡 1993「巾内追跡V1」渋川市教委

27 白井丸岩遺跡 1994「白井遺跡群」群埋文他 76 中筋逍跡 1987「中筋遺跡j渋川市教委他

28 吹屋瓜田遺跡 1997「吹屋瓜田追跡」群埋文 77 行幸田宮ノ前辿跡 1993「渋川市誌第2巻 （通史編）」

29 鯉沢瓜田逍跡 2000「鯉沢瓜田遺跡J子持村教委 78 行幸田畑中辿跡 1992「市内瑣跡V」渋川市教委 他

30 白井城跡 1987「＋持村誌（上巻）」 79 有馬後田東遺跡 1993「市内追跡VIJ渋川市教委

31 金比羅山 白井城域内。円墳？

32 不動塚古墳 1971「群馬県遺跡台帳」県教委
80 布馬条里遺跡

1983「布馬条里逍跡」渋川市教委

1989「有拐条里遺跡 I、Il」群埋文他

33 白井宿 1987「子持村誌（上巻）」 81 八木原沖LU追跡皿 1993「八木原沖田遺跡皿」渋川市教委

34 金比羅塚 長尾村16号。円項。 82 神宮寺西辿跡 1988「神宮寺西逍跡j渋川市教委

35 加藤塚古墳 1987「子持村誌上巻」 83 行点田南原辿跳 1994「行幸w南原逍跡」渋川市教委

36 白井城南郭逍跡 1987「子持村誌上巻」 84 行幸田山追跳 1987「行幸田山逍跡」渋川市教委

37 白井南中追逍跡 1993「白井遺跡群」群埋文他 85 若宮遺跡 1998「杓宮追跡」渋川市教委

38 白井古培群 1993「白井大宮遺跡」群埋文 86 有馬遺跡Il 1990「有馬追跡ll」群埋文

39 ー一．位）．哺城跡 山崎ー 1972「群馬の古城昂址の研究」 87 有馬久宮間戸遺跡 1997「有馬久宮問戸遺跡j渋川市教委

40 
白井二位屋遺跡

1994「白井遺跡群」群埋文他
（ターミナル地点）

88 有馬小貝戸辿跡 1997「有烏小貝戸遺跡」渋川市教委

89 有烏廃寺跡 1988「有馬廃守跡J渋川市教委

41 白井二位屋遺跡 1994「白井遺跡群l群埋文他 90 有馬城ノヒ辿跡 1993「渋川市誌第2巻 （通史紺）」

42 白井尖野遺跡 1994「白井遺跡群1群埋文他 91 有馬堂山古閉群 1993『渋川市誌第2巻 （通史編）」

43 落合］号墳 92 小倉庚甲塚沿跡 1992「小倉庚甲塚遺跡」吉岡町教委

44 西ノ平迫跡 l996「西ノ平追跡」北橘村教委 93 半石遺跡 1988「平石逍跡j吉岡町教委

45 lll尻遺跡 1990 「八崎の寄居 • 田尻遺跡」 北橘村教委 94 半w剣城辿跳 1989「市内遺跡Il」渋川市教委

46 束浦逍跡 95 半l:LI薬帥辿跡 1995「1こ田薬帥遺跡」渋川市教委

47 金井古墳 1956「渋/II金井古項調査概報J「コイノスj 96 半田中原・南原逍跡 1994 「 1•Rl 中原・南原逍跡」 渋川市教委

48 金井下新田逍跡

49 金井前原古墳群 1993「渋川市誌第2巻 （通史福）」
有馬粂里

1983「布馬条単遺跡」渋川市教委

1993「渋川市誌第2巻 （通史編）」
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第3章 基本層序

第3章 基本層序
い。諏訪ノ木V遺跡2区VII層上からは、縄文時代草

創期の石器が出土。

発掘調査で確認された遺構の時期を検討する上

で、それがどのような面で確認されたかが重要な手

がかりとなる。その点で本遺跡の周辺には榛名山・

浅間山の火山活動による噴出物の堆積が見られ、地

学と考古学の両者の研究によって、それらの形成さ

れた時期がほぼ明らかにされている。ここでは本文

中の多数の断面図相互間の関連を理解しやすくする

ために、以下の 7層に土層を分ける。

第 I層：現表土。20~80cmほどの堆積が見られる。

第1I層：榛名ニッ岳伊香保テフラ (Hr-FP)。石原

東遺跡 Dl区で 15~20cmの 2次堆積が見られる。

諏記ノ木V遺跡では、溝や谷地など窪んでいる部分

にのみ残存。 6世紀中頃。

第皿層：黒色～黒褐色土層。諏訪ノ木V遺跡では谷

地のみ残存。石原東遺跡 Dl区では水田面を確認。

第w層：榛名ニッ岳渋川テフラ (Hr-FA)。石原

東遺跡 Dl区では火山泥流堆積物を挟み約 120cm。

従来のテフラ区分に従うと S-1~S-5、S-7~

S-10が確認できる。諏訪ノ木 V遺跡では 30~

120cm堆積。平坦部で数層、谷地で 10層程度に細

分できる。 6世紀初頭。

第V層：黒色土層。白色軽石粒、橙色粒混入。平坦

部で 20cm程度。谷部で 20~100cm。今回の調査

で縄文時代早期押型文、 三戸式、 田戸下層式、早

期前半と考えられる縄文施文、撚糸文施文、無文土

器、前期花積下層式、関山式、黒浜式、諸磯式、中

期焼町類型、加曽利 E式、後期称名寺式、堀之内式、

加曽利 B式、弥生時代前期、

ある土器の出土を確認した。

VI層：暗褐色土層。

中期前半の可能性の

v層と Vl1層との漸移層。谷地に

堆積する。小礫を含む。V層と同様な遺物の出土が

認められたが、層位により分類することはできな

かった。

V11層：黄褐色土層。大小の礫が混入する。礫は拳大

～径2mを超えるものまで多量に混入。水沢山山体

崩落に由来する「唐沢泥流堆積物(I)」の可能性が高

- - -..ッツ V V U 

o゚。00~。° °。:。000)。°°。:。°°。:。。
0 。oo ~:oo-~IT 。° o o ° o o゜
° ° o °゚。° ° o 0゚ 。̂ °。°゚0 0 ^ 0 0 ^ 9 2  ̂ ^ 

皿

＞
 

VI 

第 I層

第lI層

第m層

第w層

第v層

第VI層

第Vil層

第7図

註

(1)1987「渋川市誌第一巻

1987「渋川市誌 第一巻

匠 Hr-FP 

二 Hr-FA

VII 

基本土層模式図

表土。耕作土。層厚は、地点により異なるが、概ね 20

~80cmである。

榛名ニ ッ岳伊香保テフラ (Hr-FP)。層原は、地点により

異なるが、概ね 15~30cmである。

黒色～黒褐色土層。層厚は、地点により異なるが、概ね

5~35cmである。

榛名＝ソ岳渋川テフラ (Hr-FA)。層厚は、地点により

異なるが、概ね 30~120cmである。

黒色土層。層厚は、地点により異なるが、概ね平坦部で

20cm。凹部で20~100cmである。

暗褐色土層。唐沢泥流堆積物 （地山） との漸移層。層厚

は、地点により異なるが、概ね 20~30cmである。

黄褐色土層 （地山）。唐沢泥流堆積物の可能性が高い。

自然編」、本報告l章[l]参照。

引用・参考文献

1981「諏訪ノ木遺跡J渋川市教育委貝会

自然編」
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第4章石原東遺跡 D区の遺構と遺物

上空より撮影した石原東遺跡D区

13 



第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

＼
 
ヽ

＼ヽ
 ＼

 ヽ
ヽ
ヽ

石原寺
L_  

02 

14 



[I]弥生時代以前の遺構と遺物

口区

三□ロ
D3区

沢

A 

石原東遺跡 D区 弥生時代以前の追構

概要

石原東遺跡 D区では、遺構に伴って出土したもの

で図化が可能な遺物については、それぞれの遺構ご

とに掲載したが、これ以外にも多量の土器をはじめ

とする遺物の出土があった。石原東遺跡 D区では弥

生時代以前の遺構は確認されなかったため、この項

であげる遺物は、どの遺構にも属さない遺構外出土

遺物である。遺構外出土遺物の掲載は、遺構で出土

した遺物より残存率のよいものを選択することを基

本としたが、石原東遺跡 D区全体を通して弥生時代

以前の遺物が希少であったために小破片であっても

可能な限り掲載することにした。

＇` り1
、IDI  I 1 2 をデ］ 3 I I 

I I 

P,04 汀EI 

゜
1 3 10cm 

[l]弥生時代以前の遺構と遺物

小破片のため、帰属時期を明確にできない遺物もあ

る。

縄紋士器 （第8図、 PL16)

1は押型紋土器である。口縁部破片で、口縁部に

沿って横位に山形紋を施紋する。焼成は良好で堅

致である。Dl区か らの出土である。2は三戸式に

比定できようか。矢羽根状短沈線を横位に巡らす。

D2区からの出土である。3は加曽利 E3式である。

隆線を横位に 2条貼付する。口縁部紋様の部位であ

ろう 。Dl区からの出土である。4は加曽利 E4式で

ある。沈線を垂下させ、LR縄紋を縦位施紋する。

Dl区からの出土である。 5はRL縄紋を斜位に施紋

する。小破片のため帰属時期は特定しかねるが、中

期に属するものであろう 。Dl区からの出土である。

（橋本）

弥生土器 （第8図、 PL16)

6は弥生土器の壺か甕の頸部片である。頸部に簾

条文、 肩に波条文を施文する。焼成は良好。後期前

半の樽式に属するものであろう 。7は弥生土器の壺

の頸部片である。外面ハケメ、頸部に時計回りの櫛

描簾条文を施文する。内面ナデ。胎土には輝石等の

細砂を含む。焼成は良好。弥生土器はすべて Dl区

からの出土である。

石器 （第8図、 PL16)

8は、一部破損した打斧。石材は変質安山岩。長

さ10.5cm、最大幅7.8cm、最大厚3.0cmを測る。Dl

区からの出土である。

｀＼、 6

¥、 7
／ 

8 

第8図 弥生時代以前の出土遺物図
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

[2]古墳時代の遺構と遺物

D4区

三□
D3区

入 ）

沢

石原東遺跡 D区 古墳時代の遺構

概要

Dl区の南端で、古墳時代後期以降の水田2面と

溝1条 (5号溝）を検出した。遺構は Hr-FPに覆わ

れているが、古環境研究所の早田氏によると、 Hr

-FPは直接降下して堆積したものではなく、洪水

などによ って運ばれて堆積した二次堆積層であると

のことである。

検出された水田面は全体の一部で、 5号溝を境に、

調査区外の南へひろがっていると思われる。

また、 Hr-FP堆積以降は、唐沢川の洪水が頻繁

に起こっていたことが、土層断面により確認された。

Hr-FP 2次堆積以降、水田耕作が行われていた

ことを示す遺構は確認されなかった。

(1)水田

水田面1.水田面2（第9図、 PL4)

被覆土は Hr-FP（二次堆積）で20~30cmほど

覆われている。Hr-FP（二次堆積）は、角の取れた

径1~5cm大の軽石を少量含む黄褐色の灰層で、 土

層中に気泡が観察できることや、角の取れた軽石が

みられることから、 Hr-FP軽石降下後の熱泥流の

16 

堆積物であると考えられる。（古環境研究所早田氏

の教示）。 水田面の残存状態は比較的良好で、畦の

残存高は 10~20cmである。畦は、ほぼ東西方向

に設けられている。畦は、長さ約6mで検出された。

確認できた調査区内の範囲では、唐沢川とほぽ平行

している。水口は 1ヵ所検出された。水口の幅は、

30~40cmで、深さは、 15cm程である。5号溝か

ら水口 1を通 して水田面2に取水していた様子が伺

える。

水田面1は溝の底に対して 2~3cm高い。溝と水

田面を区画する畦状の高まりもないので、溝から水

田面に水がオーバーフローして水田面lに水が供給

されていた可能性が考えられる。水田面2では畦状

の高まりで 5号溝と区画されており、水口 1から水

田面2に水が供給されていたと考えられる。

耕作土は、 5号溝4層の黒褐色土である。約20~

30cmの層厚で確認できる。耕作土は軽石などは含

まず、極細砂～シルトの粒径区分に属する一様な粒

径の土層である。

(2)溝

5号溝 （第9図、 PL4)

本溝は Dl区南端405-140付近に位置する。他

遺構との重複関係はない。走行は東西方向で、平面

形態は、若干蛇行するもののほぽ直線である。断面

形態は角の丸い逆台形状を呈す。底面は丸みを持

つ。規模は幅90~120cm、深度は 5~15cmである。

検出された長さは約 10mである。黄褐色の砂質土

による埋没状態は、自然埋没であると考えられる。

水田面が検出された Dl区の南端は唐沢川に接す

る地点で、水田耕作に必要な水利を得ることは比較

的容易である。検出された調査区内では、 5号溝は

唐沢川とほぼ平行に走行しており、調査区の上流で

唐沢川から取水して、水田耕作の取配水用の溝とし

て機能していた可能性が高い。
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3 Hr -FP 二次堆積陪 （早田氏の教示 古環境研究所）。黄褐色灰

陪に角の取れた径l~5cm大の軽石を少糀含む。

4 黙褐色土 軽石等を含まない一様な黒褐色土。4陪上面が水田面。

5 黄褐色土砂質。
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第9図 5号溝、水田面l、2 平面 ・断面図
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

[3] 奈良•平安時代の遺構と遺物

□7
 ロ：

 

]D 

沢

＼
 

Dl区

Dl区遺物包含層

石原東遺跡 D区 奈良•平安時代の追構

概要

石原東遺跡 D 区の奈良•平安時代の遺構は 、 遺

物包含層 (Dl区逍物包含層） 1地点、住居12軒、土

坑1基である。

Dl 区遺物包含層からは、奈良•平安時代の土器

類、木器類、鉄関連遺物、約22.300点が出土した。

土器類の中には、 196点の墨書土器が含まれている。

住居12軒は、すべて 10世紀後半に帰属する。住

居は礫層上に構築されており、床面に大きな礫が突

出したものもある。

注目すべき竪穴住居に D2区5号住居と D5区1号

住居がある。前者は、鉄生産関連の遺物が多く出土

した住居で、鍛冶炉の可能性が考えられる遺構も検

出された。後者は、「氏」と書かれた灰釉陶器の椀が

出土した住居で、墨書土器が多最に発見された Dl

区遺物包含層と関連する可能性も考えられる。

土坑は、 D2区1号土坑l基だけである。D2区1号

土坑は、杯5点、椀3点が重ねて埋納されていた。

この内の 1点は、「益」と判読できる墨書土器である。

(1) Dl 区遺物包含層（奈良•平安時代）

概要

Dl区遺物包含層からは、土器類、木器類、鉄関

連遺物といった 22,300点を超える遺物が出土した。

最も多い遺物は土器類で約22,000点である。続い

て木器類が 57点、鉄関連遺物が数点である。土器

類の中には、 墨書土器が 196点含まれる。

出土土器は、 21,845点 (124.69kg)である。それ

らは、土師器10,681点 (27.73kg)、須恵器10,617

点 (91.91kg)、灰釉陶器542点 (4.99kg)に分類でき

る。出土土器類は、分類して、数量・重量をはかり、

一覧表に示した （第2表・第3表）。煮炊具が少量で、

杯や椀を中心とした供膳具が大部分を占めるといっ

た特徴を持つ。

出土土器の 196点は、墨書土器である。墨書の

中で、ある程度判読可能な文字が、 89点ある。そ

の内60点は 「氏」 と判読、あるいは類推できるもの

である。判読可能な墨書土器の内「氏」（類推含む）

は約67%、「'，．」は13%、あわせて 80％を占める。

墨書土器の器種は、土師器杯、 須恵器蓋・杯・椀・皿、

灰釉陶器椀・皿である。出土した墨書土器について

は、第7章「石原東遺跡・諏訪ノ木V遺跡出土の墨書・

刻書土器について」（高島英之）を参照していただ

きたい。

鉄関連遺物は、 6点出土した。羽口3点、椀形鍛

冶滓2点、流動滓l点である。遺物に直接関わる遺

構が不明である。流動滓は非鉄 （銅）系の滓の可能

性がある。

木質遺物として取り上げた約300点は、加工痕の

あるものが 57点で、ここでは加工痕のある 57点を

木器類として掲載する。57点の中には、曲物、挽物、

漆器、火鑽臼、播粉木、杭、加工材等が確認できる。

出土の木器類は、農具や工具、建築部材などではな

く、容器や食事具を中心とした遺物構成であるとい

う特徴を持つ。漆器の塗膜構造については、第6章

「石原東遺跡出土漆関係遺物の断面観察」（小林正）

を参照していただきたい。

18 



[3] 奈良 • 平安時代の遺構と遺物
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第10図石原東遺跡 D区 奈良 • 平安時代の遺構
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

第2表 Dl区遺物包含層出上土器 数量一覧表
土器種 器種 備考 出土土器数晟（個） 報告習掲載遺物数屈（個） 報告習掲載外遺物数屈（個）

杯
口縁部

1.543 47 
1.225 

土師器 底部 271 

甕頬 65 5 60 

台付甕 台部 40 3 37 

鉢 2 2 

゜10,681個 土師器 小片 9.031 

゜
9,031 

杯・椀
口縁

7,083 32 
1.613 

体部 5.438 

杯 1.118 86 LO32 

椀 536 54 482 

須恵器 皿 14 14 

゜販 2 2 

゜蓋 325 12 313 

甕
口縁

1,509 ， 63 

肩～胴 1,437 

6 5 1 

症士
長頸壺 3 3 

゜短頸壺 1 1 

゜ミニチュア短頸壺 1 1 

゜12個 突帯付四耳壺 1 1 

゜鉢
有孔鍔付鉢 1 1 

゜口縁 l 1 〇

10,617個 羽釜 16 5 11 

黒笹14号窯式期 2 

゜
2 

黒笹90号窯式期

゜ ゜ ゜椀．皿 光ヶ丘1号窯式期 （古） 2 

゜
2 

光ヶ丘1号窯式期 4 

゜
4 

大原2号窯式期 7 

゜
7 

大原 （新）～虎渓山

゜ ゜ ゜18個 小片 3 

゜
3 

黒笹14号窯式期 4 1 3 

黒笹90号窯式期

゜ ゜ ゜皿 光ヶ丘1号窯式期（古） 2 

゜
2 

光ヶ丘1号窯式期 40 4 36 

大原2号窯式期 37 1 36 

大原（新）～虎渓山

゜ ゜ ゜93個 小片 10 

゜
10 

黒笹14号窯式期 4 4 

゜黒笹90号窯式期 1 

゜
1 

灰釉陶器 椀 光ヶ丘1号窯式期（古） 3 1 2 

光ヶ丘1号窯式期 64 4 60 

大原2号窯式期 45 5 40 

大原（新）～虎渓山 2 

゜
2 

134個 小片 15 

゜
15 

黒笹14号窯式期 6 1 5 

黒笹90号窯式期

゜ ゜ ゜段皿 光ヶ丘1号窯式期（古）

゜ ゜ ゜光ヶ丘1号窯式期 5 1 4 

大原2号窯式期 4 l 3 

大原（新）～虎渓山

゜ ゜ ゜15個 小片

゜ ゜ ゜口縁部 15 1 14 

瓶類
頸部 17 

゜
17 

屑部 21 2 19 

胴部 55 1 54 

底部 4 3 1 

113個 把手 1 1 

゜蓋 1 1 

゜耳皿 2 2 

゜542個 小片 166 1 165 

緑釉陶器 5 4 1 

計 21.845 323 21,522 

※大原 （新）～虎渓山は、大原2号窯式期（新）～虎渓山 1号窯式期を示す。
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[3] 奈良 • 平安時代の遺構と遺物

第3表 Dl区遺物蝕含層出土上器 重量一覧表
土器種 器種 備考 出土土器重醤（kg) 報告書掲載遺物重醤 (kg) 報告書掲載外遺物重歴 (kg)

杯
口縁部

648 109 
411 

土師器 底部 128 
甕類 0.71 023 0.48 

台付甕 台部 0.57 012 0.45 
鉢 02 02 

゜2773kg 土師器 小片 1977 

゜
1977 

杯 ・椀
口緩：

1463 019 
541 

体部 903 
杯 1372 374 998 
椀 1283 3.89 894 

須恵器 皿 119 1.19 

゜胞 006 006 

゜蓋 334 079 255 

甕
口縁

4373 219 
161 

肩～胴 3993 

118 104 014 

血一
長頸壺 035 035 

゜短頸壺 026 026 

゜ミニチュア短頸壺 001 001 

゜187kg 突帯付四耳壺 0. 0 7 0.07 

゜鉢
有孔鍔付鉢 0.12 0.12 

゜口縁 0.03 0.03 

゜9191kg 羽釜 0.39 0.22 017 
黒笹14号窯式期 003 

゜
003 

黒笹90号窯式期

゜ ゜ ゜椀 ．皿 光ヶ丘1号窯式期 （古） 006 

゜
0.06 

光ヶ丘1号窯式期 002 

゜
0.02 

大原2号窯式期 0.05 

゜
0.05 

大原（新）～虎渓山 0.01 

゜ ゜018kg 小片 0.01 

゜
0.01 

黒笹14号窯式期 028 023 005 
黒笹90号窯式期

゜ ゜ ゜皿 光ヶ丘1号窯式期（古） 001 

゜
001 

光ヶ丘1号窯式期 045 021 024 
大原2号窯式期 034 012 022 

大原（新）～虎渓山

゜ ゜ ゜115kg 小片 007 

゜
007 

黒笹14号窯式期 03 03 

゜黒笹90号窯式期 001 

゜
0.01 

灰釉陶器 椀
光ヶ丘1号窯式期（古） 005 0.04 0.01 

光ヶ丘1号窯式期 042 009 033 
大原2号窯式期 0.75 031 0.44 

大原（新）～虎渓山 0.02 

゜
002 

163kg 小片 008 

゜
008 

黒笹14号窯式期 007 003 004 
黒笹90号窯式期

゜ ゜ ゜段皿
光ヶ丘1号窯式期（古）

゜ ゜ ゜光ヶ丘1号窯式期 0.07 004 003 
大原2号窯式期 0. 0 7 005 0.02 

大原（新）～虎渓山

゜ ゜ ゜021kg 小片

゜ ゜ ゜口縁部 0.09 002 0.0 7 
頸部 0.15 

゜
015 

瓶類 肩部 032 015 017 
胴部 053 022 031 
底部 018 017 001 

129kg 把手 002 0.02 

゜蓋 0.0 3 003 

゜耳皿 0.06 006 

゜499kg 小片 044 002 042 
緑釉陶器 007 006 001 

計 12469 1796 10673 

※大原（新）～虎渓山は、大原2号窯式期（新）～虎渓山1号窯式期を示す。
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[3] 奈良•平安時代の遺構と遺物

1. Dl区遺物包含層出土の土師器（第15図、 PL5• 6 • 16 • 1 7) 

Dl区遺物包含層では、 10,681点（27.73kg)の土

師器が出土した。10,681点 (27.73kg)の内、 9,031

点(19.77kg)が小片のため、器種不明である。器

種が判明した 1,650点 (7.96kg)は、杯 1,543点

(6.48kg)、甕65点 (0.71kg)、台付甕40点(0.57kg)、

鉢2点(0.20kg)に分類でき、土師器の大部分が杯で

あると思われる。

出土した土師器の内、器形が復元できるものと墨

痕のある小破片をこの項に掲載した。掲載外の土師

器は分類して、数最・重量をはかり 、一覧表（第2表・

第3表）に示した。掲載遺物は、杯類34点、鉢2点、

甕2点、小型甕5点、台付甕1点である。杯の多く

は口縁部上半が横ナデ、下半がナデ、底部は不定方

向のヘラ削りの成形であるが、内面に暗文を施し、

第4表 石原東遺跡 Dl区蝕含附出土土師器 堤書土器一覧表

No 土器 No 器形 墨書の位置・方向 釈文 ・文字情報

1 15 杯 底部外面 代

2 20 杯 底部外面 代

3 17 杯 底部外面 氏

4 14 杯 底部外面 ＂ ［氏力］

5 32 杯 底部外面 □［代力］

6 38 杯 底部外面 □［氏力］

7 33 杯 底部外面 ＂ ［氏力］

8 36 杯 底部外面 □『'力］， 37 杯 底部外面 □["力］

10 34 杯 底部外面 □[it力］

11 35 杯 底部外面 □［災力］

12 40 杯 底部外面 口［氏力］

13 39 杯 底部外面 □［氏力］

14 41 杯 底部外面 □［文力］

15 43 杯 底部外面 口［尾力］

16 42 杯 底部外面 山

17 16 杯 底部内外面 □［①カ］ （外）／＠（内）

18 5 杯 底部外面 口

19 12 杯 底部外面 □ ［氏力］
20 45 杯 底部外面 口

21 46 杯 底部外面 口

22 55 杯 底部外面 墨痕

23 53 杯 底部外面 口

24 47 杯 底部外面 墨痕

25 44 杯 底部外面 墨痕

26 51 杯 底部外面 墨痕

27 52 杯 底部外面 口

28 56 杯 底部外面 墨痕

29 48 杯 底部外面 墨痕

30 54 杯 底部外面 墨痕

31 49 杯 底部外面 墨痕

32 50 杯 底部外面 墨痕

成・整形や胎土の異なるものも数点ある。時期の判

明するもので、 8世紀後半から 9世紀後半のものが

あり、概ね 9世紀代が中心となる構成である。

甕は、体部ヘラ削りの整形で、「く」の字□縁で

長胴型の 7世紀代の器形が 1点 (24)みられるもの

の、 9世紀代を中心に構成されている。

墨書のある土器は杯の器形のみに見られ、ほと

んどが底部外面に書かれている。「氏」 (20など）や

「氏」の一部の可能性が高い「＂］が大部分で 、その

他に「山」 (42)の 1点、「尾」 (43)の1点、「①」 (16)

の 1点などがある。

墨書のある土師器は、一覧表（第4表、第13図）

を参照。

⑤ぽ］｀
言臼今こ

ぐ う8 ：， 占］。 ラ］ さ12

団3 豆 望闊16

Y下｀□] `  / 18 

_/ ＇ 17（外） （内）

言，

｀ 
~ l 

弓
22 

芯3
ぐ

｀ 
長 6 ~27 24 

唸 28 

｀ 
辺30 

四 旦31 

第13団 Dl区遺物包含層出土墨書土器 （土師器）
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

Dl区遣物包含層出土土師器 観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版 No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第14図 土師器 1/6 口(140) 高 34残 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半がナデ。底部はヘラ削り 。
l PL -16 杯 底一 ③にぶい橙色

2 
第14図 土師器 体～底部片 ロー 高 21残 ①細砂 ②良好 暗文土器。内面口縁部に斜放射状の暗文、底部に螺線状の
PL -16 杯 底一 ③にぶい橙色 暗文。体部外面ヘラ削 り。

第14図 土師器 1/4 口(122) 高 34残 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半がナデ。底部はヘラ削 り。
3 PL -16 杯 底ー ③にぶい橙色

第14図 土師器 1/3 口(130) 高 44 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半がナデ。底部は不定方向のヘラ

4 PL -16 杯 底 92 ③にぶい橙色 削りか。内面に斜放射状の暗文。内面の黒色の付着物は油

脂類が炭化したものか。

第14図 土師器 1/4 口(135) 尚 40 ①砂粒 ②良好 口縁部横ナデ。下半ヘラ削 り。 底部は不定方向のヘラ削り 。
5 PL -16 杯 底ー ③にぶい橙色 底部外面に墨書、「口」。

第14図 土師器 2/3 口 122 高 35 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半がナデ。底部は不定方向のヘラ
6 PL -16 杯 底ー ③にぶい橙色 削り 。内面黒色、有機物の付着か。

7 
第14図 土師器 口～底部片 ロー 高 37残 ①砂粒 ②良好 暗文土器。口縁部上半が横ナデ。下半から底部はヘラ削り 。
PL -16 杯 底ー ③褐色

8 
第14図 土師器 1/6 口(118) 尚 32残 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半がナデ。底部はヘラ削り 。
PL -16 杯 底ー ③にぶい橙色

， 第14図 土師器 1/5 口(115) 高 34 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半がナデ。内面の黒色の付着物は
PL -16 杯 底ー ③にぶい橙色 池脂類が炭化したものか。

第14図 土師器 1/6 口(148) 高 34残 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半がナデ。底部はヘラ削り 。
10 

PL -16 杯 底ー ③にぶい橙色

11 
第14図 土師器 1/3 口(126) 高 2.8 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半がナデ。底部は不定方向のヘラ
PL -16 杯 底 (92) ③灰黄褐色 削り 。

第14図 土師器 1/2 口(116) 品 32 ①砂粒 ②良好 口縁部横ナデ。下半ヘラ削り 。指押さえ痕あり 。底部は不
12 PL -16 杯 底ー ③にぶい橙色 定方向のヘラ削り 。底部外面に墨古、「口」［代力］。

13 
第14図 土師器 1/3 口(127) 裔 （35) ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半がナデ。底部は不定方向のヘラ
PL -16 杯 底ー ③掲色 削り 。

第14図 土師器 1/3 口(121) 高 32 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半がナデ。底部は不定方向のヘラ
14 

PL -16 杯 底ー ③褐色 削りか。底部外面に墨書、 「＇＇」［i.{力 ］。

第14図 士師器 1/2 口(120) 品 33 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半がナデ。底部は不定方向のヘラ
15 

PL -16 杯 底ー ③褐色 削りか。底部外面に墨書、「代」。

16 
第14図 土師器 4/5 口 123 品 36 ①砂粒 ②良好 u繰部上半が横ナデ。下半がナデ。底部は不定方向のヘラ
PL -16 杯 底 87 ③にぶい橙色 削りか。底部内外面に畏書、内面に「①」、外面に「口」［①カ］。

第14図 土師器 1/2 口(122) 高 34 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半がナデ。底部は不定方向のヘラ
17 

PL -16 杯 底ー ③にぶい橙色 削り 。底部外面に墨書、「代」。

18 
第14図 土師器 1/3 口(126) 高 35 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半がナデ。指押さえ痕あり 。口縁
PL -16 杯 底一 ③にぶい橙色 部油煙の付着あり 。底部は不定方向のヘラ削り 。

第14図 土師器 1/4 口(126) 高 25 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半がナデ。底部は不定方向のヘラ
19 

PL -16 杯 底(80) ③褐色 削りか。

20 
第14図 土師器 1/4 口(130) 高 32 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半がナデ。底部は不定方向のヘラ
PL~ 17 杯 底ー ③にぶい橙色 削りか。底部外面に晟習、「代」。

21 
第14図 土師器 1/3 口(119) 高 39 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半がナデ、指押さえ痕あり 。底部
PL -17 杯 底ー ③褐色 は不定方向のヘラ削り 。

22 
第15図 土師器 口～イ本部 口(201) 高 88残 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。体部横方向のヘラ削り 。底部不定方
PL -17 鉢 1/5 底ー ③にぶい橙色 向のヘラ削りか。内面ヘラナデ。

23 
第15図 土師器 体下～底部片 ロー 高 一 ①砂粒 ②良好 外面は不定方向のヘラ削り 。内面はヘラナデ。
PL -17 鉢 底(138) ③にぶい橙色

24 
第15図 士師器 口～胴部片 口(106) 高 52残 ①砂粒 ②良好 口縁部横ナデ。胴部縦斜め方向の下位から上位へのヘラ削
PL -17 甕 底一 ③明褐灰色 り。内面ヘラナデ。

25 
第15図 土師器 口～頸部片 ロー 高 52残 ①砂粒 ②良好 口繰部から頸部は横ナデ。胴部上位は横方向のヘラ削り 。
PL -17 甕 底ー ③にぶい橙色 胴部内面はヘラナデ。

26 
第15図 土師器 底部片 口ー 高 4.0残 ①砂粒 ②良好 外面ヘラ削 り。 内面の黒色の付着物は加熟を受けた油脂類
PL -17 瓦珠 底 ー ③にぶい橙色 か。

27 
第15図 土師器 口～肩部1/6 ロ（132) 高 66残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部上位は横方向のヘラ削 り。
PL -17 甕 底ー ③にぶい橙色 胴部内面はヘラナデ。

28 
第15図 土師器 口～肩部1/6 口(212) 高 72残 ①砂粒 ②良好 ロクロ成形。回転方向不明。北陸系。
PL -17 痺ム 底一 ③浅黄橙色

29 
第15図 土師器 口～頸部1/4 口(116) 高 39残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部上位は横方向のヘラ削り 。
PL -17 小型甕 底ー ③にぶい橙色 胴部内面はヘラナデ。

30 
第15図 土師器 口～頸部1/4 口(112) 高 39残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部上位は横方向のヘラ削 り。
PL -17 小型甕 底ー ③にぶい橙色 胴部内面はヘラナデ。
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[3] 奈良 • 平安時代の遺構と遺物

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版 No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第 15図 土師器 脚部3/4 口ー 高 35残 ①砂粒 ②良好 内外面横ナデ。
31 PL -17 台付甕 底 42 高台 86 ③にぶい橙色

32 
第15図 土師器 底部片 ①砂粒 ②良好 底部は不定方向のヘラ削りか。底部外面に墨書、「口」
PL -17 杯 ③褐色 [it.カ］。

33 
第15図 土師器 底部片 ①砂粒 ②良好 底部は不定方向のヘラ削りか。底部外面に墨魯、「＇＇」
PL -17 杯 ③褐色 ［災力］。

34 
第 15図 土師器 底部片 ①砂粒 ②良好 底部は不定方向のヘラ削りか。底部外面に墨書、「口」
PL -17 杯 ③にぶい橙色 ［氏力］。

35 
第15図 土師器 底部片 ①砂粒 ②良好 底部は不定方向のヘラ削りか。底部外而に墨害、「口」
PL -17 杯 ③にぶい橙色 訊力］。

36 
第 15図 土師器 底部片 ①砂粒 ②良好 底部は不定方向のヘラ削りか。底部外面に黒書、「口」
PL -17 杯 ③にぶい橙色 [-"力］。

37 
第 15図 土師器 底部片 ①砂粒 ②良好 底部は不定方向のヘラ削りか。底部外面に墨書、「口」
PL -17 杯 ③褐色 ［ ＂力］ 。

38 
第15図 土師器 底部片 ①砂粒 ②良好 底部は不定方向のヘラ削りか。底部外面に墨書、「口」
PL -17 杯 ③褐色 ［氏力］。

39 
第15困 土師器 底部片 ①砂粒 ②良好 底部は不定方向のヘラ削りか。底部外面に墨古、「口」
PL -17 杯 ③にぶい橙色 拭力］。

40 
第15図 土師器 底部片 ①砂粒 ②良好 底部は不定方向のヘラ削りか。底部外面に墨書、「口」
PL -17 杯 ③褐色 ［氏力］。

41 
第 15図 土師器 底部片 ①砂粒 ②良好 底部は不定方向のヘラ削りか。底部外面に墨書、「口」
PL -17 杯 ③にぶい橙色 ［代力］。

42 
第15図 土師器 底部片 ①砂粒 ②良好 底部は不定方向のヘラ削りか。内面の黒色の付着物は炭化
PL -17 杯 ③にぶい橙色 物か。底部外面に墨書、「山」。

43 
第15図 土師器 底部片 ①砂粒 ②良好 底部は不定方向のヘラ削りか。底部外面に墨書、「口」
PL -17 杯 ③にぶい橙色 ［尾力］。

第15図 土師器 底部片 ①砂粒 ②良好 底部破片。外面に墨痕あり 。
44 PL -17 杯 ③にぶい橙色

45 
第15図 土師器 底部片 ①砂粒 ②良好 底部破片。外面に墨書、 「口」。外面還冗焔ぎみ。
PL -17 杯 ③にぶい橙色

46 
第15図 土師器 底部片 ①砂粒 ②良好 底部破片。外面に墨書、「口」。
PL -17 杯 ③にぶい橙色

47 
第15図 土師器 底部片 ①砂粒 ②良好 底部破片。外面に墨痕あり 。
PL -17 杯 ③にぶい橙色

48 
第 15図 土師器 底部片 ①砂粒 ②良好 底部破片。外面に墨痕あり 。

PL -17 杯 ③にぶい橙色

49 
第15図 土師器 底部片 ①砂粒 ②良好 底部破片。外面に墨痕あり 。

PL -17 杯 ③にぶい橙色

50 
第15図 土師器 底部片 ①砂粒 ②良好 底部破片。外面に墨痕あり 。
PL -17 杯 ③にぶい橙色

51 
第15図 土師器 底部片 ①砂粒 ②良好 底部破片。外面に提痕あり 。
PL -17 杯 ③にぶい橙色

52 
第15図 土師器 底部片 ①砂粒 ②良好 底部破片。外面に墨書、「口」。
PL -17 杯 ③にぶい橙色

53 
第15図 土師器 底部片 ①砂粒 ②良好 底部破片。外面に堤書、「口」。

PL -17 杯 ③にぶい橙色

54 
第15図 土師器 底部片 ①砂粒 ②良好 底部破片。外面に墨痕あり 。

PL -17 杯 ③にぶい橙色

55 
第15図 土師器 底部片 ①砂粒 ②良好 底部破片。外面に墨痕あり 。
PL -17 杯 ③にぶい橙色

56 
第15区 上師器 底部片 ①砂粒 ②良好 底部破片。外面に星痕あり 。
PL -17 杯 ③にぶい橙色
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[3] 奈良•平安時代の遺構と遺物

2. Dl区遺物也含層出土の須恵器（第20~31図、 PL5• 6 • 18~26) 

Dl区遺物包含層では、 10,617点 (91.91kg)の

須恵器が出土した。出土した須恵器は、蓋325点

(3.34kg)、杯l,11 8点 (13.72kg)、椀536点 (12.83

kg)、杯または椀の破片7,083点(14.63kg)、皿14

点(1.19kg)、戚2点 (0.06kg)、壺12点(1.87kg)、鉢

2点 (0.15kg)、羽釜16点 (0.39kg)、大甕1,509(43.73 

kg)に分類できる。 出土した須恵器10,617点

(91.91kg)の 内、 8,737点 (41.18kg)が、杯や椀で

ある。

出土した須恵器の内、器形が復元できるものと墨

痕のある小破片をこの項に掲載した。掲載外の須恵

器は分類して、数量・重量をはかり、一覧表（第2.

第3表）に示した。掲載遺物は、蓋14点、杯86点、

椀54点、杯・椀32点、皿14点、 1迎2点、壺12点、

鉢2点（有孔鍔付鉢1点）、羽釜5点、甕9点である。

蓋は、 8世紀後半代から 9世紀後半代までのもの

が見られる。天井部には回転を伴ったヘラ削り成形

が見られ、摘みのつくものと、つかないものがある。

杯は、 8世紀後半から 10世紀前のものが見られ、

9世紀後半のものが最も多い。ほとんどの杯は回転

糸切りによる底部切り離し技法であるが、 15の杯

だけが回転ヘラ起こし技法である。墨書土器が多く

あるが、底部外面、体部外面に書かれており、内面

に墨書されたものは 61の 1点のみである。34は、

内面に墨痕があるが、パレットとして使用されてい

たと思われる。

81は、内面に漆の付着した杯である。本報告、

第6章の自然科学分析「石原東遺跡出土漆関係遺物

の断面観察」 （小林正）によると、付着した漆は、

成分の精製された、くろめ漆である。使用後の漆工

の用具が流通することは考えにくいことから、遺跡

地周辺で何らかの漆の使用があったことを伺わせる

資料である。

椀は、 8世紀後半から、 10世紀後半のものが見ら

れ、 9世紀後半のものが最も多い。墨書土器が多く

あるが、底部外面、体部外面に書かれており、内面

に墨書されたものはない。106は、内面に墨痕があ

るが、パレットとして使用されていたと思われる。

121、149、150は、内面に黒色の有機物が付着し

た椀である。付着した有機物は、油脂類が被熱 し、

黒色化したものであると考えられる。

皿は概ね 9世紀後半のものが見られる。墨書土器

があるが、底部外面に書かれており、内面に墨書さ

れたものはない。215の底部外面に墨痕があるが、

パレットとして使用されていたと思われる。

旭は 2点の掲載である。比較的小型の 204と205

が出土した。

壺は 9点の掲載である。短頸壺4点 (200~203)、

長頸壺7点 (206~212）、突帯付四耳壺1点 (213)

がある。長頸壺（245)は内面に油脂起源の黒色や褐

色の付着物がある。

鉢は 2点の掲載である。215は有孔鍔付鉢と呼ば

れるもので、 2002『福島曲戸遺跡』群埋文に類例が

報告されている。有孔鍔付鉢の用途は明らかではな

し‘°

羽釜は、 5点の掲載である。羽釜は 10世紀代の

上野地域を代表する煮炊具である。

甕は 9点の掲載である。227と228はパレットと

して使用されていたと思われる。228は、墨痕の

ある破片とない破片が接合した大甕の体部片である

が、甕が破損した後にパレットとして転用されてい

たことを示す資料である。

「氏」 (22など）や「炭」の一部の可能性が高い

「―99→」が大部分で、その他に「周」(12)1点、「中尾」 (54)

1点、「合」 (122)1点、「益」 (132・145)などがある。

墨書のある須恵器は、一覧表（第5表、第 17~19

図）を参照。
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

第5表石原東追跡 D1区包含附出土須恵器嬰書土器一買表

No 土器No 器形 墨書の位置 ・方向 釈文 ・文字情報 No 土器 No 器形 墨書の位置 ・方向 釈文 ・文字情報

1 22 杯 底部外面 氏・ 31 67 杯 底部外面 代

2 17 杯 底部外面 i.t 32 50 杯 底部外面 口

3 23 杯 底部外面 氏 33 40 杯 底部外面 口［ ＂力］／代

4 59 杯 底部外面 氏・ 34 12 蓋 天井部外面 周 ／代

5 103 椀 底部外面 代 35 61 杯 底部内外面 口［氏力］ （外） ／代（内）

6 190 皿 底部外面 氏・ 36 25 杯 底部外面 ＂―[氏力］

7 116 椀 底部外面 氏・ 37 119 椀 底部外面 ＂ ［氏力］

8 70 杯 底部外面 氏 38 51 杯 底部外面 ＂ ［氏力］， 55 杯 底部外面 代 39 52 杯 底部外面 " 

10 73 杯 底部外面 氏・ 40 137 椀 体部外面逆位 " 

11 35 杯 底部外面 氏 41 112 椀 底部外面 " 

12 56 杯 底部外面 氏 42 21 杯 底部外面 口［氏力］

13 39 杯 底部外面 氏^ 43 19 杯 底部外面 □[i｛力］

14 49 杯 底部外面 代 44 117 椀 底部外面 ＂ ［氏力］

15 75 杯 底部外面 氏 45 135 椀 体部外面正位 口［代力］

16 41 杯 底部外面 代 46 43 杯 底部外面 口

17 74 杯 底部外面 代 47 5 蓋・ 体部外面 □["力］

18 48 杯 底部外面 氏・ 48 18 杯 底部外面 口

19 198 皿 底部外面 氏 49 159 杯・椀 体部外面 口

20 193 皿 底部外面 代 50 155 椀 底部外面 □[it力］

21 136 椀 底部外面 代 51 45 杯 底部外面 口［氏力］

22 147 椀 底部外面 氏 52 108 椀 底部外面
9 9-

23 114 椀 底部外面 代 53 44 杯 底部外面 □["力］

24 111 椀 底部外面 氏 54 84 杯 底部外面 □['’―力］

25 123 椀
底部外面

茂／氏
パ本部外面正位

55 86 杯 底部外面
• I I -

56 181 杯・椀 底部外面 ’’― 

26 134 椀 底部外面 代 57 120 椀 底部外面 □["力］

27 110 椀 底部外面 氏 58 28 杯 底部外面 D["力］

28 60 杯 底部外面 氏・ 59 83 杯 底部外面
• 9 9 • 

29 82 杯 底部外面 氏 60 148 椀 底部外面 □ ['’―力］
30 156 椀 底部外面 氏 61 85 杯 底部外面 口［代力］

： ：口： ］5 □`図

:9 ò ` ` [3  ̀  ̀  ̀  
/ 17:18 ] 19 口20 0 1 国2`¢4

｀ 
霰 5（底）：師（9,7 ]［i]，夏全

`:3り：外） 〔 ＼5（内）玉36: a8 サ＼，＼五髯：

可翫臼43 二 三三5 ~ &.: ~8 呈，竺
~l こ52 べふ三5 可 、57~58 豆， ~ 60 ~61 
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[3] 奈良•平安時代の遺構と遺物

No. 土器 No 器形 墨書の位置・方向 釈文文字情報 No 土器 No 器形 墨書の位置 ・方向 釈文・文字情報

62 132 椀 体部外面正位 益 93 115 椀 底部外面 墨痕

63 145 椀 底部外面 益 94 140 椀 底部外面 墨痕

64 124 椀 体部内外面正位 天（外 ・内） 95 154 椀 底部外面 墨痕

65 54 杯 底部外面 中尾 96 24 杯 底部外面 口

66 122 椀 底部外面 合 97 29 杯 底部外面 墨痕

67 160 杯 ・椀 体部外面正位 ＾／上 98 138 椀 底部外面 口

68 46 杯 底部外面 口 99 88 杯 底部外面 歴痕

69 33 杯 底部内面 百 100 37 杯 底部外面 墨痕

70 129 椀 体部外面正位 口 101 118 椀 底部外而 墨痕

71 146 椀 体部外面正位 □［中力］ 102 167 杯・椀 体部外面 墨痕

72 20 杯 底部外面 口［有力］ 103 163 杯・椀 体部外面 墨痕

73 72 杯 底部外面正位 口［イカ］ 104 168 杯 ・椀 体部外面 墨痕

74 80 杯 体部外面 口 105 161 杯・椀 体部外面 墨痕

75 133 椀 体部外面 口 106 164 杯・椀 体部外面 墨痕

76 79 杯 体部外面 D 107 162 杯・椀 体部外面 墨痕

77 77 杯
底部外面 口
／体部外面 内面パレットか

108 166 杯 ・椀 体部外面 墨痕

109 165 杯 ・椀 体部外面 墨痕

78 13 蓋 天井部外面 口 110 188 杯・椀 底部外面 墨痕

79 125 椀 体部外面 墨痕 111 173 杯 ・椀 体部外面 墨痕

80 127 椀 体部外面 昼痕 112 66 杯 底部外面 墨痕

81 3 藷 体部外面 墨痕 113 14 蓋 体部外面 屈痕

82 87 杯 底部外面 D 114 92 杯 底部外面 墨痕

83 139 椀 底部外面 口 115 98 杯 底部外面 墨痕

84 16 杯 底部外面 口 116 182 杯・椀 底部外面 墨痕

85 142 椀 底部外面 口 117 95 杯 底部外面 墨痕

86 62 杯 底部外面 墨痕 118 174 杯・椀 体部外面 墨痕

87 143 椀 底部外面 口 119 90 杯 底部外面 墨痕

88 64 杯 底部外面 口 120 89 杯 底部外面 墨痕

89 65 杯 底部外面 口 121 26 杯 底部外面 墨痕

90 141 椀 底部外面 口 122 93 杯 底部外面 墨痕

91 153 椀 底部外面 口 123 169 杯・椀 体部外面 愚痕

92 30 杯 底部外面 墨痕 124 63 杯 底部外面 墨痕

｀ し的 でこ年64（内） ：〕65 只り6 翌ら凡

□，言こ／〉72汀言ー5

□ E77 心 78て□，▽□／。：三81Q82 

~83 口り85 Q86:7 エ8 ー89 :90 へこ
rn93 □,4 □,5 ：い，7 乞，8 Q,9 こ100 ~、101 □。2
ご。3 百104 8 105 立。6 厨。7 ~1 08 ° 109 ぐ 110 8 111 V112 ~万1 3

3 114 c 115 少 116 -0117 ~ 118 0 119 LJ 120 b 121 u 122 ~23 q24 
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

No 土器 No 器形 墨習の位置・方向 釈文 ・文字惜報

125 94 杯 底部外面 墨痕

126 97 杯 底部外面 墨痕

127 178 杯・椀 体部外面 墨痕

128 99 杯 体部外面 口
129 186 杯 ・椀 底部外面 墨痕

130 183 杯 ・椀 底部外面 墨痕

131 176 杯 ・椀 体部外面 口
132 91 杯 底部外面 墨痕

133 171 杯 ・椀 体部外面 口
134 172 杯・椀 体部外面 墨痕

135 101 杯 底部外面 墨痕

136 184 杯・椀 底部外面 墨痕

137 170 杯・椀 体部外面 口
138 177 杯・椀 体部外面 墨痕

139 187 杯 ・椀 底部外面 墨痕

140 175 杯・椀 体部外面 墨痕

141 96 杯 底部外面 墨痕

142 180 杯 ・椀 体部外面 墨痕

143 27 杯 底部外面 墨痕

144 100 杯 底部内面 ノくレットか

145 185 杯・椀 底部外面 墨痕

146 179 杯 ・椀 体部外面 外面墨痕内面パレ ットか

147 144 椀 底部内面 墨痕

148 102 椀 底部外面 墨痕

149 15 杯 底部内面 口
150 107 椀 底部外面 ノゞ レットか

151 6 蓋 体部外面 外面墨痕内面パレ ットか

152 ， 蓋 体部内面 パレットか

153 228 大甕 胴部内面 パレットか

154 196 皿 底部外面 パレットか

155 34 杯 体部内外面 外面 墨痕 内面パレットか

156 227 大甕 胴部内面 パレットか

157 105 椀 底部外面 パレットか

158 106 椀 底部内面 転用硯か

髯 匂126 b-127 全了28 孔，ら。
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[3] 奈良 • 平安時代の造構と遺物
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

D I区遺物包含層出土須恵器 観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遣存状態 (cm) ③色調

第20図 須恵器 摘み～体部 ロー 高 2.8残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。摘みは貼付。天井部中ほどは回
1 PL -18 蓋 摘径 37 ③灰白色 転ヘラ削り 。

第20図 須恵器 摘み～体1/6 ロ ー 高 29残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。摘みは貼付。天井部中ほどは回
2 PL -18 蓋 摘径 43 ③灰色 転ヘラ削り 。

第20図 須恵器 摘み～体部 口一 高 30残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。摘みは貼付。天井部中ほどは回
3 PL -18 蓋 摘径 41 ③灰白色 転ヘラ削り 。外面に墨痕あり 。

4 
第20図 須恵器 口～摘み片 口(90) 高 35残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回 り回転。摘みは貼付。天井部中ほどは回

PL -18 蓋 摘径 45 ③暗青灰色 転ヘラ削り 。

第20図 須恵器 体部片 口ー 高 19残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。体部外面に墨書、「口」[―9ヽ―力］。
5 PL -18 蓋 最大径 (165) ③灰白色

6 
第20図 須恵器 口～体部1/6 口(19.0)高 25残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形。外面に墨痕あり 。内面は、パレットか。

PL -18 蓋 摘径一 ③灰色

7 
第20図 須恵器 口～天井1/4 口(162)高 26残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。天井部中ほどは回転ヘラ削り 。

PL -18 蓋 摘径一 ③灰色

8 
第20図 須恵器 口～天井1/6 口(172)高 26残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り 回転。天井部中ほどは回転ヘラ削り。

PL -18 蓋 摘径ー ③灰色

第21図 須恵器 1/6 口(182)局 34 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。摘みは貼付。天井部中ほどは回， 
PL -18 蓋 摘径 39 ③灰色 転ヘラ削り 。内面の墨痕は、パレソトの可能性あり 。

第21図 須恵器 1/4 口(169)高 24 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。天井部は回転糸切り 。
10 PL -18 蓋 天井径 65 ③灰白色

11 
第21図 須恵器 口～天井1/3 口(169)高 23 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。天井部回転糸切り 。

PL -18 蓋 天井径 （70) ③灰色

第21図 須恵器 天井1/4 口一 品 11残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。天井部中ほ
12 PL -18 蓋 天井径 (90) ③灰白色 どは回転ヘラ削り 。天井部外面に墨書、「周」／ 「代」。

13 
第21図 須恵器 天井1/4 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。天井部外面

PL -18 蓋・ ③灰色 に墨書、「口」。

14 
第21図 須恵器 天井部片 ①細砂 ②還冗烙 ロクロ成形、右回り回転。体部回転ヘラ削り 。体部外面に

PL -18 蓋 ③灰色 墨痕あり 。

第21図 須恵器 1/5 口(128)高 31 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離しは、ヘラ起こし技法。
15 PL -18 杯 底 8.0 ③灰白色 底部内面に墨書、「口］。

第21図 須恵器 体～底部1/3 口ー 高 21残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
16 PL -18 杯 底 (80) ③灰白色 墨書、「口」。

第21図 須恵器 底部1/5 口ー 商 12残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回 り回転。底部は回転糸切り。底部外面に
17 PL -18 杯 底 (88) ③灰白色 墨書、「代」。

第21図 須恵器 底部2/3 ロー 高 19残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
18 PL -18 杯 底 （76) ③灰色 墨書、「口」。

第21図 須恵器 底部1/5 ロー 高 16残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
19 PL -18 杯 底 (68) ③灰色 墨書、「口」［此力］。

第21図 須恵器 底部1/3 口ー 高 15残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回 り回転。底部は回転糸切り 。体部外面自
20 PL -18 杯 底 (62) ③灰色 然釉。底部外面に墨書、「口」［有力］。

第21図 須恵器 底部1/6 口ー 高 11残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回 り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
21 PL -18 杯 底 (70) ③灰白色 墨書、「口」［此力］。

第21図 須恵器 底部 ロー 高 13残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
22 PL -18 杯 底 84 ③灰色 墨書、「氏」。

第21図 須恵器 底部 ロー 高 20残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
23 PL -18 杯 底 80 ③灰白色 墨書、「J.'fc.」。

第21図 須恵器 底部片 口ー 高 15残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
24 PL -18 杯 底 (63) ③灰色 墨書、 「口」。

第21図 須恵器 底部1/6 口ー 裔 18残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
25 PL -18 杯 底 （29) ③灰白色 墨書、 「＇＇」［氏力］。

第21区 須恵器 底部片 ロー 高 22残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、底部は回転糸切 り。底部外面に墨痕あり 。
26 PL -18 杯 底 (56) ③灰色

27 
第21図 須恵器 底部片 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に

PL -18 杯 ③灰色 昼痕あり 。

第21図 須恵器 底部1/5 口ー 高 10残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
28 PL -18 杯 底 (70) ③灰色 墨書、「口」["―力］。

第22図 須恵器 底部片 口ー 高 08残 ①細砂 ②還元焙 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
29 PL -18 杯 底 (68) ③灰色 墨痕あり 。

第22図 須恵器 底部片 口ー 高 09残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
30 PL -18 杯 底 (60) ③灰色 墨痕あり 。自然釉。
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No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第22図 須恵器 1/2 口(114)高 36 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。内外面の色
31 PL -19 杯 底 (62) ③灰白色 調の違いは焼成時の重ね焼き痕か。

32 
第22図 須恵器 1/3 口(120)高 38 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。硬質。

PL -19 杯 底 （72) ③灰色

33 
第22図 須恵器 1/3 口(122)高 32 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部内面に

PL -19 杯 底 68 ③灰色 墨書、「百」。

第22図 須恵器 1/3 口(122)裔 31 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。内外面に墨
34 PL -19 杯 底 (78) ③灰白色 痕あり 。内面はパレットか。

35 
第22図 須恵器 1/3 口(123)高 33 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。内外面の色

PL -19 杯 底 72 ③灰白色 調の違いは焼成時の重ね焼き痕か。底部外面に墨書、「灰」。

第22図 須恵器 1/3 口(122)高 28 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面窪
36 PL -19 杯 底 (64) ③灰白色 みあり 。

第22図 須恵器 体～底部1/5 口ー 品 29残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回 り回転。底部は回転糸切り。底部外面に
37 PL -19 杯 底（70) ③灰白色 墨痕あり 。

第22図 須恵器 1/4 口(124)裔 62 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。硬質。
38 PL -19 杯 底 (70) ③灰色

第22図 須恵器 3/4 口 138 高 36 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
39 PL -19 杯 底 69 ③灰色 墨書、「茂」。

40 
第22図 須恵器 底部2/3 口一 高 29残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に

PL -19 杯 底 68 ③灰白色 墨書、「口」［＇’―力］。「氏」。

第22図 須恵器 底部 口一 高1.1残 ⑰ J;粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
41 PL -19 杯 底 58 ③灰白色 墨書、「代」。

第22図 須恵器 1/4 口(146)高 37 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。
42 PL -19 杯 底 (70) ③灰色

第22図 須恵器 1/4 口(128)尚 31 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
43 PL -19 杯 底 (68) ③灰色 墨書、 「口」。

第22図 須恵器 1/6 口(130)高 28 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
44 PL -19 杯 底 （70) ③灰色 墨書、「口」［4,-力］。

第22図 須恵器 底部1/4 ロー 高 09残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
45 PL -19 杯 底（70) ③灰色 墨書、「口」［式力］。

第22図 須恵器 底部1/3 口ー 高 12残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回 り回転。底部は回転糸切 り。底部外面に
46 PL -19 杯 底 (7.6) ③灰色 墨書、「口」。

第22図 須恵器 1/4 口(148)裔 30 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回 り回転。底部は回転糸切り 。内外面の色
47 PL -19 杯 底 (80) ③灰白色 調の違いは焼成時の重ね焼き痕か。

第23図 須恵器 底部 ロー 高 20残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り 回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
48 PL -19 杯 底 70 ③灰白色 墨書、「茂」。

49 
第23図 須恵器 底部1/3 口一 高 15残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に

PL -19 杯 底 (70) ③灰白色 墨書、「代」。

第23因 須恵器 底部1/4 口 一 高 14残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回 り回転。底部は回転糸切 り。底部外面に
50 PL -19 杯 底 (63) ③灰白色 墨書、「口」。

第23図 須恵器 底部1/4 口ー 高 13残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切 り。底部外面に
51 PL -19 杯 底 （74) ③灰白色 墨書、「←」［氏力］。

第23図 須恵器 底部1/4 口ー 高 13残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、 右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
52 PL -19 杯 底 (80) ③灰オリーブ色 墨書、 「→•-」。

第23図 須恵器 底部1/3 D - 高 16残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。内外面の色
53 PL -19 杯 底 (72) ③灰白色 調の違いは焼成時の重ね焼き痕か。

第23図 須恵器 底部 口ー /iii 1 7残 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
54 PL -19 杯 底（64) ③灰白色 墨書、「中尾」。

第23図 須恵器 体～底部 口一 裔 23残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回 り回転。底部は回転糸切 り。 底部外面に
55 PL -19 杯 底 62 ③灰色 墨書、「文」。

第23図 須恵器 1/3 口(123)高 36 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回 り回転。底部は回転糸切 り。底部外面に
56 PL -19 杯 底 61 ③暗灰色 墨書、「氏」。

第23図 須恵器 1/3 口(121)品 45 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。油煙付着。
57 PL -20 杯 底 60 ③灰白色 灯明皿か。

第23図 須恵器 3/4 口 123 高 40 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。外面自然釉。
58 PL -20 杯 底 64 ③灰色

第23図 須恵器 体～底部1/2 ロー 高 31残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回 り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
59 PL -20 杯 底 71 ④灰白色 墨書、「氏」。

第23図 須恵器 体～底部1/2 口ー 高 3.0残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回 り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
60 PL~ 20 杯 底 74 ③灰色 墨書、「―茂」。

第23区 須恵器 体～底部1/5 口一 高 20残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回 り回転。底部は回転糸切 り。 底部内外面
61 PL -20 杯 底 (54) ③灰色 に墨書、内面に「英」、外面に「口」［代力］。
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No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版 No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第23図 須恵器 底部片 口一 高 09残 ①砂粒 ②遠冗烙 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
62 PL -20 杯 底 (58) ③灰白色 墨痕あり。

第23図 須恵器 底部片 ロー 高1.2残 ①砂粒 ②還冗焙 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
63 PL -20 杯 底 (60) ③灰色 墨痕あり。

第23図 須恵器 体～底部片 ロー 高 35残 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
64 PL -20 杯 底 （70) ③灰白色 墨書、 「口」。

第24図 須恵器 体～底部1/3 口ー 高 29残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
65 PL -20 杯 底 (58) ③灰色 娯書、「口」。

第24図 須恵器 底部片 口一 高 24残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、底部は回転糸切り 。底部外面に墨痕あり 。
66 PL -20 杯 底 （50) ③灰白色

第24図 須恵器 底部1/4 口一 尚 14残 ①砂粒 ②遥元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。内外面の色
67 PL -20 杯 底 (80) ③灰白色 調の違いは焼成時の重ね焼き痕か。底部外面に墨習、「氏」。

第24図 須恵器 1/3 口(132)高 28 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。
68 PL -20 杯 底 60 ③灰色

第24図 須恵器 1/2 口(128)高 35 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。
69 PL -20 杯 底 64 ③灰色

第24図 須恵器 1/2 口 123 高 37 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
70 PL -20 杯 底 61 ③暗オリープ灰色 墨書、「代」。

第24図 須恵器 1/3 □(127)高 39 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。
71 PL -20 杯 底 54 ③灰色

第24図 須恵器 1/4 口(138)高 46 ①砂粒 ②遠元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面正
72 PL -20 杯 底 57 ③灰色 位に墨書、「口」［イカ］。

第24図 須恵器 3/4 口 137 高 39 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
73 PL -20 杯 底 62 ③灰色 墨書、「氏」。

第24図 須恵器 1/3 口(130)高 44 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。体部外面自
74 PL -20 杯 底 64 ③灰色 然釉。底部外面に墨書、「代」。

第24図 須恵器 1/2 口 131 品 41 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
75 PL -20 杯 底 62 ③灰白色 墨書、「代」。

第24図 須恵器 1/4 口(122)高 39 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。
76 PL -20 杯 底 (56) ③灰白色

第24図 須恵器 底部1/3 口一 高 20残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
77 PL -20 杯 底 (56) ③灰色 墨書、「口」。内面パレットか。

第24図 須恵器 3/4 口 130 高 40 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。火欅。
78 PL -20 杯 底 57 ③灰色

第24図 須恵器 1/4 口(140)品 40 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。体部外面に
79 PL -20 杯 底 54 ③灰白色 墨書、「D」。

第24図 須恵器 1/3 口(139)高 43 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。体部外面に
80 PL -20 杯 底 52 ③灰白色 墨書、「口」。

第24図 須恵器 底部1/5 ロー 高 22残 ①砂粒 ②遠元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。内面に漆が

81 PL -20 杯 底 (90) ③灰白色 厚く付滸。第 6章自然科学分析「石原東遺跡出土漆関係遺
漆付着 物の断面観察」参照。

82 
第24図 須恵器 底部片 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
PL -21 杯 ③灰白色 墨害、「氏」。

第24図 須恵器 底部1/6 ロー 高 10残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
83 PL -21 杯 底 （60) ③灰色 墨書、「'’-」。

第24図 須恵器 底部片 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
84 PL -21 杯 ③灰色 墨書、 「口」 [―ヽヽ―力］。

85 
第25図 須恵器 底部片 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、底部は回転糸切り 。底部外面に墨書、「口」
PL -21 杯 ③灰色 ［代力］。

第25図 須恵器 体～底部1/6 口一 品 18残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
86 PL -21 杯 底（73) ③灰色 墨書、「＇’ -」。

第25図 須恵器 底部1/4 ロー 高 08残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
87 PL -21 杯 底一 ③灰色 墨書、「口」。

第25図 須恵器 底部片 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
88 PL -21 杯 ③灰白色 墨痕あり 。

89 
第25図 須恵器 底部片 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
PL -21 杯 ③灰色 墨痕あり。

第25図 須恵器 底部片 ロー 高 15残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、底部は回転糸切り 。底部外面に墨痕あり 。
90 PL~ 21 杯 底 (60) ③灰色

第25図 須恵器 底部片 ロー 高 15残 ①砂粒 ②還元焙 ロクロ成形、底部は回転糸切り 。底部外面に墨痕あり 。内
91 PL -21 杯 底（60) ③灰色 外面に火欅あり 。
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[3] 奈良•平安時代の遺構と遺物

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版 No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

92 
第25図 須恵器 底部片 ①砂粒 ②還元烙 ロクロ成形、底部は回転糸切り 。体部外面下部から底部に
PL -21 杯 ③灰色 墨痕あり 。

93 
第25図 須恵器 底部片 ①砂粒 ②還元焙 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
PL -21 杯 ③灰白色 墨痕あり。

94 
第25区 須恵器 底部片 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、底部外面に墨痕あり 。

PL -21 杯 ③灰色

95 
第25図 須恵器 底部片 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、底部は回転糸切り 。底部外面に墨痕あり 。
PL -21 杯 ③灰色

96 
第25図 須恵器 底部片 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、底部は回転糸切り 。底部外面に墨痕あり 。
PL -21 杯 ③灰色

97 
第25図 須恵器 底部片 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、底部は回転糸切り 。底部外面に墨痕あり 。
PL -21 杯 ③灰色

98 
第25図 須恵器 底部片 ①砂粒 ②遠冗焔 ロクロ成形、底部は同転糸切り 。底部外面に墨痕あり。
PL -21 杯 ③灰色

99 
第25図 須恵器 底部片 ①砂粒 ②還元烙 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。体部外面下
PL -21 杯 ③灰白色 部に墨紺、「口」。

100 
第25図 須恵器 底部片 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、底部は回転糸切り 。底部内面に墨痕あり 。パ
PL -21 杯 ③灰色 レットか。

101 
第25図 須恵器 底部片 ①砂粒 ②還元烙 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。底部外面に
PL -21 杯 ③灰色 墨痕あり 。

102 
第25図 須恵器 体部1/2 ロー 高 55残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
PL -21 椀 底 69 高台 72 ③灰白色 底部外面に墨痕あり 。

103 
第25図 須恵器 1/3 口(152)高 67 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
PL -21 椀 底 (75) 高台 (84)③灰白色 底部外面に墨書、「氏」。

104 
第25図 須恵器 底部1/2 ロ ー 高 28残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。
PL -21 椀 底 84 高台 86 ③灰色 高台は貼付。外面自然釉。

105 
第25図 須恵器 底部 ロー 高 31残 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
PL -21 椀 底 79 高台 8.4 ③灰色 体部外面自然釉。底部外面パレソトか。

106 
第25図 須恵器 底部 口ー 品 12残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。尚台は貼付。
PL -21 椀 底 86 古回ム口 ＿ ③灰色 高台部打ち欠いた痕あり 。底部内面磨滅痕あり 。転用硯か。

107 
第25図 須恵器 底部1/3 口ー 高 45残 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
PL -21 椀 底 77 高台 79 ③灰色 底部外面はパレソトか。

108 
第25図 須恵器 底部1/3 口ー 高 26残 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
PL -21 椀 底 (70) 高台 (71)③灰色 底部外面に墨害、「'’-」。

109 
第25図 須恵器 口～体部1/3 口(204)尚 70残 ①粗砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。大形。
PL -21 椀 底ー 古回ムロ ― ③灰オリーブ色

110 
第26図 須恵器 底部 口一 高 25残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
PL -21 椀 底(85) 高台（112)③灰色 底部外面に墨書、「氏」。

111 
第26図 須恵器 底部1/4 口一 高 15残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
PL -21 椀 底（76) 高台 (80)③灰白色 底部外面に墨書、「it」。

112 
第26図 須恵器 底部1/4 ロー 高 20残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
PL -21 椀 底 （72)高台 (74) ③灰色 底部外面に墨書、「 ＂」。

113 
第26図 須恵器 底部1/2 ロ ー 局 26残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
PL -21 椀 底 (80) 高台 (82)③灰白色 内外面の色調の違いは焼成時の重ね焼き痕か。

114 
第26図 須恵器 底部1/3 ロー 高 21残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
PL -21 椀 底 (68) 高台 (70)③灰白色 墨書、「氏」。

115 
第26図 須恵器 底部片 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
PL -21 椀 ③灰黄色 底部外面に墨痕あり 。

116 
第26図 須恵器 底部3/4 口ー 尚 24残 ①粗砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。読台は貼付。
PL -22 椀 底 72 高台 (78)③灰色 底部外面に墨書、「氏」。

第26図 須恵器 底部1/2 口ー 高 28残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
117 PL -22 椀 底 （75)高台 (78)③灰白色 内外面の色調の違いは焼成時の重ね焼き痕か。底部外面に

墨書、「"」[代力］。

118 
第26図 須恵器 底部片 口一 裔 21残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、底部は回転糸切り 。高台は貼付。底部外面に
PL -22 椀 底 （76)高台 (82)③灰色 墨痕あり。

第26図 須恵器 底部1/4 口一 高 20残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
119 PL -22 椀 底 (88)高台 (94)③灰色 内外面の色調の違いぱ焼成時の重ね焼き痕か。底部外面に

墨書、 「＇＇」［氏力］。

120 
第26図 須恵器 底部1/3 ロー 高 l.8残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
PL -22 椀 底（60)高台 (64)③灰色 底部外面に墨書、「口」["力］。

第26図 須恵器 体～底部1/2 ロ ー 高 36残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
121 PL -22 椀 底 86 高台 8.8 ③灰色 黒色味の強い付着物は被熟を受けた油脂類の付着か。
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版 No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第26図 須恵器 3/4 口 158 高 61 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
122 PL -22 椀 底 80 高台 79 ③灰白色 底部外面に墨書、「合」。

第26図 須恵器 2/3 口 144 高 53 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
123 PL -22 椀 底 75 高台 71 ③灰色 底部外面と体部外面正位に墨書、「氏」。

第26図 須恵器 口～体部1/4 口(124)高 48残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。体部内外面正位に墨書、「天」。
124 PL -22 椀 底 64 ③灰色

125 
第26図 須恵器 口縁～体部片 口(120)高 33残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、体部外面に墨痕あり 。

PL -22 椀 底一 百向ムロ ― ③灰色

第26図 須恵器 1/4 口(160)高 58 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
126 PL -22 椀 底 （76)高台 (79)ぎみ③にぶい黄橙 内外面の色調の違いは焼成時の重ね焼き痕か。

第27図 須恵器 口～体部片 口(132)高 50残 ①細砂 ②還冗焙 ロクロ成形、底部外面に墨痕あり 。
127 PL -22 椀 底一 古向ム口 ③灰色

第27図 須恵器 1/3 口(152)裔 58 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、。右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。
128 PL -22 椀 底 (82)高台 (82)ぎみ ③灰白色 高台は貼付。

第27図 須恵器 1/4 口(125)高 50残 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付
129 PL -22 椀 底 (67)高台一 ③灰白色 であるが剥落。体部外面正位に墨書、「口」。

第27図 須恵器 1/5 口(141)高 53 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。裔台は貼付。
130 PL -22 椀 底 （76)高台 (80)③灰白色

第27図 須恵器 2/3 口 140 品 51 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
131 PL -22 椀 底 73 高台 74 ③灰色 表面に炭化物付着。いぶし焼成。

第27図 須恵器 2/3 口 145 高 56 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
132 PL -22 椀 底 76 高台 77 ③灰白色 体部外面正位に墨音、「益」。

第27図 須恵器 体～底部1/4 口ー 高 41残 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。裔台は貼付。

PL -22 椀 底 65 闇台 70 ③灰白色 体部外面に墨書「口」。油脂類と思われる付着物のため、文
133 字が判読出来ない。底部内面の黒色の付着物は熟を受けて

部分的に炭化した油脂類か。

第27図 須恵器 体～底部1/2 口一 品 43残 ①粗砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
134 PL~ 22 椀 底 (91)高台 (92)③灰色 底部外面に墨書、「氏」。

第27図 須恵器 底部1/3 口一 高 37残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。

135 PL -22 椀 底 （78)高台 (81)③灰白色 内外面の色調の違いぱ焼成時の重ね焼き痕か。体部外面正

位に嬰習、「口」［代力］。

第27図 須恵器 底部1/3 口ー 高 39残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
136 PL~ 23 椀 底 (64)高台(66)③灰色 底部外面に墨書、「代」。

第27図 須恵器 体～底部 口ー 高 30残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
137 PL -23 椀 底 (64)高台(65)③灰色 体部外面逆位に墨書、「ー…」。

138 
第27図 須恵器 底部片 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ成形、底部は回転糸切り 。高台は貼付。底部外面に

PL -23 椀 ③灰白色 墨書、「口」。

第27図 須恵器 底部片 ロー 高 16残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、底部は回転糸切り 。嵩台は貼付。底部外面に
139 PL -23 椀 底 （72)高台 (68)③灰白色 墨書、「口」。

第27図 須恵器 底部片 ロー 高 21残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、底部は回転糸切り 。高台は貼付。底部外面に
140 PL -23 椀 底 (72)高台 (74) ③灰色 墨痕あり 。

第27図 須恵器 底部片 ロー 高 16残 ①砂粒 ②還元烙 ロクロ成形、底部は回転糸切り 。高台は貼付。底部外面に
141 PL -23 椀 底 (80) 高台 (82)③灰色 墨書、「口」。

第27図 須恵器 底部片 ロー 高 15残 ①砂粒 ②還元烙 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。喬台は貼付。
142 PL -23 椀 底 (80)高台 (82)③灰色 底部外面に墨書、「口」。

第27図 須恵器 底部片 ロー 高 21残 ①粗砂 ②還元烙 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
143 PL -23 椀 底 (73) 高台 (81)③灰色 底部外面に墨害、「口」。

第27図 須恵器 底部片 口一 高 22残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
144 PL -23 椀 底（70) 高台 (71)③灰白色 底部外面に墨痕あり 。

第27図 須恵器 体～底部 ロー 高 38残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデにより
145 PL -23 椀 底 75 古向ムロ ― ③灰白色 不明。高台は貼付。底部外面に墨書、「益」。

第27図 須恵器 体～底部1/3 ロー 高 30残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
146 PL -23 椀 底 (56)高台一 ③灰白色 体部外面正位に墨書、「口」［中力］。

第27図 須恵器 底部2/3 ロー 高 2.4残 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
147 PL -23 椀 底 68 高台 72 ③灰白色 底部外面に墨書、「災」。

第28図 須恵器 底部1/6 ロー 高 20残 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
148 PL -23 椀 底 （76)高台 (80)③灰色 底部外面に墨書、「口」［→9―力］。

149 
第28図 須恵器 口～体部1/4 口(154)高 43残 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。内外面黒色なのは焼成時の吸炭

PL -23 杯・椀 底ー 吉向 ↓ ロ ― ③灰色 か。黒色味の強い付舒物は被熱を受けた油脂類の付着か。

第28図 須恵器 体～底部1/4 ロー 高 45残 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切りか。高台は貼付。
150 PL -23 椀 底 (66)高台 (70)③灰色 内面の黒色の付着物は炭化物か。
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[3] 奈良 • 平安時代の遺構と遺物

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第28図 須恵器 底部片 ロー 高 15残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
151 PL -23 椀 底 58 高台 58 ③灰色 いぶし焼成。

第28図 須恵器 底部片 口ー 商 23残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
152 PL -23 椀 底 69 高台 70 ③灰色 表面に炭化物付着。

第28図 須恵器 底部1/3 口ー 高 14残 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付
153 PL -23 椀 底 (82)高台一 ③灰白色 であるが剥落。底部外面に墨害、「口」。

第28図 須恵器 底部片 D - 高 10残 ①細砂 ②還元焙 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
154 PL -23 椀 底（72) ③灰白色 墨痕あり 。

155 
第28図 須恵器 底部1/6 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。

PL -23 椀 ③灰白色 底部外面に墨書、「口」［氏力］。

156 
第28図 須恵器 底部1/5 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
PL -23 椀 ③灰色 底部外面に墨書、「代」。

第28図 須恵器 1/4 口(148)高 48 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
157 PL -23 椀 底 (75) 高台 76 ぎみ ③灰白色

158 
第28図 須恵器 ほぽ完形 口 134 高 66 ①砂粒 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。

PL -23 椀 底 64 高台 (88)③にぶい橙色 高台は貼付。

159 
第28図 須恵器 口～体部片 ロー 高 39残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形。体部外面に墨書、「口」。
PL -23 杯・椀 底ー ③灰色

第28図 須恵器 口～体部1/6 ロー 高 38残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形。体部外面正位に墨書、「＾」 ／ 「上」。
160 PL -23 杯・椀 底一 ③灰白色

161 
第28図 須恵器 口縁～体部片 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、体部外面に墨痕あり 。
PL -23 杯・椀 ③灰色

162 
第28図 須恵器 口縁～体部片 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、体部外面に墨痕あり 。
PL -23 杯・椀 ③灰白色

163 
第28図 須恵器 口縁～体部片 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、体部外面に墨痕あり 。
PL -23 杯・椀 ③灰白色

164 
第28図 須恵器 口縁～体部片 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、体部部外面に墨痕あり 。
PL -23 杯・椀 ③灰白色

165 
第28図 須恵器 口縁～体部片 ①砂粒 ②還冗烙 ロクロ成形、体部外面に墨痕あり 。
PL -23 杯・椀 ③灰色

166 
第28図 須恵器 口縁～体部片 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、体部外面に墨痕あり 。
PL -23 杯・椀 ③灰色

167 
第28図 須恵器 口縁部片 ①根砂 ②還元焔 ロクロ成形、口縁外面に墨痕あり 。
PL -23 杯・椀 ③灰色

168 
第28図 須恵器 口～体部片 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、体部外面に墨痕あ り。
PL -23 杯・椀 ③灰白色

169 
第28図 須恵器 体部片 ①細砂 ②還元烙 ロクロ成形、体部外面に墨痕あり 。
PL -23 杯・椀 ③灰白色

170 
第28図 須恵器 体部片 ①砂粒 ②酸化焔 ロクロ成形、内面黒色。体部外面に墨書、 「口」。
PL -24 杯・椀 ぎみ ③橙色

171 
第28図 須恵器 体部片 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、体部外面に墨書、 「口」。
PL -24 杯・椀 ③灰白色

172 
第28図 須恵器 体部片 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、体部外面に墨痕あり 。
PL -24 杯・椀 ③灰色

173 
第28図 須恵器 体部片 ①細砂 ②還元焙 ロクロ成形、体部外面に墨痕あり 。
PL -24 杯・椀 ③灰白色

174 
第28図 須恵器 体部片 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、体部外面に墨痕あり 。
PL -24 杯・椀 ③灰白色

175 
第28図 須恵器 体部片 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、体部外面に墨痕あり 。
PL -24 杯・椀 ③灰色

176 
第28図 須恵器 体部片 ①砂粒 ②還元焙 ロクロ成形、体部外面に墨書、「口」。
PL -24 杯・椀 ③灰色

177 
第28図 須恵器 体部片 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、体部外面に墨痕あり 。
PL -24 杯・椀 ③灰色

178 
第28図 須恵器 体部片 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、体部外面に墨痕あり 。
PL -24 杯 ・椀 ③灰白色

179 
第28図 須恵器 体部片 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、体部内外面に墨痕あり 。内面はパレットか。
PL -24 杯・椀 ③灰色

180 
第28図 須恵器 体部片 ①砂粒 ②酸化焔 ロクロ成形、底部は回転糸切り 。体部外面に墨痕あり 。
PL -24 杯・椀 ぎみ ③灰褐色

181 
第28図 須恵器 底部片 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に
PL -24 杯・椀 ③灰色 墨書、 「―"-」。
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

No 
挿固 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版 No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

182 
第28図 須恵器 底部片 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、底部は回転糸切り 。底部外面に墨痕あり 。

PL -24 杯・椀 ③灰白色

183 
第28図 須恵器 底部片 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、底部は回転糸切り 。底部外面に墨痕あり 。

PL -24 杯・椀 ③灰色

184 
第28図 須恵器 底部片 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、底部は回転糸切り 。底部外面に墨痕あり 。

PL -24 杯・椀 ③灰色

185 
第28図 須恵器 底部片 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、底部は回転糸切り 。底部外面に墨痕あり 。

PL -24 杯・椀 ③灰色

186 
第28図 須恵器 底部片 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、底部は回転糸切り 。底部外面に提痕あり 。

PL -24 杯・椀 ③灰白色

187 
第28図 須恵器 底部片 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部外面に

PL -24 杯・椀 ③灰白色 堤痕あり 。

188 
第28屈 須恵器 底部片 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、底部は回転糸切り 。底部外面に墨痕あり 。

PL -24 杯・椀 ③灰白色

189 
第29図 須恵器 1/2 口 139 高 33 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ成形、底部切り離し技法は不明。高台は貼付。

PL -24 皿 底 73 裔台 75 ③暗灰色

第29図 須恵器 1/2 口(132)高 32 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切 り。 高台は貼付。
190 PL -24 皿 底（71)高台 77 ③灰色 底部外面に墨書、「氏」。

191 
第29区l 須恵器 1/3 口(144)両 33 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。

PL -24 皿 底 (66)高台 70 ③灰色

192 
第29区 須恵器 1/4 口(144)品 26 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。醐台は貼付。

PL -24 皿 底 78 高台 8.0 ③灰色

193 
第29図 須恵器 ほぽ完形 口 134 尚 29 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。

PL -24 皿 底 74 高台 75 ③灰白色 底部外面に墨害、「代」。

194 
第29図 須恵器 1/2 口(136)高(26) ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。

PL -24 皿 底 (78)高台 (74) ③灰色 自然釉。

195 
第29図 須恵器 1/4 口(142)高 25 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。

PL -24 皿 底 (80)高台 (82)③灰白色 色調の違いは焼成時の重ね焼き痕か。

196 
第29図 須恵器 1/2 口(128)高 27 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。

PL -24 皿 底 66 高台 68 ③灰色 底部外面に墨痕あり 。パレットか。

197 
第29図 須恵器 1/3 口(140)高 25 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ成形、底部切り離し技法は不明。高台は貼付。

PL -24 皿 底 64 高台 70 ③灰色

198 
第29図 須恵器 1/3 口(14.4)晶 20 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切 り。 底部外面に

PL -24 皿 底 61 ③灰色 墨書、「lt」。

199 
第29図 須恵器 3/4 口 163 晶 24 ①柑砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。

PL -24 皿 底 68 ③灰色

200 
第29図 須恵器 口～胴部1/4 口(116)高 116残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。自然釉掛かる。

PL -24 短頸壺 底ー 胴径(I94) ③灰白色

201 
第29図 須恵器 肩部片 ロー 高 41残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。内面自然釉。

PL -24 短頸壺 底ー最大径 (206)③灰色

202 
第29図 須恵器 屑部片 ロー 高 84残 ①砂粒 ②還冗焔 硬質。ロクロ成形、右回り回転。内面黒色、墨か。

PL -24 短頸壺 底ー ③灰色

203 
第29図 須恵器 屑部片 ロー 高 4.7残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、回転方向不明。外面カキ目。外面自然釉。

PL -24 短頸壺か 底ー ③灰白色

204 
第29図 須恵器 口～肩部1/4 口(43) 高 26残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形。自然釉掛かる。小形。

PL -24 短頸壺 底ー 胴径 (59)③灰色

205 
第29図 須恵器 体～肩部片 ロー 高 29残 ①砂粒 ②還元焔 小形の版。 ロクロ成形、右回り回転。

PL~ 24 地 底ー最大径 (99)③灰色

206 
第30図 須恵器 口縁部1/2 口(130)高 110残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。頸部に接合痕あり 。

PL -25 長頸壺 底一 頸径 (74) ③灰色

207 
第30図 須恵器 口縁部1/3 口一 品 84残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。頸部に接合痕あり 。自然釉掛かる。

PL -25 長頸壺 底ー 頸径 70 ③暗灰色

208 
第30因 須恵器 頸部 口ー 品 54残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。頸部に接合痕あり 。自然釉掛かる。

PL -25 長頸壺 底ー 頸径 50 ③灰色

第30図 須恵器 体～底部1/3 口ー 品 12.4残 ①砂粒 ②遠冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。

209 PL -25 空舌 底 65 ③灰色 高台は貼付。外面下半ヘラ削り 。内面の黒色や褐色の付滸

物は漆ではなく、油脂類の一種か。

210 
第30図 須恵器 把手 ①砂粒 ②還元焔 把手は貼付。縦方向のナデ。

PL -25 
空一 ③暗灰色

211 
第30図 須恵器 底部2/3 高 87残底(106)①粗砂 ②還冗焔 硬質。ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデ

PL -25 
空一 高台 (ll.2) ③灰色 で不明。高台は貼付。

212 
第30図 須恵器 底部片 高 74残底 (128) ①砂粒 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。高台は貼付。

PL -25 壺 高台(137) ぎみ③にぶい橙色
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No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版 No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第30図 須恵器 突 胴部片 口ー 高 53残 ①砂粒 ②遠元焔 ロクロ成形、右回り回転。突帯は貼付。突出部に穴を穿つ。
213 PL -25 帯付四耳壺 底一 ③暗灰色

214 
第30図 須恵器 口縁片 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回 り回転。

PL -25 鉢 ③灰色

第30図 須恵器 底部片 口一 尚 28残 ①粗砂 ②遠冗焔 やや軟質。胎土は粗い。ロクロ成形。底部下位の脚部最上
PL -25 有孔鍔付鉢 底ー ③灰白色 位に鍔が巡る。底部と脚部に接合痕あ り。 底部に径5~7

215 
mmの穿孔を 1つ確認。2002「福島曲戸追跡」群埋文に類

似資科あり 。

216 
第30図 羽釜 口縁部片 ロー 高 57残 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形。鍔は貼付。胴部外面、下位から鍔に向けて縦
PL -25 底一 ③にぶい橙色 方向のヘラ削り 。

217 
第30図 羽釜 口～体部片 ロ— 尚 78残 ①砂粒 ②酸化焔 ロクロ成形。鍔は貼付。

PL -25 底一 ぎみ ③褐灰色

218 
第30図 羽釜 口縁部片 ロ— 高 56残 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形。鍔は貼付。

PL -25 底ー ③にぶい橙色

219 
第30図 羽釜 口縁部片 口一 高 44残 ①粗砂②酸化焔ぎみ ロクロ成形。鍔は貼付。

PL -25 底ー ③灰白～褐灰色

220 
第30図 羽釜 口縁部片 ロー 高 48残 ①粗砂②酸化焔ぎみ ロクロ成形。鍔は貼付。

PL -25 底一 ③灰白～褐灰色

221 
第30図 須恵器 口縁部片 ロ― 高 66残 ①砂粒 ②還元焔 硬質。内外面横ナデ。

PL -25 大甕 底ー ③暗灰色

222 
第30図 須恵器 頸部片 口一 高 63残 ①粗砂 ②還冗焔 やや軟質。頸部内外面横ナデ。波；I大文巡る。
PL -25 大甕 底ー ③灰色

223 
第31図 須恵器 口縁部1/4 口(430)高 78残 ①粗砂 ②還元焔 やや軟質。口縁部内外面横ナデ。
PL -25 大甕 底一 ③灰色

224 
第31図 須恵器 屑部片 ①粗砂 ②還冗焔 硬質。内面当て目。器肉厚い。
PL -26 大甕 ③灰色

225 
第31図 須恵器 口～肩部1/2 口(248)高 110残 ①粗砂 ②還元焔 硬質。口縁部から頸部の内外面横ナデ。やや厚く自然釉掛
PL -26 大甕 底ー ③灰色 かる。器肉厚い。

226 
第31図 須恵器 口縁部片 口 一 高 73残 ①砂粒 ②還元焔 硬質。口縁部に波状文巡る。自然釉掛かる。
PL -26 大甕 底ー ③暗灰色

227 
第31図 須恵器 胴部片 ロー 高 116残 ①砂粒 ②還元焔 硬質。器肉厚い。内外面ナデ。内面墨痕あ り。 パレソトに
PL -26 大甕 底一 ③灰色 転用か。

228 
第31図 須恵器 胴部片 口ー 断 82残 ①砂粒 ②還元焔 硬質。内面当て目。内面一面に墨痕あり 。破損後、パレッ
PL -26 大甕 底ー ③灰白色 トに転用されたものか。

229 
第31図 須恵器 底部片 口ー 高 63残 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。外面弱い叩き目。体部下位削り 。
PL -26 甕 底 （112) ③暗灰色
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[3] 奈良 •平安時代の遺構と遺跡

3. Dl区遺物包含層出上の灰釉陶器・緑釉陶器 （第34~36図、 PL5• 6 • 26 • 27) 

Dl区遺物包含層では、灰釉陶器542点 (4.99kg)• 

緑釉陶器5点 (0.07kg)が出土した。出土した灰釉陶

器は、椀134点(1.63kg)、皿93点(1.15kg)、椀．

皿18点 (0.18kg)、段皿15点 (0.21kg)、瓶類113点

(1.29kg)、蓋l点 (0.03kg)、耳皿2点 (0.06kg)、器

種不明166点 (0.44kg)に分類できる。緑釉陶器は 4

点が椀で、 1点が小破片のため器種不明である。

灰釉陶器は、器形が復元できるものと墨痕のある

ものをこの項に掲載した。掲載外の灰釉陶器は分類

して、数量・重羅をはかり、一覧表（第2・第3表）

に示した。掲載遺物は、灰釉陶器椀15点、皿5点、

椀・皿l点、段皿3点、瓶4点、小瓶2点、長頸壺1点、

蓋1点、耳皿2点である。緑釉陶器は、稀少なため、

小破片でも掲載した。

灰釉陶器542点の内、胎土・釉調・焼成などで時

期・産地の判別できるものが232点ある。時期・

第6表石原東遺跡 Dl区遺物冦含陪出土灰釉陶器墨書土器一屁表

産地の判別できる灰釉陶器片は、黒笹14号窯式期

16点 (680g)、黒笹90号窯式期 1点 (10g)、光ヶ丘

1号窯式期 120点 0,080g)、大原2号窯式期93点

(1,21 Og)、大原2号窯式期から虎渓山 1号窯式期2

点 (30g)である。緑釉陶器5点の内、胎土・釉調・

焼成などで時期・産地の判別できるものが4点ある。

時期・産地の判別できる緑釉陶器片は、黒笹90号

窯式期 l点、京都洛北産3点である。

墨書土器は灰釉陶器椀3点、皿2点の 5点である。

3点は「氏」と判読でき、2点は判読不可能 (1点は「益」

か）である。「氏」と書かれた墨書土器は、黒笹14号

窯式期 1点、光ヶ丘1号窯式期 l点、大原2号窯式期

1点である。墨書のある灰釉陶器・緑釉陶器は、一

覧表 （第6表、第33図）を参照。

No 土器 No 器形 墨書の位置・方向 釈文・文字情報

1 6 椀 底部外面 氏

2 15 皿 底部外面 氏

3 23 皿 底部外面 氏・

4 7 椀 底部外面 口［益力］

5 11 椀 底部外面 仁｝

6 26 蓋 体部内面 パレットか

椀

~l の2 の3

長 4 乙 5 ‘if.I 6 

第33図 Dl区遺物包含層出土墨書土器

（灰釉陶器 ・緑釉陶器）
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第34図 Dl区遺物包含層出土灰釉陶器・緑釉陶器 （1)
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第35図 Dl区遺物包含層出土灰釉陶器 ・緑釉陶器 (2)
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壺 椀（緑釉陶器）
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第36図 DI区遺物包含層出土灰釉陶器 ・緑釉陶器 (3)

DI区遺物蝕含層出上灰釉陶器 ・緑釉陶器 観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版 No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第34区 灰釉陶器 完形 口97 高 38 ①細砂 ②遠冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。

1 PL -26 椀 底 54 高台(55)③灰白色 高台は貼付。施釉は内面のみ全面に施され、釉調は透明感

のある緑色。黒笹14号窯式期。

第34図 灰釉陶器 1/4 口(138)品 44 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。

2 PL -26 椀 底 (69) 高台(70)③灰白色 高台は貼付。施釉は内面のみ全面に施され、釉調は透明感

のある緑色。黒笹14号窯式期。

第34図 灰釉陶器 底部2/3 ロー 高 23残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。

3 PL -26 椀 底 82 高台 84 ③オリープ灰色 高台は貼付。施釉は内面のみ全面に施され、釉調は透明感

のある緑色。黒笹14号窯式期。

第34図 灰釉陶器 体～底部片 ロー 高 24残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形。底部切り離し技法はナデで不明。高台は貼付。

4 PL -26 椀 底 (80) 高台(82)③灰白色 施釉は内面のみ全面に施され、釉調は透明感のある緑色。

黒笹 14号窯式期。

第34図 灰釉陶器 底部2/3 ロー 高 17残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はヘラナデで

5 PL -26 椀 底 (71) 高台(72)③灰白色 不明。高台は貼付。施釉方法は刷毛塗 り、釉調は透明感の

ない緑色をおびた灰色。光ヶ丘1号窯式期。

第34図 灰釉陶器 底部1/4 ロー 高21残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はヘラナデで

6 PL -26 椀 底 （72) 高台(75)③灰白色 不明。高台は貼付。施釉方法は刷毛塗り、釉調は緑色をお

びた灰色。光ヶ丘1号窯式期。 底部外面に墨書、「代」。

第34図 灰釉陶器 底部片 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はヘラナデで

7 PL -26 椀 ③灰白色 不明。高台は貼付。釉調は緑色をおびた灰色。光ヶ丘1号

窯式期。底部外面に墨書、「口」［益力］。

第34図 灰釉陶器 口縁部片 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形。施釉方法は刷毛塗り、釉調は透明感のある緑
8 PL -26 椀 ③灰白色 色。光ヶ丘 1号窯式期。

第34図 灰釉陶器 1/6 口(151)局 4.4残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。施釉方法は刷毛塗り、釉調は透， 
PL -26 椀 底 (68) ③灰白色 明感のある緑色。光ヶ丘1号窯式期。

第35図 灰釉陶器 体～底部1/3 ロー 裔 25残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回 り回転。底部切り離し技法はナデで不明。

10 PL -26 椀 底 （72) 高台(74) ③灰白色 高台は貼付。釉調は透明感のある緑色をおびた灰色。大原

2号窯式期。

第35図 灰釉陶器 底部1/3 ロー 品 17残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。釉調は透明

11 PL -26 椀 底 （70) 高台(78)③灰白色 感のある緑色をおびた灰色。大原2号窯式期。底部外面に

墨書、 「口」。

第35図 灰釉陶器 1/3 口(137)闇 41 ①細砂 ②遼元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。

12 PL -26 椀 底 68 高台 68 ③灰白色 高台は貼付。釉調は透明感のある緑色をおびた灰色。施釉

方法ば憤け掛け。大原2号窯式期。

第35図 灰釉陶器 口～体部1/4 口(222)高 63残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。釉調は透明感のない緑色をおび

13 PL -27 椀 底一 古戸Jムロ ― ③灰色 た灰色。施釉方法は漬け掛け。大原2号窯式期。外面下半

は削り 。

第35図 灰釉陶器 1/4 口(191)高 71 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデて不明。

14 PL -27 椀 底 (80) 高台(86)③灰白色 高台は貼付。釉調は透明感のある緑色をおびた灰色。施釉

方法は漬け掛け。大原2号窯式期。
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No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版 No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第35図 灰釉陶器 ほぽ完形 口 151 高 26 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。

15 PL -27 皿 底 75 高台 76 ③灰白色 高台は貼付。施釉は内面のみ全面に施され釉調は透明感の

あるうすい緑色。黒笹14号窯式期。底部外面に墨書「代」。

第35図 灰釉陶器 1/5 口(153)高 2.1 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。

16 PL -27 段皿 底（80) 高台(8.1)③灰色 高台は貼付。施釉は内面のみ全面に施され、釉調は透明感

のある緑色。黒笹14号窯式期。

第35図 灰釉陶器 1/4 口(148)裔 25 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はヘラナデで

17 PL -27 皿 底 (60) 高台(62)③灰白色 不明。高台は貼付。施釉方法は刷毛塗り、釉調は透明感の

ある緑色。光ヶ丘1号窯式期。

18 
第35図 灰釉陶器 口～体部1/5 口(150)高 19残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。施釉方法は刷毛塗り、釉調は灰色。

PL -27 皿 底一 高台 一 ③灰色 光ヶ丘1号窯式期。

第35図 灰釉陶器 1/3 口(130)高 30 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はヘラナデで

19 PL -27 皿 底 (67) 高台(68)③灰白色 不明。高台は貼付。施釉方法は刷毛塗り、釉調は透明感の

ある緑色。光ヶ丘1号窯式期。

第35図 灰釉陶器 1/3 口(135)高 36 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はヘラナデで

20 PL -27 皿 底(68) 高台 (68)③灰白色 不明。高台は貼付。施釉方法は刷毛塗り、釉調は緑色をお

びた灰白色。光ヶ丘1号窯式期。

21 
第35図 灰釉陶器 口～体部1/4□(152)高 25残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。施釉方法は刷毛塗り、釉調は緑

PL -27 段皿 底一 ③灰色 色をおびた灰色。光ヶ丘1号窯式期。

第35図 灰釉陶器 1/3 口(132)高 23残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。

22 PL -27 段皿 底（74) 高台(76)③灰色 高台は貼付。釉調は灰色。施釉方法は漬け掛け。大原2号
窯式期。

第35図 灰釉陶器 体～底部 口一 高 22残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。

23 PL -27 皿 底 66 高台 68 ③灰白色 高台は貼付。内面見込み部重ね焼き痕あり 。大原2号窯式期。

底部外面に墨書、「此」。

24 
第35図 灰釉陶器 口縁部片 ①細砂 ②還元焔 内外面釉あり 。口縁部はヒダ状を呈する。

PL -27 耳皿 ③オリープ灰色

第35図 灰釉陶器 体～底部 口ー 高 1.8残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。釉調は透明
25 PL -27 耳皿 底 43 ③オリープ灰色 感のないやや緑色をおびた灰色。大原2号窯式期。

第35図 灰釉陶器 口～天井部 口(104)高 21残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。施釉は外面に施されている。釉

26 PL -27 蓋 1/6 ③灰色 調は透明感のある淡い緑色。内面全面に墨痕あり 。パレッ

トに転用か。

第35図 灰釉陶器 底部1/2 口一 高 25残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、回転方向不明。底部切り離し技法は糸切りか。

27 PL -27 小瓶 底 (48) ③灰色 胴部最下半～底部はヘラナデ。釉調は透明感のある濃い緑

色。

第35図 灰釉陶器 底部 ロー 高 22残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。内面にロク
28 PL -27 小瓶 底 57 ③灰色 口痕が顕著にみられる。

第35図 灰釉陶器 胴～底部 口ー 裔 83残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。糸切り後、回転ヘラ調整。胴部
29 PL~ 27 長頸壺 底（77) ③灰白色 下半は回転ヘラ削り 。釉調は透明感のある緑色。

30 
第35図 灰釉陶器 口縁片 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、回転方向不明。釉調は透明感のある緑色。

PL -27 瓶 ③灰白色

第35図 灰釉陶器 胴～底部1/4 ロー 高 74残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法は糸切りか。
31 PL -27 瓶 底 91 高台 95 ③灰白色 高台は貼付。釉調は透明感のある緑色。

32 
第35図 灰釉陶器 屑～胴部1/5胴径 (171) ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。釉調は透明感のある緑色。

PL -27 瓶 ③灰色

33 
第35図 灰釉陶器 把手片 ①細砂 ②還元焔 把手は貼付。釉調は透明感のある緑色。

PL -27 瓶 ③灰白色

34 
第35図 緑釉陶器 底部1/4 ①細砂 ②還元焔 高台はベタ扁台か。外面の釉は剥落。高台は回転ヘラ削り 。

PL -27 椀 ③灰白～淡黄色 京都洛北産。

35 
第35図 緑釉陶器 底部1/5 ①細砂 ②還元焔 高台は蛇目高台。底部摩耗のため整形痕は不明。只都洛北

PL -27 椀 ③灰白～淡黄色 産か。

36 
第35図 緑釉陶器 底部1/5 ①細砂 ②還元焔 高台はベタ嵩台。底部摩耗のため整形痕は不明。内面に緑

PL -27 椀 ③灰白～淡黄色 釉が施されている。京都洛北産。

第35図 緑釉陶器 底部1/2 ロー 高 14残 ①細砂（密） ロクロ成形、回転方向不明。底部切り離し技法はナデで不

37 PL -27 椀 底（56) 高台一 ②還元焔③灰色 明。高台は貼付。施釉は内外面全面に丁寧に施されている。

釉調は透明感のある濃い緑色。黒笹90号窯式期。
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

4. Dl区遺物包含層出土の鉄関連遺物 （第38図、PL5• 6 • 27) 

鉄関連遺物は、6点出土した。羽口3点、椀形鍛

冶滓2点、流動滓l点である。 4は、非鉄（銅）系の

滓の可能性がある流動滓である。本報告の内、非鉄

（銅）系の可能性のある滓は、これ一点である。

遺物の出土地点から、鉄生産関連の遺構は検出さ

れなかった。出土した遺物は、周辺からの廃棄の可

能性が高い。
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口

□□¥ 

＼

口

／
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第38図 Dl区遺物包含層鉄関連遺物出土遺物図

Dl区遺物包含層出士鉄関連遺物観察表

No 
挿図 No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版 No 計測値 （cm) 

第38図 羽口 ①843 g 包含層 先端部や外面の一部が滓化した羽口先端部破片。先端部は平坦な面を持って

PL -27 先端部 ②3 長さ 71 溶損しており、木炭痕が表面に目立つ。外面にはやや白色の滓が生じており、

1 ③なし 内径 （21) 特異な滓化を示す。通風孔部は作りの悪いもので、何回かの単位に分けて穿

外径 （75) 孔している。胎土はスサを混じえた強い粘質土。No4の流動状の滓と表面の

ガラス質滓の類似点が多く、同一遺構からの廃棄品か。

第38図 羽口 ①854 g 包含層 羽口体部の小破片。通風孔径が小ぶりで、胎土や成形方法からみて石原東遺

PL -27 体部 ②1 長さ 52残 跡D2区5住ー No7と極めて類似する。同遺構からの廃棄品か。
2 ③なし 内径 (20)

外径 (80)

第38図 羽口 ①125 g 包含層 羽口先端部の小破片。表面は黒色ガラス化して 1肉が薄くなっている。通風孔

PL -27 先端部 ②l 長さ 29残 部の形状は正円形ではない。胎土は鉄滓片やスサの僅かに混じえる砂質土。
3 ③なし 内径 (30)

外径 (54)

第38図 流動滓 ①562 g 包含層 平面、円形を 1/4に分割した ような形状を持つ流動滓破片。上下面は生きて

PL -27 ②l 長径48 おり、側面2面が破面。上面は流動状で、白色滓が縞状に認められる。下面

4 ③なし 短径43 には木炭痕が残り、全体に皿状。保存処理のクリーニングの影響も加わりや

厚さ 23 や灰黒色で光沢を持つ。下面には気孔が密集する。下面の左側部下手には、

白色滓中に表面が紫紅色の部分があり非鉄（銅）系の滓の可能性も残る。

第38図 椀形鍛冶滓 ①742 g 包含層 やや偏平な小形の椀形鍛冶滓の半欠品。右側部から下手側が全面破面。上面

PL -27 （小） ②4 長径61 には 1cm大の木炭痕が全面に残り、皿状の下面には 1cm大以下の木炭その
5 ③なし 短径59 ものを多量にかみ込んでいる。滓は密度がやや低く 、風化も進んでいる。

厚さ 20

第38図 椀形鍛冶滓 ①976 g 包含層 椀形鍛冶滓の屑部破片。上下面が生きており 、右側面と下手側が破面となる。

PL -27 （中） ②4 長径55 やや結品の発達した滓で、本来はさらに大きかった可能性が高い。風化も進
6 

③なし 短径47 んでいる。No5とやや類似する。

厚さ 42

①重晟②磁羞度③メタル度
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

5. Dl区遺物他含層出士の木器類 （第44~51図、 PL7・28~32)

Dl区遺物包含層からは、約300点もの木質遺物

が取り上げられた。約300点の内、加工痕の認めら

れるものは 57点で、その他は自然木である。ここ

では、加工痕のある 57点を Dl区遺物包含層出土

木器類として掲載する。木器の分類及び名称は、 『木

器集成図録近畿古代編』(1985奈文研）に準じて

笹澤が独自に行った。樹種同定は、株式会社パレオ

ラボに依頼した。同定された樹種は、観察表に記載

してある。同定に使用したプレパラートは、当事業

団で作成した。プレパラートや光学顕微鏡写真など

は、当事業団に保管してある。

用途が推測できた遺物は 57点中、 26点で、曲物・

挽物といった容器、火鑽臼・播粉木といった食事

具、杭などの部材に分類できる。最も多いのは容器

の23点で、曲物20点、挽物3点を数える。挽物3

点の内1点は、漆塗の皿である。

用途不明の加工材の大部分は板材で、厚さ 1cm以

下の薄板状のものが多い。ヒノキやケヤキといった

本遺跡出土の曲物の底板と同じ樹種のものが多く、

それらは、曲物の底板の破片の可能性も考えられる。

Dl区遺物包含層出土の木器類は、農具や工具、

建築部材などではなく、容器や食事具を中心とした

遺物構成であるという特徴を持つ。

容器曲物（第44~47図PL28• 29) 

Dl区遺物包含層で出土した加工痕のある遺物57

点の内、 20点を曲物に分類した。曲物20点は、底

板と側板が別々に出土しているため、蓋に用いられ

たのか、底に用いられたのか判別できないものが多

い。出土した加工痕のある遺物の内、明らかに曲物

と判るものだけで1/3以上を占める。前述した用途

不明の加工材としたヒノキやケヤキの薄板が、曲物

の底板であれば曲物の占有率はさらに上がる。

曲物は、スギやヒノキなどを柾目取りにして、薄

く削ったものを曲げて側板を作り、底板を取り付け

る単純な構造である。側板の合わせ目は、桜あるい

は白樺の樹皮を帯状にしたもので縫い合わせる。こ

うした曲物の接合に使う桜や白樺の樹皮を樺皮と言

い、接合方法を樺止めという 。この場合の樺は、樹

種を指すのではなく工芸材としての意味を持つの

で、桜などの樹皮でも樺皮とした。

曲物は、側板と底板の接合方法で 2つに分類する

ことがある。木製の釘を用いる接合方法と、樺皮を

用いる方法である。前者は「木釘結合曲物」、後者

は「樺皮結合曲物」とよばれている (l)0

一方で、側板と底板の接合形態で 2つに分類する

こともある。底板が側板の内側に入り込む形態と、

底板の径が側板の径より大きい形態である。前者は、

「ク レゾコ」、後者は「カキゾコ （カキイレゾコ）」と

よばれている。この 「ク レゾコ」、「カキゾコ」とい

う名称は、曲物の一大産地であった長野県木曽郡檜

川村で用いられてきたものであるが、他に側板と底

板の接合形態を表す適当な名称がないので、これら

の名称が用いられてきたようである (2)。

本遺跡出土の曲物は、接合孔、木釘、樺皮の残存

するものが少なく、接合形態によって分類すること

の方が容易であったため、「クレゾコ」や「カキゾコ」

に分類した。木釘や樺皮が残存して接合方法の判明

するものについては、個々に実測図や観察に記載す

ることにした。

曲物

側
板

底板（カキゾコ）

第40図 「カキゾコ］ （左）と「クレゾコ」（右）

※図はカキゾコとクレゾコの曲物を模式的に表すために作成した

もので、このような組み合わせの蓋と底を想定したものではない。
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[3] 奈良 •平安時代の遺構と遺跡

本遺跡出土の「カキゾコ」の曲物は、周縁加工形

態の違いから、以下の図のように「カキゾコ A」と「カ

キゾコ B」に分類した。「カキゾコ A」は、側板をは

め込む段差が、底板の周縁部から斜め下に切り込む

タイプで、「カキゾコ B」は、底板の周縁部から水

平に切り込むタイプである。観察中にもこの用語を

使用しているので、確認していただきたい。

また、底板の大きさで、曲物の性格が異なる可能

性が考えられることから、大形・小形の分類を行っ

た。便宜的に径20cm以下を小形、それ以上を大形

とした。本遺跡出土の曲物は、.13だけが径46cm

と突出して大きい大形曲物で、その他は径20cm以

下の小形曲物である。

さらに、底板の形状で、曲物の性格が異なる可能

性も考えられることから、円形・楕円形の分類を行っ

た。残存部分から、 11• 12を楕円形曲物として分

類した。 11・12以外は円形曲物に分類したが、残

存位置によっては、楕円形曲物に分類される物もあ

るかもしれない。

カキゾコ

クレゾコ
接合孔

第41図 本遺跡出土曲物の接合方法の模式図

※本遺跡出土の「カキゾコ」の曲物は樺皮で接合され、「クレゾコ」

の曲物は、木釘で接合されていた。他遺跡の出土例を見ると、「カ

キゾコ」でも木釘で接合するものもある。

カキゾコ A

ピ
底板の周縁部から斜め下に切 り込むタイプ

口
カキゾコ B 底板の周縁部から水平に切り込むタイプ

第42図 本遺跡出士曲物のカキゾコの分類

2
 

いろいろな用途で使われた曲物

第43図 1『一遍上人絵伝』 2『飢餓草子』より図化
（参考資料）
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

容器挽物（第47図、 PL30)

3点を挽物に分類した。

挽物は、木材を有LJって、およその形をととのえ、

ロクロによって整形した容器であるので、剖物との

差は、ロクロで整形の有無のみである。原則として

は、ロクロの回転が利用できない変形の器が剖物で

ある。(I) 本遺跡出土の 21は、ロクロの爪痕、ロク

ロ目、 22はロクロ目が観察できることから、剖物

ではなく、挽物とした。21は、 4ヶ所のロクロの爪

痕が確認できる。爪は長径5.5cm、短径5.0cmを測る。

中央に爪痕は確認できなかった。

23は残存状態が悪いが、表裏面に漆の塗膜が残存

する漆塗りの挽物である。細かな破片10点が出土

したが、同一個体であると思われる。1が口縁片、

2~5が体部片、 6~10が底部片であろう 。接合し

ない小破片であるが、漆器の皿であると考えられる。

本県では、奈良•平安時代の漆器の出土例は、極

めて希である。出土遺物の塗膜構造などについては、

本報告、第6章の自然科学分析「出土漆器の塗膜構

造」（小林正）にまとめて記載してあるので参照し

ていただきたい。

食事具火鑽臼（第47図、 PL30)

1点 (25)を火鑽臼に分類した。

25は、板状で、杵の当たったと思われる臼状の

窪みが、並んで 2個ある。

臼部には焼痕が観察できないが、形状から火鑽臼

の可能性が考えられる。

食事具揺粉木（第47図、 PL30)

棒状で、木口面が凸レンズ状にすり減っている 24

を播粉木に分類した。

24は、刃物痕が多数ある。斜め上から深く入れ

られた刃物痕が7個所、その裏に、浅く細かく入れ

られた刃物痕が無数に観察できる。浅く細かい刃物

痕は、木目に対して直角に入れられている。

『木器集成図録近畿古代編』などに、竪杵の転用

品の播粉木に刃物痕のある例がある。

64 

部材杭（第48図、 PL30)

26を杭に分類した。上部は欠損し、先端部のみ

の検出である。

用途不明の加工材 （第48~51図、 PL30~32)

31点が用途不明の加工材であった。用途不明の

加工材は、孔のあるもの、出ほぞ加工のあるものや、

柱状・棒状・板状のものがあった。板状のものは、

厚手のものと薄手のものに分類した。

36~46は、薄手の板材である。36から 42は本

遺跡出土の曲物と同じ樹種のヒノキ・モミであり、

曲物の底板の一部の可能性も考えられる。

31は、出ほぞ加工が施された部材である。組み

合わせた状況で発見されたものではないので、あく

までも推測の域は出ないが、建築部材にしては小形

であるので、指物の部材の一部の可能性もある。31

は、他の加工材に比べて、表面の加工が極めて丁寧

である。樹種はヒノキで、一部の残存である。

27~29は、孔のある加工材である。孔は釘孔の

可能性が考えられる。27から 29は、クリ、クヌギ、

ヒノキと樹種はそれぞれ異なる。
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曲物の底板 カキゾコ（円形）

疇 l!IIIIIIIIIIIIIIIIIII川IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII||||IIIIIIl11110二

~- -―三-_-

| ‘ 

'/ ―直霊疇ニ
| 

ニヒて―- Lーーニ

l
 

＼
 

＞、

l
 
＼
 

/ 

2
 

‘‘ 

I --

／ ＂ ＼ 

＼ ／ 
ITTffl Jlllll lllll!J/11/I I II ll I II llllllil 6 

］ -1 11-11 I I ／ I -

l □// u ヽ
4 ―̀ ---- 1 ‘̀ク

5 
m叫IIIIHIIIIIIIIHDllllllllllillU|圃 二電琴llll!lllllli軋111¥1¥¥ftllllllll!J)

U I 

＼ 
/-7へ、一 ＼ フ了―̀ ¥ し ¥¥ 

7 

= ’““””””'加之ニ―

-------- --------
‘ / 

／
 

,¥ 

8
 

II ，
 

呵而IIIIIIIII肌111圃疇二
＝▲ ｀岬ミ攣二

゜
1 : 3 10cm 

10 
= 』IIIIIIIllllIllIIIllll『-=---

第44図 Dl区遺物包含層出土木器（1)
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曲物の底板 カキゾコ（楕円形）
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曲物の底板か
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第46図 Dl区遺物包含層出土木器 （3)
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第47図 Dl区遺物包含層出土木器 （4)
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杭 加工材（孔あり）
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第48図 Dl区追物包含層出土木器 (5)
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その他の加工材板材（厚手）
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第51図 Dl区遺物包含層出士木器（8)

Dl区遺物蝕含層出土木器観察表

No 
挿図 No

木器
樹種 計測値

特徴など
図版 No 木取り (cm) 

第44図 円形曲物 モミ屈 径 160 厚1.0 小形円形曲物。カキゾコ底板または蓋板か。側板をはめ込む段差が、底 （蓋）

PL -28 底板か蓋板 柾目 板の周縁から斜め下に切り込んで直に立ち上がる。樺皮で接合した樺皮結合
1 

カキゾコ A 曲物。側板との結合部1ヶ所あり 。1ヶ所に 2つの結合孔。結合孔には樺皮

が残存。

第44図 円形曲物 ヒノキ 径 16.2 厚 0.9 小形円形曲物。カキゾコの底板または蓋板。残存部に接合孔確認できない。

2 PL -28 底板か薔板 板目 側板をはめ込む段差が、底 （蓋）板の周縁から斜め下に切り込んで直に立ち上

カキゾコ A がる。厚みあり 。残存部には側板との結合孔はない。

第44図 円形曲物 ヒノキ 径 （156)厚 09 小形円形曲物。カキゾコの底板または蓋板。側板との接合部2ヶ所残存。2ヶ

3 PL -28 底板か蓋板 板目 所にそれぞれ2つの結合孔。結合孔には樺皮が残存。側板をはめ込む段差が、

カキゾコ A 底 （蓋）板の周縁から斜め下に切り込んで直に立ち上がる。厚みあり 。

第44図 円形曲物 ヒノキ 径 (180)原 06 小形円形曲物。カキゾコの底板または蓋板。側板との結合部2ヶ所。1ヶ所

4 PL -28 底板か蓋板 柾目 に2つの結合孔。1ヶ所残存不良。結合孔には樺皮が残存。側板をはめ込む

カキゾコ B 段差が、底 （蓋）板の周繰から水平に切り込んで直に立ち上がる。

第44図 円形曲物 ヒノキ 径(17.2)厚 06 小形円形曲物。カキゾコの底板または蓋板。側板をはめ込む段差が、底（蓋）

5 PL -28 底板か蓋板 柾目 板の周縁から水平に切り込んで直に立ち上がる。残存部には側板との結合孔

カキゾコ B はない。

第44図 円形曲物 ヒノキ 径 (180)厚 0.4 小形円形曲物。底板または蓋板か。側板をはめ込む段差が、底 （蓋）板の周縁

6 PL -28 底板か蓋板 柾目 から水平に切り込んで直に立ち上がる。残存部には側板との結合孔はない。

カキゾコ B

第44図 円形曲物 ヒノキ 径(160)厚 05 小形円形曲物。カキゾコの底板または蓋板。側板をはめ込む段差が、底 （蓋）

7 PL -28 底板か蓋板 追柾目 板の周縁から斜め下に切り込んで斜めに立ち上がる。残存部には側板との結

カキゾコ B 合孔はない。

第44図 円形曲物 ヒノキ 径(180)厚 08 小形円形曲物か。カキゾコの底板または蓋板。側板をはめ込む段差が、底（蓋）

8 PL -28 底板か蓋板 柾目 板の周縁から水平に切り込んで直に近く 立ち上がる。結合部1ヶ所に 2つの

カキゾコ B 結合孔。樺皮が残存。

第44図 円形曲物 ヒノキ 径一 厚 05 小形円形曲物。カキゾコの底板または蓋板。側板をはめ込む段差が僅かに残， PL -28 底板か蓋板 追柾目 存。腐食激しく残存不良。残存部には側板との結合孔はない。

カキゾコ
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No 
挿図 No

木器
樹種 計測値

特徴など
図版No 木取り (cm) 

第44図 円形曲物 ヒノキ 径ー 厚 0.3 小形円形曲物。カキゾコの底板または蓋板。側板をはめ込む段差が僅かに残

10 PL -28 底板か蓋板 柾目 存。腐食激しく残存不良。残存部には側板との結合孔はない。

カキゾコ

第45図 楕円形曲物 ヒノキ 径一 厚 07 楕円形曲物。カキゾコの底板または蓋板。側板との接合部1ヶ所に 3つの接

11 PL -28 底板か蓋板 板目 合孔。結合孔には樺皮が残存。側板をはめ込む段差が、底 （蓋） 板の周縁から

カキゾコ A 斜め下に切り込んで直に立ち上がる。

第45図 楕円形曲物 アスナロ 径ー 厚 11 楕円形曲物か。カキゾコの底板または蓋板。側板をはめ込む段差が、底 （蓋）

12 PL -28 底板か蓋板 板目 板の周縁から斜め下に切り込んで直に立ち上がる。他に比べて厚みがある。

カキゾコ A 残存部には側板との結合孔はない。

第45図 円形曲物 モミ属 径 (460)厚 15 大形円形曲物。クレゾコの底板か。側面に木釘の痕が 5ヶ所確認でき、その

13 PL -29 底板か 板目か 内4ヶ所に木釘が残存する。側面の断面形状は底面に対して垂直。片面のみ

クレゾコ の腐食は使用時のものか。

第45図 円形曲物 モミ属 径 150 厚 10 小形円形曲物。クレゾコの底板か。側面に木釘の痕が 1ヶ所確認でき、木釘

14 PL -29 底板か 板目 が残存する。側面の断面形状は底面に対して垂直。片面のみの腐食は使用時

クレゾコ のものか。

第45図 円形曲物 モミ属 径(100)厚 09 小形円形曲物の底板か。残存する側面の腐食が激しく木釘痕は確認できない

15 PL -29 底板か 板目 が、クレゾコの底板の可能性がある。側面の断面形状は底面に対して垂直。

クレゾコ 片面のみの腐食は使用時のものか。

第46図 円形曲物か 不明 径 (180)厚 05 小形円形曲物か。底板または蓋板か。残存部には側板との結合孔はない。片

16 PL -29 底板か蓋板 柾目 面のみの腐食は使用時のものか。

不明

第46図 円形曲物か ヒノキ 径 (158)厚 05 小形円形曲物か。底板または蓋板か。残存部には側板との結合孔はない。側

17 PL -29 底板か蓋板 柾H 面の断面形状は斜め。

不明

第46固 円形曲物か ヒノキ 径 (160)厚 05 小形円形曲物か。底板または蓋板か。残存部には側板との結合孔はない。側

18 PL -29 底板か蓋板 追柾目 面の断面形状は底面に対して斜めか。

不明

第46図 円形曲物か 不明 径一 厚 09 小形円形曲物か。曲物の底板あるいは蓋板か。腐食進み残存不良。残存部に

19 PL -29 底板か蓋板 柾目 は側板との結合孔はない。

不明

第46図 曲物 A~Cモミ属 A 長 (20)幅14厚02 B 長(109)幅19厚02 C 長(110)幅2.0厚02 D 長 (66)幅25厚04

20 PL -29 側板 D~Hケヤキ E 長 (116)幅29厚05 F 長(18)幅27厚07 G 長 (92)幅22厚04 H 長 (53)幅21厚04
柾目 A ~ Cは比較的薄く、 D~ Hは比較的厚い。Eに3ヶ所、 Gに2ヶ所の結合孔あり 。

第47図 挽物 ケヤキ 径一 厚 19 周縁部分は腐食してお り、概形は不明である。底部内面に 4ヶ所のロクロの

21 PL -30 皿 縦木取り 爪痕が残存。爪は 55x50cmを測る。高台部にロクロ目が観察できる。未製

品か。

第47図 挽物 ケヤキ 径ー 厚 11 挽物の椀．皿の高台部。底部内面は腐食のため残存状態が良くない。高台部
22 PL -30 椀 ．皿 縦木取り にロクロ目が観察できる。底部の 3つの孔は補修孔か。

第47図 漆器 ケヤキ 厚 03~05 小形の皿状の漆器。①～⑩の破片が同一個体。①口縁片、 ②～⑤体部片、 ⑥

23 PL -30 皿 縦木取 り ～⑩が底部片であろう 。漆塗膜の剥離した個所が所々あり、木地が露出して

いて残存状態は良くない。（第6章〔3)分析参照）

第47図 播粉木 不明 長 270残 小口面が凸レンズ状に播り減っている。刃物痕が多くある。上面の刃物痕は

24 PL -30 芯持ち材 最大径 45 深いものが 7ヶ所ある。左側下部の刃物痕は浅い物が多くある。

第47図 火鑽臼 クリ 長 163残幅 46 2ヶ所の臼部が残存。残存する 2つの臼部の径は、ほぽ同じ。底部で 15cm、

25 PL -30 板目 厚 19 上部で 20cm程度。深さはそれぞれ異なり、 一方が 15cm、もう 一方が 10cm
を測る。

第48図 杭 不明 長 260残径 60 杭の先端部。加工痕が多くある。上部欠損状態で検出された。
26 PL -30 芯持ち材

第48図 加工材 クリ 長 142 幅 45 孔のある加工材。板状の木片に 3つの斜め方向の孔がある。孔は釘孔か。
27 PL -30 孔あり 柾目 厚 0.6 上下面が加工面。他は破面。3つの孔の径はどれも約5mm。

第48図 加工材 クヌギ節 長 146 幅 31 孔のある加工材。板状の木片に 2つの斜め方向の孔がある。孔は釘孔か。
28 PL -30 孔あ り 柾目 厚 07 上下面と側面1面が加工面。他は破面。2つの孔の径は 3~5mm。

第48図 加工材 ヒノキ 長 113 幅 25 孔のある加工材。板状の木片に 2つの斜め方向の孔がある。孔は釘孔か。
29 PL -30 孔あり 追柾目 厚 09 上下面が加工面。他は破面。2つの孔の径は 3~5mm。

第48図 部材 クリ 長 355残幅 55 角材の先端部に出ほぞを作る。幅6cm。出ほぞの幅22cm、長さ 3cm。出ほぞ
30 PL -30 出ほぞ部 板目か 厚 15 部分は破面なく残存している。

第48図 加工材 ヒノキ 長 154 幅 32 4面加工面の柱状の加工材。2面破面。ヒノキを使用した木製品の一部か。丁
31 PL -31 木製品か 柾目 厚 14 寧な成・整形。

73 



第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

No 
挿図 No

木器
樹種 計測値

特徴など
図版No 木取り (cm) 

第48図 加工材 モミ属 長 55 幅 37 5面加工面の柱状の加工材。1面は袂れている。1面は破面。
32 PL -31 柱状 柾目 厚 23

第49図 両端が炭化 アスナロ 長 142 幅 23 板状の木片。両端炭化。焼け焦げたものか。ほぼ廃梨時の状態を留める。
33 PL -31 した加工材 板目 厚 09

第49図 加工材 モミ属 長 80残幅 21残 裏面破面の棒状加工材の先端部。先端部はやや丸みをつけて加工している。
34 PL -31 棒状 板目か 厚 09

第49図 加工材 モミ属 長 70残幅 3.0残 上面下部を斜めに加工した棒状の加工材。先端部か。
35 PL -31 棒状 板目 厚 12残

第49図 加工材 ヒノキ 長 14.4 幅 33 上下面加工痕のある板材。側面に加工痕。
36 PL -31 板材 （薄） 追柾目 厚 04

第49図 加工材 ヒノキ 長 192 幅 65 上下面加工面。側面はすべて破面の板材。
37 PL -31 板材（薄） 追柾目 厚 0.9

第49図 加工材 モミ属 長 95 幅 43 左側面と上面が加工面の板材。他は破面。
38 PL -31 板材 （薄） 柾H 厚 0.7

第49図 加工材 モミ属 長 10.0残幅 32残 上下面加工面。側面はすべて破面の板材。
39 PL -31 板材 （薄） 柾目 厚 07

第49図 加工材 モミ属 長 62残幅 33残 上面加工面。下面と側面はすべて破面。板材か。
40 PL -31 板材 （薄） 柾目 厚 05残

第49図 加工材 モミ属 長 80 幅 23 上下面加工面。側面はすべて破面の板材。
41 PL -31 板材 （薄） 柾目 厚 10

第49図 加工材 モミ属 長 75 幅 37 上下面加工面。側面はすべて破面の板材。
42 PL -31 板材 （薄） 追柾目 厚 04

第49図 加工材 ツガ属 長 70残幅 35残 上下面加工面の板材。他は破面。
43 PL -31 板材 （薄） 板目 厚 0.4

第49図 加工材 不明 長 84 幅 35 右側面と上下面が加工面の板材。他は破面。
44 PL -31 板材 （薄） 柾目 原 07

第49図 加工材 不明 長 60 幅 42 上下面が加工面。側面はすべて破面の板材。
45 PL -31 板材 （薄） 柾目 厚 0.3

第49図 加工材 不明 長 109 幅 29 上下面が加工面の板材。側面はすべて破面。
46 PL -31 板材 （薄） 板目 厚 04

第50図 加工材 モミ属 長 6.5残幅 35残 上面加工面。下面と側面はすべて破面。板材か。
47 PL -32 板材 （厚） 柾目 厚 07残

第50図 加工材 モミ属 長 70残幅 51残 上下面と側面1面が加工面の板材。
48 PL -32 板材 （厚） 板目 厚 17

第50図 加工材 モミ属 長 78残幅 42残 上面加工面。下面と側面はすべて破面。板材か。
49 PL -32 板材 （厚） 板目 原 20残

第50図 加工材 モミ属 長 172残幅 25残 右側面と上面が加工面。他は破面。板材か。
50 PL -32 板材 （厚） 板目 厚 15残

第50図 加工材 モミ属 長 150残幅 40残 上下面加工の板材。
51 PL -32 板材 （厚） 板目 厚 13

第50図 加工材 モミ属 長 127残幅 2.6 上下面加工面。側面はすべて破面の板材。
52 PL -32 板材 （厚） 板目 厚 15

第50図 加工材 モミ属 長 17.0残幅 70残 右側面と上下面が加工面の板材。他は破面。右側面と下面が炭化している。
53 PL -32 板材 （厚） 板目 厚 12 厚さ1.2cm程の板材。

第50図 加工材 モミ属 長 155残幅 4.0残 上下面加工の板材。
54 PL -32 板材 （厚） 板目 厚 15

第51図 加工材 クリ 長 125残幅 29残 上下面加工面。側面はすべて破面の板材。
55 PL -32 板材 （厚） 板目 悸 13

第51図 加工材 クヌギ節 長 200 幅 43 左側面と上面が加工面の板材。他は破面。
56 PL -32 板材 （厚） 追柾目 厚 20

第51図 加工材 不明 長 280残厚 13 上面と側面 l面が加工面。板材か。
57 PL -32 板材 （厚） 板目
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[3] 奈良•平安時代の遺構と遺跡

(2)竪穴住居

D2区1号住居（第52図、 PL8• 33) 

位置 590-165 方位 E-24 ° - S 形状長軸

2.59m・短軸2.51mで長軸を東西にもつ方形である。

面積 (6.28)rri壁高 13cm 重複なし床面明確

な床面は検出されなかった。遺物の出土状況から床

面とした。掘り方面を床面とする。壁溝確認され

なかった。柱穴確認されなかった。貯蔵穴住居の

南東隅に設置。深さ 30cm、長軸43cm、短軸56cm

の角の丸い長方形を呈す。貯蔵穴内から羽釜の胴部、

須恵器の椀が出土。寵東壁の南側に設置。不明瞭。

寵周辺に炭化物を多く含むとの調査所見を得た。

遺物床直から須恵器椀、杯・椀、羽釜、貯蔵穴内

から鉄製紡錘車の円盤部、埋土から須恵器椀が出土
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した。所見方形の平面プラン、遺物の出土状況か

ら、竪穴住居としたが、不明瞭な遺構である。残存

状況が悪く、壁高を確認できない部分もあった。住

居の北壁・南壁際で礫が確認された。礫は地山中の

もので、住居廃絶後に混入したものではない。貯蔵

穴内から鉄製紡錘車の円盤部が出土した。本遺構か

ら約20m東の石原東遺跡 D2区4号住居の埋土から

鉄製紡錘車の可能性のある鍛造鉄製品、約350m北

西の諏訪ノ木 V遺跡1区3号住居の床直からは完形

の鉄製紡錘車が出土した。本遺構の時期は、出土遺

物より 10世紀後半に比定される。
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D2区1号住居

1 黒褐色土 炭化物を多く含む。

2 暗褐色土 黄褐色砂粒を多く含む。
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第52図 D2区1号住居平面・断面図、出土遺物図
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

D2区1号住居出士遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版 No 器種 遣存状態 (cm) ③色調

1 
第52図 須恵器 +7 口（132)高 49残 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。

PL -33 椀 口～体部片 底一 吉回ムロ ― ③灰色

2 
第52図 須恵器 床直 口 135 高 50残 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。

PL -33 椀 口～高台3/4 底 73 古回ム口 — ③灰色

3 
第52図 羽釜 床直 口ー 高 77残 ①粗砂 ②酸化焔 鍔は貼付。

PL -33 口縁片 底一 ③にぶい橙色

4 
第52図 羽釜 床直 口一 高 56残 ①粗砂 ②酸化焔 鍔は貼付。

PL -33 口縁片 底ー ③にぶい橙色

No 
挿図 No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版 No 計測値 (cm)

第52図 鉄製紡錘車 ①168 貯蔵穴 鉄製紡錘車の円盤部。平面形は正円形ではなく、やや長手の円形となる。左側

PL -33 円盤部 ②8 円盤径 5.4 面は、 2cm程の範囲で窪んでいる。下手側の 1ヶ所と右側の 2ヶ所の側部が小

5 軸なし ③H(O) 孔径 04 さく欠けている。円盤部全体としては平板ながらも、上面が僅かになで肩で、

下面は僅かに肉が薄くなっている。中心部に残る軸部を通す孔はほぽ円形で、

径は 65mmを測る。

①重量②磁着度③メタル度

D2区2号住居（第53図、 PL8• 33) 

位置 583-165 方位 E-24 ° -S 形状長軸

3.38m ・短軸2.93mで長軸を東西にもつ隅丸方形で

ある。

が設置された可能性が高いという調査所見を得た。

埋土に焼土粒や炭化物粒は認められない。遺物埋

土から須恵器椀、羽釜、寵から須恵器甕が出土 した。

所見方形の平面プラン、遺物の出土状況から 、竪

穴住居としたが、不明瞭な遺構である。特に寵の残

存状況が悪く、埋土に焼土粒や炭化物粒は含まれず、

灰層も確懃されなかった。南西壁外の礫は地山中の

ものである。本遺構の時期は、出土遺物より 10世

紀第3四半期に比定される。

面積 (7.38) rrl陪高 20cm董複住居北角が攪乱

に切られる調査所見を得た。床面明確な床面は検

出されなかった。掘り方面を床面とする。壁溝確

認されなかった。 柱穴確認されなかった。 貯蔵穴

明確に検出されなかった。住居北角の窪みは、貯蔵

穴の可能性がある。 寵不明瞭。南東壁の北側に寵
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D2区2号住居

l 黒褐色土 少量の白色軽石を含む。

2 暗褐色土 少禁の白色軽石、黄褐色砂粒を含む。
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第53図 D2区2号住居平面・断面図、出土遺物図
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[3] 奈良 • 平安時代の遺構と遺跡

D2区2号住居出士遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版 No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

1 
第53図 須恵器 埋土 口一 高 35残 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。高台は貼付。

PL -33 椀 底～高台1/3底（58) 高台 (84)③灰色

2 
第53図 須恵器 カマド 口(160)高 43残 ①砂粒 ②良好 ロクロ成形。

PL -33 甕 口縁片 底一 ③明褐色

D2区3号住居（第54・55図、 PLS• 33) 

位置 584-157 方位 E-7° -s形状 長軸

4.12m ・短軸4.07mで長軸を南北にもつ方形であ

る。面積（12.82)rrl'壁高 36cm 重複 1号掘立柱建

物と重複。 1号掘立柱建物が、 D2区3号住居を切っ

て構築する調査所見を得た。床面 明確な床面は検

出されなかった。掘り方面を床面とする。壁溝 確

認されなかった。柱穴確認されなかった。 貯蔵穴

住居の南東に設置。深さ 22cm、長軸57cm、短軸

52cmの楕円形を呈す。緑釉陶器椀、灰釉陶器椀、

須恵器杯が出土。寵攪乱が重複するため不明瞭。

遺物 床直から羽釜、貯蔵穴内から緑釉陶器椀、灰

釉陶器椀、須恵器杯、埋土から須恵器杯、灰釉陶器

皿、灰釉陶器椀、羽釜、土師器甕、須恵器椀、須恵

器大甕、椀形鍛冶滓1点が出土した。所見大小の

礫が住居床面で確認された。礫は住居廃絶後に混入

したのではなく 、地山中に含まれているものである。

方形の平面プラン、遺物の出土状況から、竪穴住居

としたが、不明瞭な遺構である。寵位置は特定でき

ない。椀形鍛冶滓1点が埋土から出土したが、鉄関

連遺物は他になく、鍛冶工房に関連する遺構も検出

されなかった。出土位置などから椀形鍛冶滓は他遺

構からの混入の可能性が高い。本遺構の時期は、出

土遺物より 10世紀第3四半期に比定される。
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D2区3号住居

l 黒褐色土 黄褐色砂粒、小礫を含む。

2 暗褐色土 黄褐色砂粒を含む。
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第54図 D2区3号住居平面 ・断面図
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第55図 D2区3号住居出土遺物図

D2区3号住居出士遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版 No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第55図 須恵器 +7 口 100 高 33 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。
1 PL -33 杯 ほぽ完形 底 56 ③にぶい橙色

2 
第55図 須恵器 貯蔵穴 口 106 高 35 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。

PL -33 杯 完形 底 50 ③灰色

第55図 灰釉陶器 貯蔵穴 口(180)高 46残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。

3 PL -33 椀 口～体部1/3 底一 古向ムロ ― ③灰白色 高台は貼付。釉調は透明感のある緑色をおびた灰色。施釉

方法は漬け掛け。大原2号窯式期。
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[3] 奈良•平安時代の遺構と遺跡

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第55図 灰釉陶器 埋土 口(120)高 26 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。

4 PL -33 皿 口～高台片 底 (60) 高台 (60)③灰白色 高台は貼付。釉調は透明感のある緑色をおびた灰色。施釉

方法は漬け掛け。大原2号窯式期。

第55図 灰釉陶器 + 16 口一 高 41残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。

5 PL -33 椀 体～高台1/3底 80 高台 77 ③灰白色 高台は貼付。釉調は透明感のある緑色をおびた灰色。施釉

方法は漬け掛け。虎渓山 1号窯式期。

第55図 緑釉陶器 貯蔵穴 口一 高 16残 ①細砂（密） ロクロ成形、回転方向は不明。高台は貼付。内外面とも施釉。
6 PL -33 椀 底～高台1/3底 （76)商台(80)②還元焔③灰色 東海産。10世紀前半。

第55図 土師器 + 16 口(210)高 187残 ①粗砂 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部ヘラ削り、内面ヘラナデ。
7 PL -33 甕 口～胴部1/6底一 ③明褐色

第55図 羽釜 + 13 口(22.0)高 65残 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ整形。鍔は貼付。
8 PL -33 口～胴上片 底ー 鍔ー ③にぶい橙色

第55図 羽釜 +8 口（206)高 156残 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ整形。鍔は貼付。胴部外面、体部から鍔に向けて縦， 
PL -33 口～胴部1/5底一 鍔 (240) ③にぶい橙色 方向のヘラ削り 。

第55図 羽釜 床直 口 150 高 117残 ①粗砂 ②酸化焔 鍔は貼付。胴部外面ヘラ削り 。内面ヘラナデ
10 PL -33 口～胴部4/5底ー 鍔 177 ③にぶい橙色

No 
挿回 No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版No 計測値 (cm)

第55図 椀形鍛冶滓 ①398 g +8 小形の椀形鍛冶滓の屑部破片。短軸側の両側面が破面となる。上面はやや波状

11 PL -33 （小、含鉄） ②7 長径42 短径42 で全体的には平坦ぎみ。下面は短軸方向に向かう舟底状。滓は中小の気孔の点

③銹化（△） 厚さ 21 在するもので、右側部寄りに含鉄部があったためか、放射割れが走る。

①重旦②磁着度③メタル度

D2区4号住居（第56・57図、 PL8• 34) 

位置 575 -146 方位 E-6°-S 形状 長軸

4.12m・短軸4.06mで長軸を東西にもつ方形である。

面積 (15.06)rrf壁高 30cm重複住居北壁・南壁

が攪乱に切られる調査所見を得た。床面 明確な床

面は検出されなかった。遺物の出土状況から床面と

した。掘り方面を床面とする。壁溝確認されなかっ
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D2区4号住居

1 暗褐色土白色軽石、小礫を含む。

2 暗褐色土白色軽石、小礫、黄褐

色砂粒を含む。
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第56図 D2区4号住居平面・断面図
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

た。貯蔵穴確認されなかった。 瑚不明瞭。埋土

に焼土粒や炭化物は認められない。寵は東壁の南側

に設置された可能性が高いという調査所見を得た。

逍物床直から土師器甕、須恵器杯、椀、羽釜、灰

釉陶器杯、椀、埋土から鍛冶滓、薄板状の鍛造鉄製

品が出土した。薄板状の鍛造鉄製品は鎌の可能性が

ある 7、紡錘車の円盤部の可能性がある 6の2点が

出土した。実測可能な遺物が 7個体ある。所見大

小の礫が住居床面で確認された。礫は地山中に含ま

れているものである。方形の平面プラン、遺物の出

土状況から、竪穴住居としたが、不明瞭な遺構であ

る。埋土から紡錘車の円盤部の可能性がある鉄製品

(6)が出土した。本遺構から約20m西の石原東遺

跡 D2区1号住居の貯蔵穴から鉄製紡錘車の円盤部、

約370m北西の諏訪ノ木 V遺跡1区3号住居の床直

からは完形の鉄製紡錘車が出土した。本遺構の時期

は、出土遺物より 10世紀第3四半期に比定される。
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゜
1 : 2 5cm 

第57図 D2区4号住居出土遺物図

D2区4号住居出土遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版 No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

1 
第57図 土師器 床直 口(150)高 70残 ①粗砂 ②良好 口縁部横ナデ、胴部外面ヘラ削り、内面ヘラナデ。
PL -34 甕 口～肩部1/3 底一 ③明褐色

2 
第57図 羽釜 床直 □(187)高115残 ①粗砂 ②酸化 鍔は貼付。胴部外面は、縦方向のヘラ削り 。内面は横位ナデ。
PL -34 口～胴上1/4 底ー 鍔 (213)焔ぎみ ③にぶい橙色
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[3] 奈良 • 平安時代の遺構と遺跡

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版 No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

3 
第57図 羽釜 床直 口(216)鍋 118残 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ整形。鍔は貼付。胴部外面ヘラ削り 。

PL -34 口～胴上片 底一 鍔 (225) ③灰色

第57図 羽釜 床直 口一 尚 53残 ①粗砂 ②酸化焔 鍔は貼付。
4 PL -34 口縁片 底ー 鍔ー ③にぶい橙色

第57図 羽釜 床直 ロー 高 191残 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ整形。胴部外面ヘラ削り 。
5 PL -34 胴～底部2/3底 (56) ③にぶい橙色

No 
挿図 No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版 No 計測値 (cm)

第57図 鍛造品 ①42 g 埋土 長34 薄板状の鉄製品の破片。表裏面の一部が層状に剥離している。左右方向の断面

PL -34 薄板状 ②5 幅22 原04 形でいうと、本来は右方向に向かい僅かに厚くなり、左側に向かい薄くなる鉄
6 紡錘車か ③銹化 （△） 製品である。左側が円弧状に終息する点や、ひび割れも外周部に沿って伸びる

点からみて、紡錘車の円盤部の肩部破片の可能性が高い。

第57図 鍛造品 ①18 g 埋土 長23 薄板状の鉄製品の破片。本来の原みは 2mm削後と薄い。上下面は平坦に成形さ

PL -34 薄板状 ②3 幅18 厚04 れ、左右の側部は破面となる。上手側の側部も破面の可能性を持つが、本来の
7 鎌か ③銹化 （△） 平面形に沿って割れているのかもしれない。短軸端部側が僅かに薄くなる傾向

をもち、鎌の破片かもしれない。

第57図 鍛冶滓 ①87 g 埋土 長径30 表表に 1~2cm大の木炭痕が目立つ鍛冶滓片。木炭痕と破面が交互に残り、

8 PL~ 34 ②1 短径27厚20 本来の全体形状は不明。滓には中小の気孔が残り、結晶がやや発達する。結品

③なし の発達具合からみて、中形から小形の椀形鍛冶滓の破片か。

①重凪②磁着度③メタル度

D2区5号住居（第58・59図、 PLS• 34) 

位置 560-145 方位測定不可能。 形状 住居の

南部分が不明瞭、西部分が調査区外のため、全形は

確認できなかった。面積不明。壁高 36cm 重複

3号土坑と重複。3号土坑が、D2区5号住居を切っ

て構築する調査所見を得た。床面明確な床面は検

出されなかった。遺物の出土状況から床面とした。

掘り方面を床面とする。北壁際の窪みは、焼土 ・炭

化物粒が微量に混入し、炉の可能性があるとの調査

所見である。窪みから、羽口が出土した。壁溝幅

20cm前後、深さ約8cm前後で壁際を掘り込む。レ

ベルは一定せず、凹凸が多い。柱穴確懃されなかっ

た。貯蔵穴確認されなかった。寵確認されなかっ
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D2区5号住居 白色軽石、小礫を含む。
゜I 

し一ー 00 委一） 
l 黒褐色土 夕J iii の白色軽石を含む。

l l 

里褐色土夕阜 む

一 2 、"、 ' 小骰の小礫を含 。叫 3 黒褐色土ツ隼

2m 

△ 

゜
1 60 

第58図 D2区5号住居平面 ・断面図
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

た。遺物 床直から緑釉陶器椀、灰釉陶器椀、須恵

器椀、羽釜、羽口3点、鋳造品の把手部、埋土から

灰釉陶器碗（2）が出土した。実測可能な遺物が 8個

体ある。所見 方形の平面プラン、遺物の出土状況

から竪穴住居としたが、不明瞭な遺構である。緑釉

陶器椀、灰釉陶器椀、土師器杯、羽釜などの遺物と

ともに、床直から羽口や鉄滓などが出土 しており 、

鍛冶工房関連の遺構である可能性もある。羽口が出

土した北壁際の窪みは、鍛冶炉の可能性が高いとの

調査所見である。遺構の残存状況が悪いため、詳細

は不明である。窪みの埋土は住居の埋土とほとんど

変化なく 、窪み底部に微量の焼土粒や炭化物粒が確

認されたとのことである。本遺構が鍛冶工房であれ

ば、鋳造品の把手部は、故鉄として持ち込まれたも

のであろうか。本遺構の時期は、出土遺物より 10

世紀第3四半期に比定される。
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第59図 D2区5号住居出土遺物図
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[3] 奈良 • 平安時代の遺構と遺跡

D2区5号住居出土遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版 No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第59 須恵器 床直 ロー 醐 18残 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
1 

PL -34 椀 高台部1/4 底 (60)高台 (80)③橙色

第59 灰釉陶器 埋土 ロー 高 39残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回 り回転。底部は回転糸切り 。商台は貼付。
2 

PL -34 椀 底～裔台片 底 (63)高台 (63)③灰白色 大原2号窯式期。

3 
第59 緑釉陶器 床直 口(132)高 37残 ①細砂 （密） ロクロ成形、右回 り回転。内外面とも施釉。東海産。10世
PL -34 椀 口縁部片 底ー ②還元焔③灰色 紀前半。

第59 羽釜 床直 口（203)高 68残 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ整形。鍔は貼付。
4 

PL -34 口縁部片 底一 鍔 (238) ③灰白色

No 
挿図 No

遺物名 ①璽②磁③メ
出士位置

特徴など
図版 No 計測値 (cm)

第59図 羽口 ①319 g 床直 通風孔部の前面に、鍛冶滓状となった小塊状の鉄塊が残されている、羽口の先

PL -34 先端部 ②5 長さ 90残 端部破片。溶損角度は極めて強く 、斜め方向になっている。通風孔部の径は

含鉄 ③特L(*) 内径 (25) 25cm程度。先端部に固着する鉄塊は、2cm大前後の長手の楕円形。一部は羽
5 外径 (76) 口先の滓層に潜り込んでいる。羽口胎土は軽石や安山岩系の石粒を含む砂質土。

外面は丁寧に削り成形の後、ナデにより仕上げられている。含鉄で鍛冶素材の

情報を持つ、まれな資科である。

第59図 羽口 ①419 g 床直 外面の断面形が隅丸方形に成形された、羽口の体部から先端部破片。通風孔径

PL -34 先端部 ②2 長さ 108残 がNo7と同様、細いという特徴をもつ。17cm前後の径。先端部は四方に向

6 ③なし 内径 (18) かい斜めに溶損しており、ほぽ1/4の部分が、ひび割れから欠落した状態で使

外径 （77) 用されている 。 そのため新たな破面も滓化•発泡している 。 外面は長軸方向に
向かう削りにより整形されており 、細い筋状の窪みや平坦面が残される。

第59図 羽口 ①2042 g 床直 長さ 75 羽口の体部から基部にかけての破片。基部は平坦に整えられており 、通風孔部
PL -34 体部 ②2 残 内径 (21)の径が小さい。通風孔部は基部側が開きぎみで、先端部方向に向かい少し絞ら

7 ③なし 外径 (75) れている。胎土はやや砂質。外面は削りが丁寧に施されている。No6と胎土や成・

整形が異なるが、通風孔部の径が極めて細いという特色が共通する特異な羽口

である。

第59図 鋳造品 ①517 床直 長 (42) 鋳造品の把手部にあたる、環付部を残す鉄製品の体部破片。環付部は幅12cm
PL -34 把手部 ②6 幅 (40)厚25 前後の厚くしつかりしたもので、上半部の方がより厚みがある。孔部は径7mm

環付部 ③特L(*) 程で、鋳型のずれのためか、右方向に向い抜けている。体部は原さ 4~6mm前

8 後で、比較的直線状である。環付の肩部に獣面がある例が多いが、本例は土砂

が表面に残ったまま保存処理されているため、不明となっている。破片が小さ

く、環付が外側に付くのか、内耳なのかは判別しにくい。環付の形態から内耳

の可能性を残す。

①重益②磁着度③メタル度

D2区6号住居（第60図、 PLS• 34) 

位置 579-142 方位測定不可能。形状住居の

大部分が調査区域外になるため、全形は確認できな

かった。北西部のみの検出。中央に円形の攪乱。 面

積測定不可能。壁高 32cm 重複住居中央が攪

乱に切 られる調査所見を得た。床面 不明瞭。槌溝

確認されなかった。柱穴確認されなかった。

羽釜、灰釉陶器皿が出土した。実測可能な遺物が4

個体ある。所見住居床面に見られる礫は地山中の

もので、住居廃絶後に混入したのではない。方形の

平面プラン、遺物の出土状況から 、竪穴住居とした

が、不明瞭な遺構である。本遺構の時期は、出土遺

物より 10世紀第3四半期に比定される。

貯蔵穴確認されなかった。鼈確認されなかった。

遺物 床直から灰釉陶器椀、埋土から須恵器杯、椀、
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

ジ

— 
L-187.30m 

A A' 

調

D2区6号住居

l 暗褐色土 小礫を含む。砂質土。

2 暗褐色土 多屈の小礫、少賊の黄褐色砂粒を含む。

口

〇

口

1: 60 2m 

゜
1 : 3 10cm 

第60図 D2区6号住居平面・断面図、出土遺物図

D2区6号住居出士遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版 No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第60図 須恵器 + 13 口(102)高 34 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。
1 PL -34 杯 口～底部1/5底 54 ③にぶい橙色

第60図 灰釉陶器 + 17 口(132)高 （27) ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。

2 PL -34 皿 口～高台1/5底 (68) 高台(69)③灰白色 釉調は緑色をおびた灰色。施釉方法は漬け掛け。大原2号

窯式期。

第60図 灰釉陶器 床直 口(150)高 48 ①細砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。尚台は貼付。

3 PL -34 椀 口～高台1/3底 72 高台 73 ③灰白色 釉調は透明感のない緑色をおびた灰色。施釉方法は潰け掛

け。大原2号窯式期。

第60図 羽釜 埋土 口一 高 49残 ①粗砂 ②酸化焔 鍔は貼付。
4 PL -34 口縁部片 底ー 鍔 一 ③にぶい橙色

D3区1号住居 （第61図、 PLS• 35) 

位置 602-202方位 E-25°-S形状住居の

北部分が調査区域外になるため、全形は確認できな

かった。面積測定不可能。壁高 12cm重複 住 居

南西隅が攪乱に切られる調査所見を得た。床面明

確な床面は検出されなかった。遺物の出土状況から

床面とした。掘り方面を床面とする。床面に数ヶ所、

窪みがあるとの調査所見を得た。壁溝確詔されな

かった。柱穴確認されなかった。貯蔵穴確認され

なかった。寵不明。遺物床直から須恵器皿、 土師

器甕、埋土から須恵器椀の高台部、灰釉陶器椀、灰

釉陶器壺が出土した。実測可能な遺物2個体は床直

から出土した。所見住居床面に見られる礫は地山

中のもので、住居廃絶後に混入したのではない。方

形の平面プラン、遺物の出土状況から、竪穴住居と

したが、不明瞭な遺構である。本遺構の時期は、出

土遺物より 10世紀後半に比定される。
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D3区1号住居

1 黒褐色土 多嚢の Hr-FP、少絨の小礫を含む。

2 黒褐色土 多最の小礫を含む。

-

゜
1 : 3 10cm 

第61図 D3区1号住居平面 ・断面図、出土遺物図

D3区 1号住居出土遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版 No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

1 
第61図 須恵器 床直 口 118 高 28 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。

PL -35 杯 口～底部完形 底 54 ③灰色 ベタ高台。

2 
第61図 土師器 床直 口(211)高 8.2残 ①粗砂 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部は縦斜め方向のヘラ削り 。

PL -35 甕 口～肩部片 底一 ③明褐色 内面はヘラナデ。

D3区2号住居 （第62図、 PL8• 35) 

位置 609-211方位 E-28 ° -S形状住居の

大部分が調査区域外になるため、残存状況悪く全

形は確認できなかった。面積測定不可能。壁高確

認されなかった。重複住居西壁周辺が攪乱に切ら

れる調査所見を得た。床面明確な床面は検出され

なかった。掘り方面を床面とする。床面に焼土の

広がる範囲がある。壁溝確認されなかった。柱穴

確認されなかった。貯蔵穴確認されなかった。鼈

確認されなかった。遺物埋土から須恵器杯、黒色

土器椀、羽釜が出土した。実測可能な遺物が 3個体

ある。 所見住居範囲は不鮮明であ った。方形の平

面プランから、竪穴住居としたが、不明瞭な遺構で

ある。本遺構の時期は、出土遺物より 10世紀第3

四半期に比定される。

ロロヽー一汎 9霞 6o, 

疇~·-1
外

ロニニ□三△

二

こ／
D3区2号住居

1 黒色土 粘性。

2 黒褐色土粘性。

3 褐色土 少醤の Hr-FPを含む。 ＼口
゜

1: 60 2m 

゜
1 : 3 10cm 

第62図 D3区2号住居平面 ・断面図、出土遺物図
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

D3区2号住居出土遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第62図 須恵器 埋土 口(11.2)高 32残 ①粗砂 ②酸化焔 ロク ロ成形、右回り回転。
1 PL -35 杯 口～底部1/4底 (60) ③にぶい橙色

第62図 黒色土器 埋土 ロー 高 32残 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、 右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。
2 PL -35 椀 底～高台 底一 高台 一 ③浅黄橙色 高台は貼付。内面 ミガキ、黒色。

第62図 羽釜 埋土 口(208)高 50残 ①粗砂 ②酸化焔 ロク ロ成形。鍔は貼付。
3 PL -35 口縁部片 底ー 鍔ー ③浅黄橙色

D4区1号住居 （第63~65図、 PL9• 35) 

位置 620-199方位 E-16°-S形状住居の

北が調査区域外になるため、全形は確認できなかっ

た。面積測定不可能。壁高 30cm 董複なし。床

面比較的明瞭な床面が検出された。掘り方面を床

面とする。壁溝確認されなかった。

柱穴確認されなかった。貯蔵穴住居の南東隅に

設置。深さ 29cm・径67cmの円形を呈す。貯蔵穴

内からは寵の天井石に用いられたと思われる未固結

凝灰岩、黒色土器椀が出土。鼈東壁の南側に設置。

燃焼部は幅56cm、奥行き 85cm、煙道は幅33cm、

奥行き 28cmで緩やかに立ち上がる。埋土に焼土粒

や炭化物は認められない。籠構築材として用いられ

た角の丸い礫が出土。燃焼部中央からは、ほぼ直方

体の礫を利用した支脚石が出土した。支脚石に加工

痕は認め られない。寵の残存は比較的良好で、袖石、

支脚石ともほぽ使用時の位地のまま検出された。遺

物 実測可能な遺物が 15個体ある。床直から須恵

器杯、椀、羽釜、土師器甕、貯蔵穴内から黒色土器、

寵の天井石に用いられたと思われる未固結凝灰岩、

埋土から底部に穿孔のある須恵器杯 （5)、墨痕のあ

る須恵器杯・椀の体部片が出土した。所見石原東

遺跡 D区のなかで、唯一床面が明瞭に検出された

住居である。南壁にある礫は地山中のものである。

底部に穿孔のある須恵器杯 （5)、墨痕のある須恵器

杯・椀片、石原東遺跡 D区 ・諏訪ノ木 V遺跡で唯

ーの未固結凝灰岩を加工 した寵構築材など、特徴の

ある遺物が出土した。本住居の時期は、出土遺物よ

り10世紀後半に比定される。
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D4区1号住居

1 黒色土 Hr -FPを含む。

2 黄褐色土 少屈の Hr-FP、少量の小礫

を含む。

3 黄褐色土 Hr-FPを含む。

D4区1号住居貯蔵穴

l 褐色土 ごく少量の Hr-FPを含む。

2 暗褐色土 多量のHr-FPを含む。

3 黒褐色土 少拭の礫を含む。

゜
1: 60 2m 

第63図 D4区1号住居平面・断面図
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[3] 奈良•平安時代の遺構と遺跡
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D4区1号住居竃

1 黒褐色土少最の Hr-FP、少鼠の小礫を含む。

2 黄褐色土 Hr -FP、多址の小礫を含む。

3 黄褐色土 Hr -FPを含む。

□ 

E L-191.00m E
 こ

゜
1 : 30 lm 

＼三三ご／

□
 

11 

口心
゜
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10cm 

第64図 D4区1号住居寵平面・断面悩、出土遺物図
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

゜
1 : 3 10cm 

15 (1/6) 

第65図 D4区1号住居出土遺物図

D4区1号住居出土遺物観察表

No 
挿囮 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版 No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第64図 須恵器 埋土 口(108)高 3.0 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。
1 PL -35 杯 口～底部1/3底 (66) ③浅黄橙色

2 
第64図 須恵器 床直 口 103 高 37 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。

PL -35 杯 口～底部4/5底 48 ③浅黄橙色

第64図 須恵器 +8 口 107 高 43 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。
3 PL -35 杯 完形 底 58 ③浅黄橙色

4 
第64図 須恵器 床直 口 114 高 42 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。

PL -35 杯 ほぽ完形 底 66 ③浅黄橙色

第64図 須恵器 埋土 口(120)高 25 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。底部に穿孔
5 PL -35 杯 口～ 1/3 底 (64)穴径 09 ③浅黄橙色 あり 。

6 
第64図 黒色土器 貯蔵穴 口 102 高 42 ①細砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。

PL -35 椀 口～高台2/3底 53 尚台 58 ③にぶい黄橙色 高台は貼付。内面ミガキ、黒色。

第64図 須恵器 床直 口 114 蘭 55 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、高台は貼付。底部切り離し技法はナデで不明。
7 PL -35 椀 口～高台 底 62 高台 73 ③にぶい橙色 回転方向不明。内面スス付着。

8 
第64図 須恵器 床直 口 152 高 81 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回 り回転。底部切り離し技法はナデで不明。

PL -35 椀 口～高台 底 70 高台 83 ③にぶい橙色 高台は貼付。

第64図 須恵器 +6 口 153 高 76 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。， 
PL -35 椀 ほぼ完形 底 73 高台 96 ③にぶい橙色 高台は貼付。

10 
第64図 須恵器 床直 口 157 高 76 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。

PL -35 椀 口～高台 底 71 高台 10.9③浅黄橙色 高台は貼付。

第64図 須恵器 床直 口 157 尚 53残 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。
11 PL -35 椀 高台部欠2/3底 （72)嵩台一 ③にぶい橙色 高台は貼付であるが剥落。

第64図 須恵器 埋土 口一 高 21残 ①粗砂 ②酸化焔 墨習、「口」。
12 PL -35 杯・椀 体部片 底ー 古mlム口 — ③にぶい橙色

13 
第65図 土師器 床直 口(254)高 108残 ①粗砂 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部は横方向のヘラ削り 。内面

PL -35 甕 口～胴上1/3底一 ③明褐色 ヘラナデ。

第65図 羽釜 床直 口一 尚 87残 ①粗砂 ②酸化焔 鍔は貼付。
14 PL -35 口～胴上片 底ー ③にぶい橙色

第65図 寵構築材 貯蔵穴 長 390 幅 160 未固結凝灰岩 4面加工面、2面自然面のほぽ完存の寵構築材の可能性のあ

15 PL -35 天井石か 厚110 重 610kg（石材） る非常にもろい未固結凝灰岩。寵構築材であるとすれば、

未固結凝灰岩は、この 1点。他の福構築材はニツ岳石。
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[3] 奈良•平安時代の遺構と遺跡

D5区1号住居（第66図、 PL10・36)

位置 610-246 方位測定不可能。形状住居の

南部分が調査区域外になるため、全形は確認できな

かった。北部分のみの検出。東は不明瞭。面積測

定不可能。槌高 23cm重複 4号土坑（墓）と重複。

4号土坑（墓）が、D5区1号住居を切って構築する調

査所見を得た。床面明確な床面は検出されなかっ

た。遺物の出土状況から床面とした。掘り方面を床

面とする。壁溝確認されなかった。柱穴確認さ

れなかった。貯蔵穴確認されなかった。寵確認

されなかった。遺物床直から緑釉陶器段皿、灰釉

陶器椀、羽釜、埋土から須恵器杯、須恵器椀が出土

した。実測可能な遺物が4個体ある。所見方形の

平面プラン、遺物の出土状況から、竪穴住居とした

が、不明瞭な遺構である。底部外面に 「茂」 と書か

れた灰釉陶器椀の墨書上器が床直から出土した。本

遺構は 「瓦」 の墨書土器が多量に出土した Dl区遺物

包含層から約 180m離れて位置する。本遺構の時期

は、出土遺物より 10世紀第3四半期に比定される。
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D5区1号住居

1 黒褐色土 ごく少品の礫を含む。

2 暗褐色土少拡の礫を含む。
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第66図 D5区1号住居平面・断面閲、出土遺物図

D5区1号住居出土遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版 No 器種 遺存状態 (cm) ③色調
第66図 須恵器 + 16 口(98)高3.0 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。

1 PL -36 杯 口～底部1/6底42 ③にぶい橙色

第66図 灰釉陶器 床直 口一 高一 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。高台は貼付。
2 PL -36 椀 底～高台1/4底(68) 高台 (70)③灰白色 釉調は緑色をおびた灰色。施釉方法は潰け掛け。大原2号

窯式期。底部外面に墨書、「氏」。
第66図 緑釉陶器 床直 ロー 高一 ①細砂 （密） ロクロ成形、右回り回転。内外面とも施釉。東海産。9世

3 PL -36 段皿 口縁片 底ー ②還元焔③灰色 紀後半。

第66図 羽釜 床直 ロー 高87残 ①粗砂 ②酸化焔i鍔は貼付。胴部外面ヘフ削り。
4 PL -36 口縁片 底ー ③浅黄橙色
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

D5区2号住居（第67図、 PL10・36)

位置 609-242 方位 E-82 ° -S 形状長軸

2.32m・短軸2.23mで長軸を南北にもつ方形である。

面積 3.80面壁高 23cm 重複住居北壁の一部、

寵西の一部が攪乱に切られる。床面明確な床面は

検出されなかった。遺物の出土状況から床面とした。

掘り方面を床面とする。壁溝確認されなかった。

柱穴確認されなかった。貯蔵穴確認されなかっ

た。寵不明瞭。埋土に焼土粒や炭化物粒は検出さ

れなかった。遺物床直や埋土から羽釜、埋土から

須恵器杯が出土した。実測可能な遺物が3個体ある。

所見方形の平面プラン、遺物の出土状況から、竪

穴住居としたが、不明瞭な遺構である。本遺構の時

期は、出土遺物より 10世紀第3四半期に比定され

る。
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叫
D5区2号住居

叫 l 暗褐色土 多量の礫、多罷の軽石を含む。

A L=l 92.30m △ 2 暗褐色土 Hr -FP、多量の軽石、多量の黄褐色砂粒を含む。

D5区2号住居竃

2 
l 暗褐色土 Hr -FP、礫、少贔の黄褐色砂粒を含む。

2 暗褐色土 Hr -FP、礫、多量の黄褐色砂粒を含む。

゜
1: 60 2m 

゜
30 lm 

2
 

゜
3
 

10cm 

第67図 D5区2号住居・寵 平面・断面図、出土遺物図

D5区2号住居出士遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第67図 須恵器 + 12 口11.4 高 47 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切 り。
1 PL -36 杯 口～底部3/4底 60 ③浅黄橙色

第67図 羽釜 +8 口(156)高 137残 ①粗砂 ②酸化焔 鍔は貼付。 胴部外面、下位から鍔に向けて縦方向のヘフ
2 PL -36 口～胴部1/2底一 鍔 185 ③浅黄橙色 削り 。

第67図 羽釜 床直 口一 高 82残 ①粗砂 ②還冗焔 ロクロ整形。右回り回転。底部は回転糸切り。
3 PL -36 胴下～底1/3底 7.8 ③灰色
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[3] 奈良•平安時代の遺構と遺跡

D5区3号住居（第68図、 PL10・ 36)

位置 600-219 方位 測定不可能。形状 住居の

南部分が調査区域外になるため、 全形は確認できな

かった。面積測定不可能。壁高 16cm重複

床面

穴

遺物

なし。

不明瞭。明確な床面は検出されなかった。掘

り方面を床面とする。壁溝

寵確認されなかった。

涵

|乏

B
-

確認されなかった。柱

確認されなかった。貯蔵穴

+ -2¥9 

600 

..l2...!',=191.30m 

確認されなかった。

床直や埋土から須恵器杯、埋土から羽釜胴部

が出土した。須恵器杯2個体は、墨書土器である。

床直から出土した須恵器杯の体部外面に「真」 (2)、

~ /> 

□-/): 

一

調

村

D5区3号住居

l 黒褐色土 多量の礫、多量の軽石を含む。

2 暗褐色土 多量の礫、多批の軽石、多拭の黄褐色土を含む。

埋土から出土した須恵器杯（1)の体部外面に判読で

きない文字が記されていた。

所見 住居床面に見られる礫は地山中のものであ

る。遺物の出土状態などから、住居の床面と認定す

る調査所見を得た。方形の平面プラン、遺物の出土

状況から、竪穴住居としたが、不明瞭な遺構である。

本遺構は墨書土器が多量に出土した Dl区遺物包含

層から約170m離れて位置する。本遺構の時期は、

出土遺物より 10世紀第3四半期に比定される。

□ 

〇 1 : 3 10cm 

゜
1: 60 2m 

第68図

D5区3号住居出土遺物観察表

D5区3号住居平面・断面図、出土遺物図

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版 No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第68図 須恵器 + 12 口100 高 34 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法は砂粒の付着
1 PL -36 杯 ほぽ完形 底 62 ③浅黄橙色 で不明。体部外面に墨書、「口」。

第68図 須恵器 床直 口112 高 34 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。体部外面正
2 PL -36 杯 完形 底 60 ③浅黄橙色 位に墨書、 「真」。
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

(3)士坑

石原東遺跡 D 区で検出された奈良 • 平安時代の

土坑は、D2区1号土坑の 1基だけである。

1号土坑（第69図、 PL10・36)

土坑はほぼ円形で、径53cm、深さ 25cmを測る。

埋土はブロック状で、人為的に埋められたことがわ

かる。本逍構から出土した遺物は須恵器杯5点、須

恵器椀3点である。1~4、6は伏せた状態で重な っ

て出土しており、 4の体部外面の墨書は、「益」と判

読できる可能性がある。
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8
 

、＼ーノ
澪

＇

し

[

t,

/

』

]

ヽ

゜
1:3 10cm 

D2区1号土坑出土遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎ナ ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

1 
第69図 須恵器 + 1 口102 尚 37 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。

PL -36 杯 2/3 底 53 ③灰白色

2 
第69図 須恵器 +2 口106 高 41 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は同転糸切り 。

PL -36 杯 2/3 底 52 ③灰白色

3 
第69図 須恵器 +3 □(102)高 35 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。

PL -36 杯 1/3 底 51 ③灰白色

4 
第69図 須恵器 ±〇 口106 高 36 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。体部外面に

PL -36 杯 完形 底 58 ③灰黄色 墨書、「口」［益力］。

5 
第69図 須恵器 +5 口112 尚 37 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。

PL -36 杯 1/2 底 63 ③にぶい橙色

6 
第69図 須恵器 + 1 口119 高 50 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。

PL -36 椀 1/2 底 64 高台 65 ③灰白色

7 
第69図 須恵器 +4 口111 高 43 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。

PL -36 椀 ほぼ完形 底 65 高台 67 ③にぶい褐

8 
第69図 須恵器 ±〇 口(114)高（39) ①砂粒 ②遠元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。

PL -36 椀 1/3 底 60 高台 62 ③浅黄色
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[4]中世以降の遺構と遺物

[4]中世以降の遺構と遺物
概要

＼
 

唐

oO 
Dl区

石原東辿跡D区 中世以降の遺構

本遺跡の中世以降の遺構は、掘立柱建物8棟、柱

穴列 1列、土坑3基、土坑墓30基、井戸 1基、溝4

条である。掘立柱建物は D2区に、土坑墓は D2区

西端以西に集中する。

本遺跡と唐沢川の間には石原寺が所在する。調査

以前、 D2区以西は石原寺の墓域であった。渋川市

誌によると、石原寺は光徳山孝顕院石原寺と呼ばれ、

市内の天台宗慎光寺の門徒であるとのことである。

この寺の山号・院号についてはいろいろあり、延享

二年 (1745)の「慎光寺門徒分限期」には 「光徳山」

とあって、それが「一石山」に訂正されてあり、院

号は「慶寿院」となっている。寺の規模について 「・・・

境内東西八拾間南北四拾九間・・・」とあり、広い境

内があったことが窺える。

D2区から D5区は、中世以降の土坑墓が多数検出

された。

石原東遺跡 D区に隣接する石原寺（北西よ り）
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物
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第70図 石原東遺跡 D区 中世以降の遺構
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[4]中世以降の遺構と遺物

(1)掘立柱建物

D2区1号掘立柱建物 （第71図、 PLll) D2区1号掘立柱建物 南北棟

位置 585 -157 主軸方向 N -77° _W  重複

D2区3号住居と重複。本建物の方が住居より後出

である。形態 身舎部分は 2x2間 (4.95~5.00mX 

6.24~6.38m • 16.5尺 X21尺）、 31.42rrlの東西棟。

c
 

三

規模 2x2間 面積 3142rrl 

主軸方向 N -77° -W 庇

桁・梁行きの
柱穴 No

規模 (cm)
形状

次ピッ トと

規模 (m) 長径短径深さ の間隔 (m)

北辺 638 p 1 46 41 39 楕円形 311 

P2 57 31 20 楕円形 318 

東辺 500 P3 38 31 12 楕円形 321 

P4 83 56 30 不整円形 270 

南辺 624 P5 37 35 30 円形 257 

P6 54 47 8 楕円形 137 

P7 49 40 32 楕円形 230 

西辺 4.95 P8 36 31 34 不整円形 262 

P 9 52 36 34 楕円形 233 
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第71図 D2区1号掘立柱建物平面 ・断面図
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

柱間は桁側1.37~3.18m、梁側2.33~3.21m。

いずれの柱穴も柱痕跡は確認できなかった。柱穴

は、楕円形、円形、不整円形のものが混在し、長径

36~83cm、短径31~56cm、深さ 8~39cmで、

大きなばらつきがある。

内部施設なし。 出土遺物なし。

D2区2号掘立柱建物 （第72図）

位置 527-142主軸方向 N-9°-W 重複 D2

区3号掘立柱建物と重複。新旧関係は不明である。

形態身舎部分は 2x2間(3.09~3.1lm x 3.43~ 

3.46m • 10尺 X 11.5尺）、 10.64rrlの南北棟。柱間は

桁側1.33~1.77m、梁側1.65~1.78m。柱筋のとお

りは良いが、北辺の P8が外側にずれる。正方形に

近い。

いずれの柱穴も柱痕跡は確認できなかった。柱穴

は、楕円形のものも多く、長径29~48cm、短径

21~40cm、深さ 8~35cmである。

内部施設な し。 出土遺物な し。

D2区2号掘立柱建物 南北棟

規模 2x2間 面積 10681甘

主軸方向 N-9°-W  庇

桁 ・梁行き 規模 (cm)
形状

次ピットと

の規模（m)
柱穴 No

の間陥 (m)長径短径深さ

東辺 346 p 1 36 28 30 楕円形 174 

P2 36 32 35 楕円形 172 

南辺 309 P3 38 34 32 楕円形 176 

P4 29 21 14 桁円形 133 

西辺 343 P5 48 40 23 楕円形 165 

P6 33 30 19 楕円形 178 

北辺 311 P7 43 36 22 隅丸方形 134 

P 8 42 31 8 楕円形 177 
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第72図 D2区2号掘立柱建物平面 ・断面図
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[4]中世以降の遺構と遺物

D2区3号掘立柱建物 （第73図）

位置 527-142主軸方向 N-9°-W菫複 D2

区2号掘立柱建物と重複。新旧関係は不明である。

形態身舎部分は 1X 2間(2.10~2.22mX 4.37~ 

4.43m • 7尺 X 14.5尺）、9.5mの南北棟。柱間は桁

側2.11~2.26m、梁側2.10~2.22m。東 ・西 ・南 ・

北辺すべてで、直線的に柱穴が並び、ほとんど歪み

のない長方形を呈す。

いずれの柱穴も柱痕跡は確認できなかった。柱穴

は、楕円形のものも多く、長径34~59cm、短径23

~54cm、深さ 8~25cmで大きさにばらつきがある。

D2区3号掘立柱建物 南北棟

規模 1 X 2間 面積 95m 

主軸方向 N -9° -W 庇

桁・梁行き
柱穴 No

規模 (cml 
形状

次ピットと

の規模 (rn) 長径短径深さ の間隔（m)

東辺 443 p 1 55 34 15 楕円形 224 

P2 59 54 8 楕円形 219 

南辺 210 P3 34 30 8 楕円形 210 

P4 58 40 10 楕円形 211 

西辺 437 P5 35 23 17 楕円形 226 

北辺 222 P6 58 46 25 隅丸方形 222 

内部施設なし。 出土遺物なし。
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第73図 D2区3号掘立柱建物平面・断面図
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

D2区4号掘立柱建物 （第74図、PLll)

位置 536-142主軸方向 N-88°-W 重複 D2

区5号掘立柱建物と重複。新旧関係は不明である。

形態身舎部分は 1X 2間(4.08~4.09mX 4.34~ 

4.39m • 13.5尺 X 14.5尺）、 l7.87rrlの東西棟。柱間

は桁側1.97~2.37m、梁側4.08~4.09m。東・西・南・

北辺すべてで、直線的に柱穴が並び、ほとんど歪み

はなく正方形に近い。北辺の P2は中央より東に寄

る。

いずれの柱穴も柱痕跡は確認できなかった。柱

穴は、楕円形、隅丸方形、隅丸長方形のものが混在

し、長径47~79cm、短径29~62cm、深さ 21~

38cmで、ばらつきがある。

D2区4号掘立柱建物 東西棟

規模 1 X 2間 面積 1787rr/ 

主軸方向 N -88° -E 庇

桁・梁行き
柱穴 No

規模 (cm)
形状

次ピットと

の規模 (m) 長径短径深さ の間隔（m)

北辺 434 p 1 56 37 29 隅丸長方形 237 

P2 63 44 38 隅丸方形 197 

東辺 408 P3 71 62 27 楕円形 408 

南辺 439 P4 79 52 23 楕円形 226 

P5 47 41 21 楕円形 213 

西辺 409 P6 60 29 28 隅丸長方形 4.09 

内部施設な し。 出土遺物 なし。
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[4]中世以降の遺構と遺物
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

D2区5号掘立柱建物 （第75図）

位置 543-143主軸方向 N-8°-W 重複 D2

区4・6・8号掘立柱建物と重複。新旧関係は不明で

ある。形態身舎部分は2X4間(4.12~4.13mX 7.83 

~7.88m • 13.5尺 X26尺）、32.09mの南北棟。柱

間は桁側1.45~2.42m、梁側1.95~2.17m。内側の

梁間中央に Pl2を配置しており、間仕切かもしれ

ない。柱筋のとおりは良い。北辺の PlとP11は

柱間約1.5mと短く、庇の可能性もある 。西・南 ・

北辺で、 直線的に柱穴が並ぶが、東辺の P3は内側

に外れている。ほとんど歪みのない長方形を呈す。

いずれの柱穴も柱痕跡は確認できなかった。柱

穴は、楕円形、隅丸長方形、隅丸方形、不整円形の

ものが混在し、長径18~65cm、短径13~50cm、

深さ 7~50cmで、ばらつきがある。

内部施設なし。 出土遺物なし。

D2区6号掘立柱建物 （第76図）

位置 540-140 主軸方向 N-84 ° -E 董複

D2区5・7号掘立柱建物、 D2区1号柱穴列と重複。

新旧関係は不明である。形態身舎部分は 2x3間

(3.96~4.20m X 5.92~6.19m • 13.5尺 X20.5尺 ）、

26.somの東西棟。柱間は桁側1.82~2.15m、梁側

1.94~2.23m。東・西・南辺で、直線的に柱穴が並

ぶが、北辺の P2は、内側に外れている。東辺から

1間内側に PlOがあり、間仕切と思われる。ほとん

ど歪みのない長方形を呈す。

いずれの柱穴も柱痕跡は確認できなかった。柱穴

は、楕円形、隅丸長方形、隅丸方形、 円形、 不整

円形のものが混在し、長径29~57cm、短径18~

38cm、深さ 7~64cmで、ばらつきがある。

内部施設なし。 出土逍物なし。

D2区7号掘立柱建物（第78図）

位置 540-140主軸方向 N-75°-E重複 D2

区6・8号掘立柱建物、 D2区1号柱穴列と重複。新

旧関係は不明である。形態身舎部分は (1)X (4) 

間(2.33X 8.42m)、(9.81)rrlの南北棟か。柱間は桁

100 

側1.93~2.05m、梁側2.33m。東・西・南・北辺す

べてで、直線的に柱穴が並ぶが、西辺の P3、P4間

の柱穴を検出できなかった。ほとんど歪みのない長

方形を呈す。

いずれの柱穴も柱痕跡は確認できなかった。柱穴

は、楕円形、不整円形、隅丸方形のものが混在し、

長径30~55cm、短径21~39cm、深さ 18~75cm

で、ばらつきがある。

内部施設 なし。 出士逍物 なし。

D2区8号掘立柱建物 （第77図）

位置 548-141主軸方向 N-86 ° -E 重複 D2

区5・7号掘立柱建物と重複。新旧関係は不明である。

形 態 身舎部分は 2x3間(3.64~3.70mX 5.76~ 

5.78m • 12尺X19.5尺）、 33.36m'の東西棟。北辺の

東2間分に北側へ1.38~1.45m離れて庇が付く 。身

舎部分は総柱構造で、西辺中央柱は未検出か省略で

ある。柱間は桁側1.74~2.18m、梁間1.46~3.67m。

南辺 P8は柱筋より内側にはずれる。東辺 P5と内

部柱 PlO• Pllは梁間中央より北にはずれるが、柱

3本自体は直線的に良く並ぶ。

いずれの柱穴も柱痕跡は確認できなかった。柱穴

は、円形、楕円形、不整円形、隅丸方形のものが混

在し、長径32~65cm、短径27~51cm、深さ 10

~81cmで、ばらつきがある。

内部施設なし。 出土遺物なし。

D2区1号柱穴列 （第78図）

位置 536-140主軸方向 N-89 ° -E 重複 D2

区6・7号掘立柱建物と重複。新旧関係は不明である。

形態 全長11.16mで南北に走行する。柱間は 1.55

~2.14mで一定しない。いずれの柱穴も柱痕跡は確

認できなかった。柱穴は、楕円形、不整円形、隅丸

方形のものが混在し、長径36~55cm、短径30~

49cm、深さ 20~60cmで、ばらつきがある。

内部施設 なし。 出土遺物なし。



D2区5号掘立柱建物 南北棟

規模 2X4間 面積 3209m 

主軸方向 N-8°-W 庇 南

桁・梁行き
柱穴 No

規模 （Cm) 次ピットと

の規模 (m) 長径短径深さ
形状

の間隔 （m)

東辺 788 p 1 18 13 50 楕円形 148 

P2 34 24 19 楕円形 196 

P3 65 30 38 不整円形 227 

P4 61 35 10 楕円形 217 

南辺 413 P5 54 45 61 楕円形 215 

P6 57 44 30 隅丸方形 198 

西辺 783 P7 42 35 21 不整円形 213 

P 8 64 50 42 隅丸長方形 242 

P 9 60 41 19 隅丸長方形 183 

PlO 52 39 50 隅丸長方形 145 

北辺 412 P 11 34 26 7 楕円形 412 

P 12 48 37 31 隅丸長方形 P8へ195

[4]中世以降の遺構と遺物

D2区6号掘立柱建物東西棟

規模 2 X (2+ 1)間 I面積 2680rr1 

主軸方向 N -84 ° -E 庇 東

桁・梁行き
柱穴 No

規模 (cm) 次ピットと

の規模 (m) 長径短径深さ
形状

の間隔 （m)

北辺 592 Pl 34 28 14 不整円形 398 

P2 52 32 47 隅丸長方形 194 

東辺 396 P3 34 25 59 楕円形 195 

P4 57 33 64 不整円形 201 

南辺 619 I P5 30 20 39 隅丸方形 222 

P6 52 32 47 楕円形 215 

P7 45 38 22 円形 182 

西辺 4.20 | P 8 31 18 8 楕円形 223 

P 9 45 34 15 楕円形 197 

PlO 29 24 7 楕円形
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第76図 D2区6号掘立柱建物平面 ・断面図
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

D2区8号掘立柱建物 東西棟

規模 (2+ 1) X 3間 I面積 3336rrf 

主軸方向 N -86 ° -E 庇 北

桁 ・梁行き
柱穴 No

規模 (cm)
形状

次ピットと

の規模 (m) 長径短径深さ の間隔 (m)

ヒ辺 576 p 1 32 27 60 楕円形 196 

P2 49 35 81 不整円形 194 

P3 39 38 68 円形 186 

東辺 370 P4 48 46 24 楕円形 1.46 

P5 65 50 70 不整円形 224 

南辺 578 P6 50 40 66 隅丸方形 186 

P7 48 35 75 楕円形 218 

P 8 35 30 62 円形 174 

西辺 367 | P9 36 29 30 隅丸方形 Plへ364

PlO 33 28 74 不整円形 192 

P 11 57 51 57 不整円形

ヒ庇 310 I P 12 38 33 21 楕円形 1 370 

P 13 35 28 10 円形
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[4]中世以降の遺構と遺物

D2区5号掘立柱建物 南北棟か

ltJJ |ロ 規模 (1) X (4)間 I面積 (981) rrf ｀ ヘ<|6掘P4吋• 7 

◎5 

主軸方向 N-8°-E 庇

00 桁・梁行き 規模（ Cm) 次ビットと

゜`  の規模（m)
柱穴 No

長径短径深さ
形状

の間隔 (m)
言

南辺 (233) p 1 34 27 18 隅丸方形 233 

西辺 (842) P2 34 31 26 楕円形 205 

P3 30 21 45 楕円形 444 

P4 42 35 75 楕円形 193 

P5 55 39 46 不整円形

予2

P4 I ¥ 

］ 

tf 

-140 

喜4

c) +540 

P3 ー140

D2区1号柱穴列南北

△ (6)p 2 p 1 

《ぐ` ；ユ

賃|口 IIJJ_ ＼ 

A L=l85.90m ム

規模 面積

方向 N-5°-W 庇

桁・梁行き 規模（ cm) 次ピットと

の規模（m)
柱穴 No 形状

の間隔 (m)長径短径深さ

全長 1116 Pl 36 30 60 隅丸方形 155 
P2 37 30 43 隅丸方形 210 
P3 55 49 51 楕円形 164 
P4 41 31 27 楕円形 1 71 
P5 36 32 35 不整円形 214 
P6 53 48 20 不整円形 200 
P7 50 42 48 楕円形
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第78図 D2区7号掘立柱建物、 1号柱穴列 平面・断面図
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

(2)士坑

石原東遺跡 D区では、中世以降の土坑3基、土坑

墓30基が検出された。人骨や銭貨が出土したもの

を土坑墓とし、それ以外を土坑とした。

土坑 •土坑墓の多くは時期判別の決め手になる遺

物が含まれていなかったため、埋土や形状から時期

を判別した。

Dl区1号土坑 （第79図、 PLll)

本土坑は 482-137グリ ッドに位置する。Dl区

2号溝と重複する。本土坑が溝を切る調査所見を得

た。形態はほぼ正円形を呈す。規模は直径105cm、

深さ 8.5cmを測る。土坑内には炭化物が多量に残存

していた。

D1区 1号土坑

ム

／
↑
す
ー

_A L-182.70m.  _K 

― ----

Dl区1号土坑

l 黒褐色土 炭化物を多誠に含む。

゜
1 : 40 lm 

△ 

D2区2号士坑 （第79図、 PL36• 37) 

本土坑は 589-146グリ ッドに位置する。 他遺

構との重複関係は確認されなかった。

形態は隅丸方形を呈す。規模は長径124cm、短径

113cm、深さ 24cmを測る。主軸方向は N-0゚ を

指す。土坑内から常滑の甕、在地系土器の鍋が出土

した。本遺構は、出土遺物から近世以降に比定され

る。

D2区3号土坑 （第81図PLll • 37) 

本土坑は 558-148グリッドに位置する。D2

区5号住居と重複する。本土坑が住居を切る調査

所見を得た。形態は隅丸方形を呈す。規模は長径

121cm、短径83cm、深さ 38cmを測る。主軸方向

はN-81°-Eを指す。土坑内か ら常滑の甕、肥

前磁器の椀が出土した。

本遺構は、 出土遺物から概ね近世に比定される。

D2区2号土坑

ム

＼
 

△し

△_L-186.90m ．△し

— D2区2号土坑

1 黒褐色土 砂質、 白色軽石粒を含む。粘性がなく崩れやすい。

／ 

゜
1 : 3 10cm 

第79図 Dl区1号、 D2区2号土坑平面 ・断面図、出土遺物図
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[4]中世以降の遺構と遺物

2土ー3

2土ー4

庄 .. 四 .’L99’’ ↓9＂西面心ばり喝

゜
1 : 3 10cm 

第80図 D2区2号土坑出土遺物図
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

02区3号土坑

吋 ~`1
ヽ

v_ 

E
0
9
.
6
0
0
T
=
1
 

V
 

D2区3号土坑

l黒褐色土 径2~10cmの礫を多量に含む。

2黒褐色土 白色軽石を少量含む。

⑰ 

゜
1 : 40 lm 

゜
1 : 3 10cm 

第81図 D2区3号士坑平面・断面図、出土遺物図

D2区2号土坑出土遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値

特徴など
図版 No 器種 遺存状態 (cm) 

1 
第79図 常滑 + 10 ロ ー i"1i 145残 江戸時代。

PL -36 甕 体部下部 底一

2 
第79図 在地系土器 + 10 口ー 高 144残 外面クシ状工具による施文。焚き口部残る。近代～現代。

PL -36 カマド 口縁片 底ー

3 
第80図 在地系土器 土〇 口369 高 118 底部外面砂底。口縁部内湾する。器表黒色仕上げ。近代～現代。ススの付着

PL -37 鍋 ほぽ完形 底 175 が認められず、使用時間は短いと考えられる。

4 
第80図 在地系土器 + 10 口(40.2)高 109 近代。

PL -36 鍋 破片 底(168)

第80図 在地系土器 + 10 口376 高 129
1対の吊り手を設ける。吊り手部に使用痕は認められない。底部外面板状圧

5 
PL -37 鍋 完形 底 174

痕あり。底部内面に「e」印 lヵ所。近代～現代。ススの付着が認められず、

使用時間は短いと考えられる。

D2区3号土坑出土遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) 

1 
第81図 肥前磁器 +4 口(86) 高 55 高台内「宜徳年製」銘

PL -37 椀 2/3 底 4.6 高台 46 l 7C後～18C初

2 
第81図 常滑 + 21 口一 高 96残 中世。

PL -37 甕 胴部片 底ー
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(3)土坑墓

石原東遺跡 D区では、中世以降の土坑・土坑墓

33基が検出された。33基の内、人骨、獣骨、銭貨

が出土した 27基を土坑墓とした。位置、形態、規

模については第7表に一覧で掲載してある。当初土

坑墓とした D5区5から 7号土坑で人骨として取り

上げられた物体は、その後の分析により、人骨では

ないとされたため、土坑とする。編集の経過で土坑

墓の項での掲載となったが、本来、土坑の項に掲載

第7表石原東遺跡 D区中世以降士坑墓一覧表

No 遺構名称 位置 平面形状 主軸方向

1 D2区ー 4号土坑 592-186 方形 N -52°-W 

2 D2区ー 5号土坑 594 -184 隅丸長方形 N -32°-E 

3 D2区ー 6号土坑 593-187 隅丸長方形 N -66°-W 

4 D3区ー 1号上坑 598-199 円形

5 D3区ー 2号土坑 601-198 楕円形 N-57°-W 

6 D3区ー 3号土坑 606-213 隅丸方形 N-13°-W 

7 D4区ー 1号土坑 621 -204 楕円形 N -84°-W 

8 D4区ー 2号士坑 623-210 隅丸長方形 N-35°-W 

， D4区ー 3号土坑 618 -220 不定形

10 04区ー 4号土坑 619-214 不定形

11 D4区ー 5号土坑 616-208 不定形 N-72°-W 

12 D4区ー6号土坑 619-209 楕円形 N -3°-E 

13 05区ー1号土坑 615-250 隅丸方形 N-20°-W 

14 05区ー2号土坑 615-246 不定形 N-68°-W 

15 D5区ー 3号土坑 614-247 不定形 N -27°-W 

16 05区ー4号上坑 610-246 楕円形 N-53°-W 

17 05区ー5号土坑 610-245 楕円形 N-75°-W 

18 D5区ー 6号土坑 610-245 楕円形 N-85°-W 

19 D5区ー7号土坑 611-245 楕円形 N-75°-E 

20 D5区ー 8号土坑 611-236 楕円形 N-53°-E 

21 D5区ー 9号土坑 611-236 楕円形 N -0° 

22 D5区ー 10号土坑 610-238 楕円形 N-71°-W 

23 05区ー 11号土坑 609 -238 楕円形 N -66°-E 

24 05区ー 12号土坑 609 -238 楕円形 N -63°-E 

25 D5区ー13号土坑 608 -238 楕円形 N -0° 

26 D5区ー14号土坑 607 -238 楕円形 N-56°-W 

27 D5区ー15号土坑 607 -238 円形

28 05区ー 16号土坑 606 -238 不定形 N-80°-E 

29 05区ー 17号土坑 612-239 楕円形 N-37°-E 

30 05区ー18号土坑 606 -236 不定形 N-74°-W 

長さ

222 

150 

164 

97 

114 

90 

71 

120 

112 

75 

67 

106 

124 

92 

116 

115 

63 

69 

69 

76 

72 

91 

72 

71 

66 

72 

68 

96 

59 

(69) 

[4]中世以降の遺構と遺物

するべき遺構である。

一覧表の備考欄に自然科学分析とあるものは、第

6章 [l]「石原東遺跡出土人骨」（楢崎修一郎）、［2]

「石原東遺跡出土獣骨」（楢崎修一郎）を参照してい

ただきたい。なお、特異なものや遺物が多く出土し

ている特徴的な土坑墓は下記に掲載する。

規模 (cm)
主な出土遺物・備考

幅 深さ

178 17 人骨（第6章 自然科学分析参照）

75 32 人骨（第6章 自然科学分析参照）、石臼

87 61 人骨、犬骨（第6章 自然科学分析参照）

73 11 銭貨（政和通宝、景祐元宝）

77 12 銭貨 （元祐通宝他）

83 22 銭貨（元豊通宝、紹聖元宝、洪武通宝 他）

71 11 人骨 （第6章 自然科学分析参照）

71 32 
人骨 （第6章 自然科学分析参照）

銭貨（祥符通宝、永楽通宝）

(1 1 2) 22 人骨 （第6章 自然科学分析参照）

65 32 銭貨（皇宋通宝、元祐通宝）

24 人骨片？

70 31 
人骨 （第6章 自然科学分析参照）

銭貨（元豊通宝）

99 34 
人骨 （第6章 自然科学分析参照）

銭貨（祥符通宝他）

30 人骨 （第6章 自然科学分析参照）

36 馬歯（第6章 自然科学分析参照）

79 42 
人骨（第6章 自然科学分析参照）

銭貨 （文久永宝）

44 13 土坑 （第6章 自然科学分析参照）

52 26 土坑 （第6章 自然科学分析参照）

41 26 土坑 （第6章 自然科学分析参照）

46 27 人骨片？

49 10 人骨片？

70 24 人骨片？

54 8 人骨片？

52 16 人骨片？

42 10 人骨片？

59 10 人骨片？

52 8 人骨片？

65 6 人骨片？

45 22 銭貨 （永楽通宝）

23 人骨片？

107 



第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

D2区4号士坑（墓） （第82図、 PLll)

本土坑は 592-186グリッドに位置する。他遺構

との重複関係は確懃されなかった。

形態は方形を呈す。規模は長径222cm、短径

178cm、深さ 17cmを測る。主軸方向は N-52 ° -

Wを指す。

本遺構から出土した人骨は、分析の結果、 3個体

（人骨1～人骨3)であることが判明した。3個体の

死亡年齢は、それぞれ約6オ （人骨2)、9オ （人骨1)、

16オ （人骨3)と推定された。出土位置などから人

骨lから人骨3は合葬された可能性が高い。

D4区2号上坑（墓） （第84図、 PL12• 38) 

本土坑は 623-210グリッドに位置する。他遺構

との重複関係は確認されなかった。形態は隅丸長方

形を呈す。規模は長径120cm、短径71cm、深さ

32cmを測る。主軸方向は N-35 ° -W を指す。土

坑内から人骨、銭貨が出土した。出土 した銭貨は祥

符通宝、永楽通宝である。鋳造年から 1587年以降

の遺構であることがわかる。

出土した人骨は1個体で、北西の頭位、屈葬によ

り埋葬されていた。15~18オの女性であるとのこ

とである。

D4区6号土坑（墓） （第85図、 PL13・38)

本土坑は 619-209グリッドに位置する。他遺構

との重複関係は確認されなかった。形態は楕円を呈

す。規模は長径106cm、短径70cm、深さ 31cmを

測る。主軸方向は N-3°- Wを指す。土坑内から

人骨、銭貨が出土した。出土した銭貨は元豊通宝で

ある。鋳造年から 1078年以降の遺構であることが

わかる。

出土した人骨は 1個体で、屈葬により埋葬されて

いた。 30オ代の男性であるとのことである。

D5区4号土坑（墓） （第85図、 PL13・38)

本土坑は 610-246グリッドに位置する。D5区l

号住居と重複する。D5区4号土坑がD5区1号住居を

切る調査所見を得た。形態は楕円を呈す。規模は長

径115cm、短径79cm、深さ 42cmを測る。主軸方

向は N-53 ° -W を指す。土坑内から人骨、銭貨

が出土した。出土した銭貨は文久永宝である。鋳造

年から 1868年以降の遺構であることがわかる。

出土した人骨は 1個体で、 40オ代の女性である

とのことである。

D2区4号土坑（墓）
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第82図 D2区4、5号土坑（墓）平面・断面図

108 



[4]中世以降の遺構と遺物

D2区6号土坑（墓）
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1黒褐色土 白色軽石を多批に含む。
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3土ー7

銭貨1/1

第83図 D2区6号、D3区1~3号士坑（墓）平面 ・断面図、出土遺物図
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

D4区 1号土坑（墓）
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第84図 D4区l~4号士坑 （墓）平面 ・断面図、出土遺物図
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[4]中世以降の遺構と遺物
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第85図 D4区5、6号、 D5区l~4号士坑（墓）平面・断面図、出土遺物図
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[4]中世以降の遺構と遺物
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第87図 D5区17、18号土坑（墓）平面・ 断面図、出土遺物図

D3区1号上坑（墓） 出上遺物観察表

No 
挿因 No 種別 出土位置

計測値•特徴など
図版 No 器種 逍存状態

1 
第83図 銭貨 + 15 外縁銭径2475~2500mm、外縁内径2100~2150mm、銭厚 10mm、最目 2957g。
PL -37 政和通宝 完形

2 
第83図 銭貨 + 15 外縁銭径2450mm、外縁内径2100mm、銭厚 125mm、巌目 3367g。
PL -37 景祐元宝 完形

D3区2号士坑 （墓） 出士遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置

計測値 • 特徴なと
図版 No 器種 遺存状態

1 
第83図 銭貨 + 20 外縁銭径2375~2400mm、外縁内径1875~1900mm、銭厚 125mm、贔目 2803g。
PL -37 元祐通宝 完形

2 
第83図 銭貨 +9 外縁銭径 （2500)mm、外縁内径ー、銭原l0mm、罰目 0511g。
PL -37 〇平00 破片

3 
第83図 銭貨 +9 外縁銭径一、外椋内径ー、銭厚05mm、巌目 0531g。
PL -37 不明 破片

D3区3号士坑 （墓） 出土遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置

計測値•特徴など
図版 No 器種 遺存状態

1 
第83図 銭貨 埋土 外縁銭径2350~2400mm、外縁内径1900mm、銭厚 100mm、聾目 2440g。
PL -37 元豊通宝 完形

2 
第83図 銭貨 埋土 外縁銭径2400mm、外縁内径1825~18.50mm、銭原 100mm、砒目 2721g。
PL -37 紹型元宝 一部欠損

3 
第83図 銭貨 埋土 外縁銭径2275mm、外縁内径1950mm、銭厚 150mm、贔 U2 603 g。
PL -37 洪武通宝 完形

4 
第83図 銭貨 埋土 外縁銭径2350~2375mm、外縁内径20.00mm、銭厚 l75mm、屈目 3336g。
PL -37 洪武通宝 完形

第83図
元00宝

埋土 外縁銭径2400mm、外縁内径1850~1950mm、銭厚 100mm、批目 2515g。
5 PL -37 完形

6 
第83図 銭貨 埋土 外縁銭径一、外縁内径ー、銭厚l0mm、量目 0882g。
PL -37 000宝 破片

7 
第83固 銭貨 埋土 外縁銭径 (2600)mm、外縁内径ー、銭厚125mm、址目 0809g。
PL -37 00通0 破片
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

D4区1号土坑 （墓） 出土遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出上位置

図版No 器種 遺存状態

1 
第84図 銭貨 埋土
PL -37 祥符通宝 完形

2 
第84図 銭貨 埋土
PL -37 皇宋通宝 完形

3 
第84図 銭貨 埋土
PL -37 元豊通宝 完形

4 
第84図 銭貨 埋土
PL -37 元祐通宝 完形

D4区2号士坑 （墓） 出士遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置

図版No 器種 遺存状態

1 
第84図 銭貨 埋土
PL -38 祥符通宝 完形

2 
第84図 銭貨 埋土
PL -38 祥符通宝 完形

3 
第84図 銭貨 埋土
PL -38 永楽通宝 完形

D4区4号上坑 （墓） 出土遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置

図版 No 器種 遺存状態

第84図 銭貨 埋土
1 PL -38 皇宋通宝 完形

第84図 銭貨 埋土
2 PL -38 元祐通宝 完形

D4区6号土坑 （墓） 出土遺物観察表

挿図 No
Nol 図版No

第85図
1 |PL -38 

種別

器種

銭貨

元豊通宝

出土位置

遺存状態

埋土

完形

D5区1号土坑 （墓） 出土遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置

図版No 器種 遺存状態

1 
第85図 銭貨 土〇

PL -38 祥符通宝 完形

2 
第85図 銭貨 +4 
PL -38 0寧元宝 完形

3 
第85図 銭貨 土〇

PL -38 不明 破片

D5区4号土坑 （墓）出土遺物観察表

No ：言：日口宝
出土位置

遺存状態

+2 
完形

計測値•特徴など

外縁銭径2375~2400mm、外縁内径1950mm、銭厚10mm、量目 3295g。

外縁銭径2500mm、外縁内径1900mm、銭厚075mm、罷目 2617g。

外縁銭径2500mm、外縁内径2150~2175mm、銭厚10mm、量目 2551g。

外縁銭径2475~2500mm、外縁内径1925mm、銭厚100mm、最§ 3016 g。

計測値•特徴など

外縁銭径2500mm、外縁内径1875mm、銭厚110mm、最目 2549g。

外縁銭径2450~2500mm、外縁内径1925~1950mm、銭厚150mm、量目 2679g。

外縁銭径2500~2525mm、外縁内径2025~2050mm、銭厚10mm、最目 2969g。

計測値•特徴など

外縁銭径2525~2550mm、外縁内径1950~197 5mm、銭厚110mm、量目 3140g。

外縁銭径2450~2475mm、外縁内径18.75~1900mm、銭瞑10mm、最目 2562g。

計測値 • 特徴など

外縁銭径24.50mm、外縁内径21.25mm、銭厚1.10mm、最且 2.309g。

計測値•特徴など

外縁銭径24.75~2525mm、外縁内径1925mm、銭厚110mm、最目 2823g。

外縁銭径2400~2425mm、外縁内径2150mm、銭厚125mm、量目 2.852g。

外縁銭径 （2300)mm、外縁内径 ー、 銭厚 120mm、量目 1314g。

計測値•特徴など

外縁銭径27.00mm、外縁内径2125~21.75mm、銭厚1.25mm、晟 H3874 g。

D5区17号土坑 （墓） 出上遺物観察表

No ：言［臼
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出土位置

遺存状態

+3 
完形

計測値•特徴など

外縁銭径24.50mm、外縁内径21.00mm、銭厚1.10mm、最目 2.737g。



[ 4]中世以降の遺構と遺物

(4)井戸 (5)溝

井戸は D2区に 1基検出された。出土遺物もなく

時期を比定することは難しい。

D2区1号井戸 （第88図、 PL15)

本井戸は D2区北側の 590-160グリッド付近に

位置する。重複する遺構は検出されなかった。

形態は楕円形を呈す。残存状況は良好であったが、

調査時の湧水のため危険が生じたので、底部まで調

査することが出来なかった。

規模は長軸136cm、短軸81cm、確認深度124cm

を測る。

内部から井戸枠などの施設は確詔されないことか

ら素掘りの状態で使用されていたようである。

D2区 1号井戸

ー

口

溝は Dl区に 4条検出された。D2区から D5区で

は検出されなかった。検出された溝は、断面形状や

規模とも様々である。いずれの溝も攪乱が著しく、

残存状況が悪い。1号溝から 3号溝は、重複してい

るが、ほぽ同時期の可能性が高いとの調査所見であ

る。Dl区南端で接する唐沢川は、概ね西から東に

走行する。Dl区の地形も唐沢川の走行の通り、西

が高く東が低い。南北方向は唐沢川に向かって、若

干南に傾斜している。

奈良•平安時代の遺物包含層確認面より上面で検

出されたため、中世以降の遺構としたが、出土遺物

もなく時期を比定することが難しい。

Dl区1号溝 （第89図 PL15)

1区中央やや南に位置し、ほぼ東西に走行する。

確認全長13.5m、最大深61cm、比高は 93cmを測る。

遺物はない。Dl区1号土坑、 Dl区2号溝、 Dl区3

号溝と 重複する。1号土坑に切られ、 Dl区2号溝、

Dl区3号溝とほぽ同時期であるとの調査所見を得

A' た。

A L=l88.40m A' 

゜
1 : 40 lm 

本溝は、傾斜方向に走向しているため比高差が大

きい。唐沢川にほぼ並行する走行である。

Dl区2号溝（第89図、 PL15)

1区中央やや南に位置し、ほぽ南北に走行する。

確認全長15.7m、最大深68cm、比高は 30cmを測る。

遺物はない。Dl区1号溝と重複する。Dl区1号溝

とほぼ同時期であるとの調査所見を得た。

Dl区3号溝 （第89図、 PL15)

1区中央やや南に位置し、ほぼ南北に走行する。

確認全長8.8m、最大深30cm、比高は 21cmを測る。

遺物はない。Dl区1号溝と重複する。Dl区1号溝

とほぽ同時期であるとの調査所見を得た。

Dl区4号溝 （第89因）

1区中央やや南に位置し、ほぼ南北に走行する。

確認全長3.3m、最大深8cm、比高は 8cmを測る。

遺物はない。重複する遺構は検出されなかった。

第88図 D2区1号井戸平面・断面図
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第89図 Dl区1~4号溝平面・断面図
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[4]中世以降の遺構と遺物

(6)遺構外出土遺物 （第90~93図、 PL38~40)

石原東遺跡 D区では、五輪塔や銭貨を中心とし

た遺構外の遺物が出土した。石原東遺跡 D2区から

D5区は、中世以降の土坑墓が多数検出された地区

こ

已
\~2 

口汀］

ロ11 こ

で、発堀調査以前は隣接する石原寺の墓域でもあっ

た。また 46~48の鉄関連の遺物は周辺の出土状況

から奈良•平安時代の遺物である可能性が高い。

~8 
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第90図 石原東遺跡 D区 中世以降遺構外出土逍物図(1)
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コ＇訟

20 

22 
23 

24 

25 

27 

29 

31 

32 

L 1 : 6 20cm 

第91図 石原東遺跡 D区 中世以降遺構外出土遺物図 (2)
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[4]中世以降の遺構と遺物
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第92図 石原東遺跡 D区 中世以降遺構外出土遺物図 (3)
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第93図 石原東遺跡 D区 中世以降遺構外出土遺物図（4)
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[4]中世以降の遺構と遺物

石原東遺跡 D区 中世以降遺構外出土遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値

特徴など
図版 No 器種 遺存状態 (cm) 

第90図 在地系土器 Dl区 口 76 品 19 左回転糸切り無調節。中世。
1 PL -38 皿 3/5 底 49

第90図 青磁 Dl区 口ー 扁 18残 中国製。中世。
2 PL -38 碗 底部片 底ー

第90図 中国磁器 01区 口一 高 31残 外面鏑蓮弁文 龍泉窯系青磁。中世。
3 PL -38 碗 体部片 底ー

第90図 瀬戸・美i農 Dl区 口(lO 1)高 47 赤絵の端反碗。染め付けはなく 、すべて上絵。焼継。19C中～後。
4 PL -38 磁器端反碗 1/3 底 38 高台 38

第90図 肥前磁器 Dl区 口(102)局 54残 釉に荒い貰入あり 。やや焼成不良。19C ijlJ～中。波佐見系。
5 PL -38 端反磁 1/5 底 (30)

第90図 肥前磁器 Dl区 ロー 尚 29残 蛇1且凹型高台の八角系鉢。体部欠損部焼継。高台内焼継時の記号あり 。
6 PL -38 鉢 1/4 高台 (80)

第90図 瀬戸 ・美濃 Dl区 口(95) 裔 15 型作り 。内面も型による施文。白磁。19C中～後。
7 PL -38 磁器皿 1/3 底 (54) 高台(5.4)

第90図 陶器 Dl区 口 40 高 11 凩・信楽系？天井部外面灰釉。内面無釉。

8 PL -38 灯明皿 1/2 底一

蓋

第90図 陶器 Dl区 口(79) 高 15 凩 ・信楽系？内面目痕2ヵ所残る。内面から口縁部外面灰釉。口縁部1ヶ所， 
PL -38 灯明皿 1/2 底 (29) 灯芯痕残る

第90図 陶器 Dl区 ロ— 閥 22残 只 信楽系。内面櫛状工具に よる施文。内面から口縁部外面灰釉。
10 PL -38 灯明具 破片 底ー

第90図 京 ・信楽系 D2区 口46 高 59 脚底部と筒部内面を除き灰釉。貰入あり 。19C。
11 PL -38 灯明受台 受部欠損 底 61

第90図 瀬戸 ・美濃 Dl区 口(99) 高 21 錯釉施釉後外面口縁部下の釉をぬぐい取る。
12 PL -38 灯明受皿 1/3 底 (42)

第90図 在地系土器 D3区 □224 高 38 器表黒色仕上げ。外面ミガキ。外面型による施文。火消壺の蓋？ 近代～現代。
13 PL -38 不詳 口～底部片 底 （200)

第90図 石製品 D1区 長 (81) 幅 32 3面使用する。クシ世状タガネ痕僅かに残る。江戸。砥沢石。
14 PL -38 砥石 厚 27 重0.11kg

第90図 石製品 Dl区 尚 130 径111 原石の一面に播鉢状の孔を有する。孔の内面は研磨され平滑。 用途として、

15 PL -38 凹み石 1/2 重102kg 接地面を持たないことから、手持ち使用による杭状製品の先瑞研磨加工用砥

石と推察される。ニッ岳石。

第90図 石製品 埋土 古I口J― 径(380)下臼。内外面共に丁寧な研磨整形。粗粒輝石安山岩。
16 PL -38 茶臼 受皿部破片 重輩015kg。

第90図 石製品 Dl区 高150 径392 下臼。側面は粗い成形痕を残す。挽面はやや片減りするものの、目は十分に

17 PL -38 石臼 1/3 重2455kg 残る。また、交差する浅い目の跡も残ることから、目立ての仕直しをしたも

のと思われる。粗粒輝石安山岩。

第91図 石製品 D5区 尚 180 径162 空風輪。形状は均質。底部は差し込み用の突起を持たず平坦。整形はやや粗
18 PL -39 五輪塔 一部欠損 重246kg 雑で、粗削り時のノミ工具痕を残す。全体にやや風化し磨滅する。ニツ岳石。

第91図 石製品 表採 高(181)径140 空風輪。形状はやや歪む。底面は平坦で差し込み用の突起部を持たない。整
19 PL -39 五輪塔 完形 重295kg 形は全面にやや粗雑な研磨を施す。碑面は風化によりやや磨滅。ニツ岳石。

第91図 石製品 D5区 高 (237) 径（152)空風輪。形状はやや歪む。底面には差し込み用の突起部を有する。全体に風
20 PL -39 五輪塔 1/3 重180kg 化による磨滅が著しく、整形の状態は不明。ニッ岳石。

第91図 石製品 表採 品 170 輻265 火輪。形状は均質。上面は空風輪突起差し込み用の孔を有する。整形は全面

21 PL -39 五輪塔 略完形 重1527kg に丁寧な研磨を施す。碑面の風化磨滅は少なく、上面には空風輪接触の擦れ

による円形の痕跡を留める。ニッ岳石。

第91図 石製品 D5区 品 121 幅222 火輪。形状はやや歪む。上面は平坦で空風輪突起差し込み用の孔を持たない。

22 PL -39 五輪塔 完形 重485kg 整形は僅かに細いノミのエ具痕を残すものの、全面に丁寧な研磨を施す。碑

面は風化に よりやや磨滅する。 ニッ岳石。

第91図 石製品 05区 高145 幅226 火輪。形状は均質。上面は平坦で空風輪突起差し込み用の孔を持たない。整
23 PL -39 五輪塔 完形 重663kg 形は全面に丁寧な研磨を施す。表面の風化磨滅は少ない。ニッ岳石。

第91図 石製品 D5区 品 127 輻243 火輪。形状は均質。上面は平坦で空風輪突起差し込み用の孔を持たない。整

24 PL -39 五輪塔 略完形 重553kg 形は僅かに細いノミの工具痕を残すものの、全面に丁寧な研磨を施す。碑面

の風化磨滅は少ない。ニッ岳石。

第91図 石製品 D2区 尚 126 幅240 火輪。形状は均質で、整形は僅かに細いノミのエ具痕を残すものの、全面に
25 PL -39 五輪塔 完形 重940kg 丁寧な研磨を施す。表面の風化磨滅は少ない。ニッ岳石。

第91図 石製品 Dl区 高142 幅208 水輪。形状は小型でやや歪んで、側面に粗削り時の平坦面を残す。整形は粗
26 PL -39 五輪塔 略完形 重4.75kg 雑で研磨はみられない。表面はやや風化し磨滅する。ニツ岳石。
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第4章 石原東遺跡 D区の遺構と遺物

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値

特徴など
図版 No 器種 逍存状態 (cm) 

第91図 石製品 05区 高166 幅247 水輪。形状は均質で天地面を窪ませる。整形は僅かに細いノミのエ具痕を残
27 PL -39 五輪塔 完形 重1115kg すものの、全面に丁寧な研磨を施す。表面の風化磨滅は少ない。ニッ岳石。

28 
第91図 石製品 表採 高175 幅270 水輪。形状はやや歪む。整形は全面に丸ノミの痕跡を筋状に残し、軽い研磨

PL -39 五輪塔 一部欠損 重1210kg を施す。やや風化磨滅する。ニツ岳石。

29 
第91図 石製品 D5区 高203 径304 水輪。形状は均質で、天地面を浅く皿状に窪ませる。整形は天地面に粗削り

PL -39 五輪塔 完形 重1535kg の面を残し、側面は丁寧な研磨を施す。風化による磨滅は少ない。ニッ岳石。

30 
第91図 石製品 D5区 裔135 幅(198)地輪。形状は均質で、整形は 3面に丁寧な研磨を施す。表面の風化磨滅は少

PL -39 五輪塔 2/3 重465kg ない。ニツ岳石。

31 
第91図 石製品 Dl区 高20.2 幅256 地輪。形状はやや歪んで、長方体を呈する。整形は、やや粗雑な研磨を施す。

PL -39 五輪塔 一部欠損 重10.22kg やや風化磨滅する。ニッ岳石。

第91図 石製品 D5区 長30.0 幅160 成形は正面にやや窪んだ平坦面を、上部に粗雑な山形を、右側面に粗雑な平

32 PL -39 庚申塔 完形 厚90 重565kg坦面を造り出す他は、原石面を残す。碑面は研磨し、薬研彫りで「庚申」の文

字を刻む。粗粒輝石安山岩。

第92図 石製品 表採 高218 幅328 基部。4側面の内、 3面の額部6ヶ所内に銘を刻むものの、原石含有鉱物や成

PL -40 宝陵印塔 完形 重3485kg 形時の細かい工具痕が多く残るため、文字の判読は難しい。

33 
「石□□塔一基右寺口口 如阿禅定□口口永世 □成ロロ」

「願□□□ 口及ローロ ロロロロロロロロ」
「文こl三年二月廿一日 孝子 □白」

底面接地部の中央を浅く揺鉢状に袂る。粗粒輝石安山岩。

34 
第93図 銭貨 D2区 外縁銭径2450mm、外縁内径1975mm、銭厚1.0mm、筵目 2154g。

PL -40 至道元宝 一部欠損

35 
第93図 銭貨 D5区 外縁銭径24.00mm、外縁内径1750~1850mm、銭厚 125mm、量目 3I 58 g。
PL -40 0000 完形

36 
第93図 銭貨 D2区 外縁銭径2350~2375mm、外縁内径18.50~1875mm、銭庫 125mm、量目 3188g。
PL -40 元祐通宝 完形

37 
第93図 銭貨 D3区 外縁銭径2425~2450mm、外縁内径1925mm、銭厚10mm、鑓目 2561g。

PL -40 皇宋通宝 完形

38 
第93図 銭貨 D3区 外縁銭径2350mm、外縁内径1900mm、銭厚08mm、最目 1827g。

PL -40 皇宋通宝 完形

39 
第93図 銭貨 D3区 外縁銭径2450mm、外縁内径 1925~1950mm、銭厚 10mm、鎚目 2421g。

PL -40 皇宋通宝 一部欠損

40 
第93図 銭貨 02区 外縁銭径2425mm、外縁内径2150~2175mm、銭厚15mm、量目 3161g。
PL -40 大観通宝 完形

41 
第93図 銭貨 03区 外縁銭径2325mm、外縁内径1700~1750mm、銭厚 175~10mm、蓋目 3119g。
PL -40 洪武通宝 完形

42 
第93図 銭貨 D2区 外縁銭径2150mm、外縁内径1750~1800mm、銭厚 10mm、量目 1691g。
PL -40 寛永通宝 完形

43 
第93図 銭貨 D3区 外縁銭径2425mm、外縁内径1925~197 5mm、銭厚10mm、最且 2866g。
PL -40 寛永通宝 一部欠損

44 
第93図 銭貨 Dl区 外縁銭径3275~4925mm、外縁内径2750~4450mm、銭厚25~15mm、餓目 19770g。
PL -40 天保通宝 完形

45 
第93図 銭貨 Dl区 外縁銭径2650mm、外縁内径19.00~1925mm、銭厚10mm、最目 3624g。
PL -40 文久永宝 完形

No 
挿図 No

建物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版 No 計測値 (cm)

第93図 椀形鍛冶滓 ①1076 g D2区 長径82 平面、不整二角形をした小形の椀形鍛冶滓。上面は平胆ぎみで、木炭痕がや

46 PL -40 （小、含鉄）②5 短径78 厚26 や強く残り、下面はやや乱れた椀形で、部分的に鍛冶炉の炉床土に接してい

③銹化 （△） る。比重は低い。

第93図 鉄製品 ①752 g 02区 長径56 平面、 U字状に折れ曲がった鉄製品。外周部には厚い酸化土砂が取り巻き、
PL -40 鍛造品 ②6 短径40 厚20 内部情報が読み取りにくい。上面や側面の一部の酸化土砂が剥離して、地の

47 
③L （●） 部分が露出している。層状の剥離や放射割れが発達している。左側部は含鉄

の鍛冶滓のような質感を示し、 5mm大前後の木炭痕が確認される。U字型に

窪む内側の原因は不明。銹化が進んでおり、磁着は低くなっているため、含

鉄の椀形鍛冶滓の可能性も残される。

第93図 鉄製品 ①40 g 04区 長径38 断面方形をした、両面を折り曲げた鉄製品。左側の先端部は尖っており、右
PL -40 鍛造品楔 ②5 短径21 厚0.5 側は保存処理のためか、やや方柱状。ただし端部を徐々に細くする特色は、

48 ③ L （●） 左側と同様である。全体に長軸方向にねじれており、本来の形であれば、斜

めになにかを繋ぎ止めるものかもしれない。一見、釘を曲げた様にも見える

が、小形の楔と判断される。

①重最②磁着度③メタル度
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第5章諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

上空より撮影した諏訪ノ木V遺跡
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と追物
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前項写真の概略図
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[l]弥生時代以前

[l]弥生時代以前 概要

3区辿物包含肘

（縄文時代早期
から弥生時代）

2区

2区辿物包含附

（縄文時代草創期）

ー

本遺跡地内には弥生時代以前の明確な遺構が検出

されなかったものの、該期の遺物包含層2地点が確

認された。

一つは、 2区の縄文時代草創期に位置づけられる

石器群を含む 2区遺物包含層、もう一つは 3区の縄

文時代早期を中心とする縄文時代早期から弥生時代

後期の土器・石器群を含む 3区遺物包含層である。

まず第一に 2区遺物包含層であるが、渋川市域に

おいて草創期にあたる遺物の発見は、本調査報告が

初めてである。今回の調査では、水沢山山体崩落土

の可能性が高い土層（基本土層第 VII層）の直上(1)

から縄文時代草創期の石器群が発見された。この堆

積物の上層には、浅間ー板鼻褐色軽石群（As-YP、

約1.3~1.4万年前）が確認されていない ことから、

As-YP以降に水沢山の山体崩落が起こったとされ

ている。今回の縄文時代草創期に位置づけられる石

器の発見は、後期旧石器から縄文時代草創期のごく

限られた期間に水沢山の山体崩落が起きたことを証

明する一つの材料であり、該期の榛名山麓における

歴史的・地理的環境を考察する上で非常に重要な発

見である。

第二に 3区遺物包含層であるが、縄文時代早期を

中心とした遺物構成で、 土器片481点、石器類805

点が出土した。特に、個体復元された押型紋土器と

三戸式土器は、重要な発見となった。土器観察を

行った橋本淳（2004)によると、「当該期土器研究

をすすめていくうえで欠かせないものとなると思わ

れる。」（2)とのことである。

2区遺物包含層出土の縄文時代草創期の石器は当事

業団中束耕志、 3区遺物包含層出土の縄文土器は橋

本淳による観察である。

諏訪ノ木V追跡 弥生時代以前の遺構

註

(1)詳細は第1章[l]位置と地理的環境を参照。

(2)第7章考察 [2]「諏訪ノ木V遺跡の早期縄紋土器について」より 。
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物
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3区追物包含層（縄文時代早期から弥生時代）

l 黒褐色土白色粒、橙色粒を含む。碁本土層第v層。

2 暗褐色土 ローム（基本土層第VII層）を多く含む。黄色が強い。

基本土悟第v~VIII@の混土。

3 暗褐色土白色粒、橙色粒を含む。基本土陪第VI附。

4 黒褐色土 白色粒、橙色粒を多乱に含む。基本土阿第VI層。

5 暗褐色土白色粒、橙色粒、赤色粒を含む。基本土府第VI層。

6 暗褐色土 白色粒、橙色粒、赤色粒を少屈含む。基本土屑

第VI層。

7 暗褐色土礫、砂粒を多く含む。基本土府第V1~VII陪の混土。

‘霰

、グX
,• 9 
ク 9

乙

今ク

xt
/
t
.
 

忍 ／

゜令

x 

x
 

＼
 

以
言
＼
が`

＼

：

 

＼
 

A L=212.10m 1 A' 
. ,、 .

x
 

‘,‘ ,' 
X、r

 

2

、

x

ヽ

，
 

今
〇

名ク

,
3
.
 

／三下二

8
 

x 

x 

2区逍物包含層

（縄文時代草創期）
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2区遺物包含層（縄文時代草創期）

l 表土 基本土層第I層。

2 黒褐色土 Hr -FPを多く含む。基本土層第I層。

3 暗褐色土 Hr -FPを多く含む。 しま りあり。 基本

土層第I層。

4 黄褐色土 Hr -FPを多く含む。基本土層第11府。

5 暗褐色土 Hr -FPを多く含む。やや締まる。基本

土層第11～皿層。

6 Hr -FA 基本土陪第W附。

7 黒色土 粘性弱い。基本土層第v層。

8 黒色土 やや粘性あり。基本土層第V層。

9 暗褐色土 礫、砂粒を多く含む。基本土陪第VI層。

10 黄褐色土 基本土層第VII層。

※セクションポイントは第 102図参照。

゜
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゜
1: 12 00 50m 
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(1) 2区遺物包含層

（縄文時代草創期）

概要

縄文時代草創期の存在は、調査最終段階の地山上

面の確認調査により検出された。石器の出土状況と

分布状態を把握しながら調査の進行を計った。調査

が進むと、埋没していた小さな沢の底面に近い緩や

かな斜面で、約 150点余りの石器と剥片が集中して

検出された。石器類の分布は、長径約3.5m・短径

約2mの範囲に検出された。 しかし、 草創期段階の

土器は検出されなかった。さらに、石器は調査区の

西境際からも出土しているので、調査区外の西方向

に分布が広がっている可能性が推測された。

1.石器類出士の層位

石器類は現地表より約2m下、本遺跡基本土層第

V11層上面より出土した。本遺跡では基本土層を上層

より I層～VII層とした。第I層は、現表土、 第II層

は、榛名ニッ岳伊香保テフラ (Hr-FP）、第皿層は、

黒色～黒褐色土層。第w層は、ニッ岳渋川テフラ (Hr

[l]弥生時代以前

-FA)。第 V層は、黒色土層。VI層は、第V層か

ら第VII層への漸移層。VII層は、唐沢泥流堆積物（地山）

である。VII層の唐沢泥流堆積物は黄褐色土層で、大

小の礫が混入する。礫は拳大～径2mを超えるもの

まで多量に混入している。石器類はこの唐沢泥流堆

積物上面より出土した。

2.出士石器

計158点が出土している。量的には剥片や砕片が

約89％と圧倒的に多い。出土石器類には、尖頭器6

点、有茎尖頭器2点、削器3点、ノッチドスクレイパー

1点、掻器3点、半月形石器2点、両面加工石器1点

と接合資料10点がある。完形に近い尖頭器が多く、

珪質頁岩の接合資料があることが特徴的である。石

器群に伴う土器は検出できてはいないが、有茎尖頭

器や特異な形態の削器が認められることなどから、

縄文時代草創期の石器群として位置づけた。

尖頭器 （第95・96図、 PL9l) 1~3・5~7が尖頭器

である。石材は黒色頁岩と珪質頁岩である。3が珪

質頁岩で、それ以外は黒色頁岩である。

1は完形品の木葉形尖頭器である。細部調整はやや

1
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第95図 2区遺物包含層出土石器 （縄文時代草創期）一 l

127 



二
言
：

諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

◇ 

< 

12 
I 

こ

こニニニ

（ ， 
/―― ― ― 

I 

13 

“ 

こロニ＞

10 

こ

`4  

゜
2:3 10cm 

第96図 2区遺物包含層出土石器 （縄文時代草創期）ー 2

128 



[l]弥生時代以前

文二□＞

こ

゜
2:3 10cm 

第97図 2区遺物包含層出土石器（縄文時代草創期）ー 3

粗い印象を受け、もう 一段階の調整加工を施した可

能性はあろう 。器最大幅は、中央部からやや基部よ

りにある。正面右側縁部には微細な調整加工が施さ

れている。また、正面先端部左側面の調整加工が十

分ではなく、厚みをも っている。器長が 9.9cm、最

大幅3.6cm、厚さ1.0cm、重さ 35.2gである（以下、

法量については上記の順序で記載する）。2は器中

央部から先端部にかけてと 、基部の一部を欠損した

柳葉形の尖頭器である。平面形は左右非対称であ

る。また、背面右側面には加熟によると思われる「は

じけ」が懃められる。現存長5.6cm、2.7cm、0.9cm、

15.0g。3は赤色味の強い珪質頁岩であり、珪質頁

岩製の接合資料1と同一母岩の可能性もあろう 。正

面右側面と、背面左側縁部に調整加工が施されてい

る。正面左側面には横位方向からの剥片剥離加工面

左側面には横位方向からの剥片剥離加工面を残して

いる。同様に、背面右側面には、斜め基部方向から

の剥片剥離痕を留めている。先端部を欠損してい

る。製作途中の破損の可能性が高く、未製品である。

現存長5.4cm、3.3cm、1.0cm、17.9g。6は先端部を

欠損している。正面 ・背面ともに両側縁部からの調

整は剥離が施されているが、微細な細部加工ではな

い。器厚も薄いことから、尖頭器製作途中の調整剥

片の可能性もあろう 。現存長6.5cm、3.0cm、0.8cm、

12.7g。7は基部・先端部ともに欠損している。1と

同様に、微細な樋状剥離が施されている。ただし、

背面基部よりに「はじけ」が認められる。尖頭器と

してほぼ完成していたと判断される。現存長5.3cm、

3.1cm、0.9cm、13.6g。

有茎尖頭器 （第95・96図、PL9l) 4と8が黒色頁岩

製の有茎尖頭器である。4は先端部を欠損している。

本体から茎部への作りは、鈍角で「く 」の字状に屈
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曲し、幅広の茎を形作っている。正面と背面ともに

左側縁方向から、微細な樋状剥離が施されている。

現存長5.3cm、2.2cm、0.7cm、8.5g。8の先端部は

細身でドリル状になっているが、摩耗等は認められ

ないことと、茎部の形状から、先端部の尖った有茎

尖頭器と認定した。某部よりが最大幅になる。ま

た、正面右側縁の基部よりに「はじけ」が認められる。

9.3cm、2.8cm、1.0cm、23.3g。

削器 （第96図、 PL9l) 9 • 10が珪質頁岩製の削器

で、 12が黒色頁岩製の削器である。9• 10は橙色な

いし淡い赤色を帯びた珪質頁岩であり、同一の母岩

から剥離された可能性が高い。縦長剥片を使用した

特異な形態であり、部分的には凹状の刃部を形成す

る点が類似している。左右両側縁部に刃部を形成し

ている。9は8.0cm、2.2cm、1.3cm、13.9g。特に、

10の正面左側縁の下端部は丸みを帯び、 凸状の刃

部を構成している。9.6cm、3.0cm、1.0cm、25.3g。

12は先端部を欠損している。正面左側には自然面

を残し、右側縁部を刃部としている。現存長5.3cm、

3.2cm、1.0cm、15.lg。

ノッチドスクレイパー （第96図、 PL9l) 11は黒色

頁岩製の横長剥片を素材とした、菱形状を呈する

ノッチドスクレイパーである。左右の突出した部分

は三角形状を呈し、尖った刃部を形成し、削器とし

ている。3.9cm、8.2cm、1.0cm、31.0g。

掻器 （第96図、 PL91) 13 • 14は珪質頁岩製の掻器

であり、 15は硬質頁岩製の掻器である。13は打面

を欠損している。縦長剥片を使用し、両側縁ともに

刃部加工を施している。さらに、正面の刃部先端部

に「はじけ」が認められる。6.4cm、2.2cm、1.4cm、

13.8g。14も縦長剥片を使用している。正面に自然

面を残し、基部は欠損している。ブランティングは

粗いのと、 3点の接合資料であることから、未製品

の可能性もあろう 。4.4cm、2.8cm、1.8cm、11.4g。

15は円形に近い形状を 呈する。3.9cm、3.8cm、

1.1cm、15.0g。

半月形石器 （第97図、 PL92)16 • 17は黒色 頁岩

製の半月形石器である。16は下半部を欠損 して、
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「はじけ」が認められる。三 日月形を呈し、薄身に

仕上げられている。現存長6.9cm、3.1cm、0.9cm、

14.9g。17は先端部と基部の一部を欠損している。

縦長剥片を素材とし、断面がカマボコ状を呈してい

る。尖頭器の未製品の可能性もあるが、調整加工や

断面と剥片の形状から、半月形石器の未製品と認定

した。10.7cm、4.5cm、1.7cm、84.lg。

両面加工石器 （第97図、 PL92)18は珪質頁岩製の

両面加工石器である。一部自然面を残すが、石核の

可能性もあろう 。本資料は 3点の接合資料である。

正面と背面に調整加工を施した後に、剥離を施して

いることより、両面加工石器の転用品の可能性もあ

ろう 。6.0cm、4.5cm、2.0cm、55.3g。

接合資料 接合資料は、 10点を確認した。長径約

3.5m、短径約2mの分布範囲に集中し、全て赤色み

の強い珪質頁岩製であるが、接合資料ー 4と10は

色調が異なる。刃部に加工痕のある剥片と剥離した

剥片が接合する資料も見られる。また、本遺跡から

出土した石器の中には、本種の珪質頁岩に類似する

資料は、 3・9・10・13である。

接合資料ー 1（第98図、 PL92)刃部に加工痕のある

剥片1.剥片8等の製品と剥片 11点の接合資料であ

る。長軸3m、短軸 lmで分布していた。剥離後に

削器 （ノッチドスクレイパーの可能性がある ）とし

て使用された資料である。本接合資料の下半部は、

折断技法による剥片と縦長状の剥片を作出してい

る。珪質頁岩。重さ 31g。

接合資料ー 2（第99図、 PL92)縦長剥片を横位に 3

つに折断した 7点の剥片接合資料である。打面より

の剥片と正面右下端部の 3点の剥片は、加熱による

破砕の可能性がある。さらに、正面打点部、及び右

側は剥離されている。下部剥片の左側面は、黒色化

している。珪質頁岩。24g。

接合資料ー 3（第99図、 PL92)3点の剥片接合資料

である。1.8m離れて接合した。縦長状剥片の接合

資料であるが、剥離後の使用は認められない。剥離

前の正面右側の先端部に、刃部調整が認められる。
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第98図 2区遺物包含層出士石器接合資料 （縄文時代草創期）一 l

破損以前に正面右側縁部から、下端部への剥離をお

こな った時点で、器体中央部で破損したものであろ

う。珪質頁岩。10g。

接合資料ー 4（第99図、 PL92)横長剥片を素材とし、

剥片3点と貝殻状剥片5点の計8点の剥片接合資料

である。色調は赤褐色からにぶい橙色の珪質頁岩で

あり、14の珪質頁岩ないし 15の硬質頁岩に類似し

ている。正面中央部に自然面を残し、左突出部から

調整剥離を施している。打面転位をしながら剥離し

ている。横長剥片と剥離した剥片の両者とも刃部調

整等は認められない。珪質頁岩。 16g。

接合資料ー 5（第99図、 PL93)剥片2点の尖頭器未

製品の接合資料である。0.4m離れて接合した。器

体中央部で破損しているが、正面右側縁部に細かな
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第101図 2区遺物包含層出土石器接合資料（縄文時代草創期）ー4

調整加工が施されている。断面三角形の剥片であり、

尖頭器の製作途中に破損し、さらに薄い削器等を目

的として剥離を連続したが、再度破損した可能性が

推測される。珪質頁岩。27g。

接合資料ー 6（第99図、 PL93)縦長状剥片を素材と

した 4点の調整剥片接合資料である。正面右側面に

凹状の刃部加工が施されている。削器として使用さ

れていた資料である。接合破片の色調も異なり、不

自然な割れ方を呈していることより、加熱等により

破損したと推定される。珪質頁岩。26g。

接合資料ー 7（第99図、 PL93)貝殻状剥片も含めた

5点の接合資料である。一定方向からの打ちかきで

はなく、打面転位をおこないながら剥離したと考え

られる。珪質頁岩。12g。

接合資料ー 8（第100図、 PL93)大型調整剥片4点

の接合資料である。背面中央左側縁部に黒色の付着

物が認められる。打面転位をおこなうとともに、

交互剥離により調整剥離をおこなっている。尖頭器

作製のための剥片剥離途中で破損した接合資料の可

能性があろう 。珪質頁岩。43g。

接合資料ー 9（第100図、 PL93)調整剥片3点の接

合資料である。正面右下端部から背面にかけて、黒

色の付着物がある。また、 一部剥片には加熱の「は

じけ」が認められる。一方、上端部分の剥片には打

点があり、下端部とは僅かな部分で接合している。

別途本部分へ接合する剥片が、 2点はあったものと

推定される。断面三角形の縦長剥片の接合資料であ

る。背面上端部に打点が認められる。正面左側面に

調整加工が認められる。何らかの器種の製作途中の

剥片資料であろう 。珪質頁岩。33g。

接合資料ー10（第101図、 PL93)貝殻状剥片2点の

接合資料である。尖頭器等の細部調整剥片であろう 。

珪質頁岩。lg。
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4.石器の分布

第103・104図は器種別の分布図である。石器の

分布は X=+835• Y= -442~443グリッド付近に

は集中した分布 （以下、第1グループと記載する）と、

X=+834~835・Y=-441グリ ッド付近には散在

した分布（以下、第2グループとする）が認められる。

また、この分布は、剥片及び砕片の分布でも同様な

傾向を示している。第1グループ剥片の分布は、石

器の分布よりやや西側に集中して検出された。尖頭

器は第1と第2グループの両グループで出土してい

る。有茎尖頭器も同様である。18の両面加工石器

の接合資料も両グループに跨り出土している。第1

グループのみ検出されたのは、削器 ・ノッチドスク

レイパー・掻器・半月形石器である。特に、削器は

X=+835 • Y= -442グリ ッドを中心に集中して検

出された。

これを、概念図化したのが第104図である。第l
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[l]弥生時代以前

グループ側に器種別分布も集中し、かつ剥片及び砕

片も X=+835• Y= -442~443グリッド付近に密

集している。特に、削器 ・ノッチドスク レイパーは

X=+835 • Y= -442グリッド付近に集中して検出

された。さらに、第2グループの石器は、第1グルー

プと連動して分布している。その傾向は、両面加工

石器の接合資料が表象している。

第102図は石材別分布図である。本遺跡の石材は

珪質頁岩が多く、群馬県内の遺跡では特異な傾向を

示している。但し、量的に最も多く検出された尖頭

器は、珪質頁岩の 1点を除き黒色頁岩であった。削

器も珪質頁岩と黒色頁岩の両者が使用されていた。

掻器と両面加工石器は珪質頁岩、有茎尖頭器と半月

形石器は黒色頁岩が使用されていた。また、その分

布は石器及び剥片が集中して検出された第1グルー

プの方が、より多様な石材が検出された。

第105図は接合資料別の分布図である。接合資料
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第102図 2区遺物包含層石器石材別分布図（縄文時代草創期）
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第103図 2区遺物包含層石器器種別分布図（縄文時代草創期）
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-1と接合資料ー 2が、最も広い接合分布領域を示

している。 しかし、両者は分布領域に差異が認め

られ、接合資料ー 1は第lグループから第2グルー

プに伸びている。接合資料ー 2は第1グループ内で

完結している。接合資料ー 5も第1グループに集中

している。これに対して、接合資料ー 6・8・9は第1

と第2グループにかけて分布している。ただし、接

合資料ー 9は、第1グループで広がり第2グループ

に伸びる傾向を示している。接合資料ー 8はこれと

は逆に調査区の南東部に広がり、北西部へのびてい

る。この分布傾向は、前記したように両面加工石器

の分布と類似している。さらに、接合資料ー 7は第

lグループと第2グループの間に分布している。こ

のような接合資料の分布領域は、第1グループに集

中して第2グループに伸びる分布、第2グループか

ら第1グループに広がる分布、第1グループに集中

して分布するもの、さらに第1グループと第2グルー

[l]弥生時代以前

プの中間に分布する 4つの分布傾向が看取されよ

゜
、つ

次に、接合資料の分布領域と器種別分布の関連を

検討したい。接合資料ー 1は、剥離後に削器ないし

はノッチドスクレイパーとして使用された 11点の

接合資料である。接合分布領域の最も広い資料であ

る。さらに、剥離後に石器として使用された可能性

のある剥片は、第1グループから出土している。ま

た、尖頭器作製の剥離途中で破損したと推定される

大型剥片4点の接合資料である接合資料ー 8は、第

2グループ側に多く接合し、第1グループに伸びて

分布している 。この分布は、尖頭器が第1グループ

に集中して検出されたのとは逆の関係になってい

る。ただし、本資料と同様に尖頭器製作途中の破損

と推定される接合資料ー 5は、 2点のみの資料であ

るが第lグループに集中している。

十 836

△ 

／口：］接2

-440 

十 83.6

＼ -442 .. 

＋ 

34 + S34 

-440 

゜
1 : 30 lm 

接— 9

← 接ー 3

88 89 

接ー 4

第105図 2区遺物包含層石器接合資料分布図（縄文時代草創期）
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の追構と遺物

(2) 3区遺物包含層

（縄文時代早期から弥生時代）

概要

包含層の存在は、縄文期遺構の確認作業を進める

過程で、押型文土器片が採集されたことにより明ら

かにな った。この時点で、直ちに調査方針を変更、

5mグリ ッドを単位とした手掘りによる包含層調査

を行った。出土遺物には連続する番号を与え、遺物

の出土状況・集合状態を把握しながら調査の進行を

計った。最終的な調査範囲は、 720rrHこ広がり、土

器片約481点、 石器類805点を検出した。

土器片は、縄文時代早期を中心とした縄文早期か

ら弥生後期の構成である。型式などで分類すると、

早期押型文・三戸式•田戸下層式 ・ 早期前半と考え

られる縄文施文 ・撚糸文施文・無文土器 ・縄文時代

前期花積下層式•関山式 ・ 黒浜式・諸磯式・中期焼

町類型・加曽利 E式 ・縄文時代後期称名寺式・堀

之内式 ・加曽利 B式 ・弥生時代前期 ・中期 ・後期

樽式等がある。

石器類は、約8割が、剥片生産関連資料であった。

組成的には削器、加工痕のある剥片、使用痕のある

剥片、磨石、凹石等の加工具類が主体を占めており、

石鏃、打製石斧などは少なかった。

1.層位

遺物は、基本土層第 v層の黒色土層、 VI層の暗

褐色土層中から出土した。第 V層は Hr-FAの

下位にあり、白色軽石粒 ・橙色粒が混入する黒色

の土層である。平坦部で 20cm程度、沢の底部で約

100cm程度堆積する。第 VI層は、第v層と第 VII

層（地山）との漸移層である。沢の縁辺で20cm程度、

沢の底部で約30cm堆積する。

v層、 VI層中どちらにも縄文早期の土器から弥

生中期の土器が混在する出土状況であったために、

層位による分類は出来ない。

138 

2.出土状況

3区遺物包含層から出土 した遺物の分布について

は、第106図～第108図に示した。出土状況の概要

については、以下の通りである。

土器

土器片の出土状況の特徴として、後出の土器ほど

集中域を形成する傾向が指摘できる。①縄文時代早

期の土器片は広範囲に分散して、 ②縄文時代前期か

ら後期の土器片は埋没谷左岸の落ち際にある程度ま

とま って、 ③弥生時代前期から中期前半の土器片は

台地に集中して検出された。

石器

石器は広範囲に出土した。石材や器種により、特

徴的な出土傾向を示すことはなかった。土器群に伴

う累積した一群であると思われる。

3.出土土器について

概要

縄文土器435点、弥生土器46点、計481点が出

土した。

縄文土器は早期338点、前期72点、中期 16点、

後期9点に分類できる。出土した縄文土器の内、約

70％が早期の土器である。

弥生土器は前期 13点、中期6点、後期 1点、時期

不明26点に分類できる。前期が多い。

出土した土器の内、器形が復元できるものと、残

りの良い小破片を掲載した。掲載外の出土土器は分

類して数量を一覧表に示した（第8表）。

縄文土器の観察は、 当事業団の橋本 淳、弥生土

器の観察は、当事業団大木紳一郎の協力を得た。
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縄紋土器（第 112~114図、 PL93~95)

第112図2、第113図3~22は押型紋土器である。

3~19は山形紋、 2、20、21は楕円紋が施紋される。

2は推定口径24.9cm、現存器高20.5cmを測る。器

形は、胴部上半で膨らみをもつが頸部でややすぱま

り、外反気味に口縁部に立ち上がる。口縁部に 1帯、

横位施紋したのち頸部に無紋帯を残し、以下、横位

密接施紋となる。原体長は 2.2cm程である。無紋帯

には上下端に刺突列が巡らされ、口唇部にも同様の

刺突紋が施紋される。3は口縁部破片で、 4と同一

個体である。帯状施紋の構成で、口縁部に 1幣横位

施紋している。5~9も同一個体で、口縁部に横位、

以下縦位に帯状施紋をしている 。10• 11は横位に

帯状施紋している胴部破片である。12~16は縦位

帯状施紋をする胴部破片である。17は小破片のた

め判然としないが、縦位密接施紋であろうか。18・

19は同一個体で、口縁部に横位施紋し、以下縦位

密接施紋をしている 。20は楕円紋を施すが、縦位

施紋しているようである。21は横位密接施紋して

いる。22は底部破片である。無紋であるが、乳房

状の形状から本段階とした。3~20は帯状施紋、

異方向施紋といった特徴から樋沢式に比定できよ

う。2は樋沢式～細久保式の段階、 21は全体の紋

様構成が分からないが同様の時期、あるいは横位密

接施紋の特徴から細久保式に比定できるであろう 。

第112図lは三戸式である 。推定口径23.1cm、

現存器高24.5cmを測る。器形は直線的に開く砲弾

形を呈す。口縁部と胴部下半に 5段づつ、平行沈線

紋と縦位2段の短沈線列を交互に配して横帯区画と

し、紋様帯を形成する。紋様帯内は 4条l単位の縦

位帯状斜格子目紋によって分割され、区画内は帯状

斜格子目紋による幾何学状の紋様が描かれる。内面

は丁寧にミガキがかけられている 。

23~28は田戸下層式である。それぞれ、箆状工

具による沈線紋を横位、斜位に施す。23は口縁部

破片で、横位に沈線を巡らせた区画内に斜位の沈

線を施紋する。28はやや膨らみをもつ胴部となり、

半歓竹管状工具による平行沈線紋を縦位に密に施

[l]弥生時代以前

し、空間内に C字状爪形紋を V字状に施紋する。

29~46は早期前半沈線紋系土器に伴うと考えら

れる撚糸紋、縄紋施紋土器を一括した。29、30は

同一個体で、器壁5mmと薄手のつくりである。ロ

縁部から縦位に細かい撚糸紋 Rを施紋したのち、

口縁部に絡条体条痕を横位に施紋する。31~33も

同様に細かい撚糸紋 Rを縦位、斜位に施紋する。

34・35は同一個体で斜位に撚糸紋 Lを施す。36・

37は浅い撚糸紋を斜位に施紋する。38・39も同一

個体。斜位に撚糸紋 Lを施すが、間を磨り消すこ

とによって縦位帯状施紋を意識した構成としてい

る。40はやや鋭角な内削ぎの口唇部となる口縁部

破片で、まばらに縦位施紋する。原体は Rと思われ、

口唇部にも施紋される。胎土に繊維を含み、内面は

ナデ整形痕を残す。41~43は同一個体で撚糸紋と

縄紋を併用している 。RLを横位施紋した下に撚糸

紋 Rを縦位施紋している。44~46は縄紋施紋のも

のである。44は口縁部破片で器壁は薄い。RLを施

す。45もRLを施紋する。46は緩やかな波状口縁

を呈す口縁部破片である。おそらく 4単位と見られ、

波頂部下に瘤状貼付紋を施す。口唇部は内削ぎで内

面に稜を形成する。口縁部に LRを横位施紋して沈

線で画し、沈線以下は RL、LRの2種を用いて縦位

帯状施紋する。

47~57はやはり早期前半沈線紋系土器に伴うと

考えられる無紋土器を一括した。48が角頭状、 55

が内削ぎのほかは、概ね丸頭状の口唇部形態となる。

器面調整は大半がナデによるものと思われ、顕著な

擦痕は見受けられない。47には浅い沈線状の紋様

が看取される。56・57は底部付近の破片で器壁の

厚さから田戸下層式併行であろう 。

58~62 は花積下層式である •O段多条の RL 、

LRを縦位、斜位に施紋する。58・59は同一個体。

63~65は関山 II式である。63は組紐圧痕を上位、

0段多条 RLを下位に柚位施紋する。64は直前段合

撚による羽状構成。65はLR、RLの羽状構成である。

66は黒浜式で、 RL縄紋を横位施紋する。

67は諸磯 c式で、集合沈線を横位に施し、貼付
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

紋を 2条縦位に施す。

68はやや内湾する口縁部で、内削ぎの口縁部を

呈す。横位平行沈線による区画内に RLを充填し、

縦位に平行沈線を施す。中期初頭に位置づけられよ

゜
、つ

69は焼町類型。斜位に隆線を貼付し、隆線に沿っ

て平行沈線、弧状沈線を施す。

70は内湾する口縁部で 2条の隆線を施す。中期

中葉か。

71~73は三原田タイプ。縦位 RL縄紋を地紋と

し、沈線を垂下させる。

74~76は堀之内2式である。74は平行沈線を斜

位に施し、 RL縄紋を充填施紋する。75は横位平行

沈線間に RL縄紋を縦位、斜位に充填施紋する。76

は平行沈線により無紋部を画し、紋様帯内は弧状の

意匠を描く 。

77は加曽利 B3式である。推定口径22.0cm、現

存器高 19.5cmを測る。胴部上半に膨らみをもち、

頸部でくの字状に開く器形となる。口縁部は小突起

を連ねる波状口縁を呈す。頸部の無紋帯を挟んで口

縁部に矢羽根状沈線、胴部上半に斜格子状沈線を施

し、胴部下半は無紋となる。内面はミガキがかけら

れ、光沢をもつ。 （橋本）

第8表 3区遺物包含層出士士器の型式別一覧 （点）

縄紋 弥生

早期 前期 中期 後期 中 後

押 田 沈 沈 小 花 関 黒 諸 小 焼 一削 中 後 初 堀 加 縄 栗 樽 不

型 戸 戸 線 線 片 積 山 浜 磯 片 町 原 葉 葉 葉 頭 之 曽 紋 林 明

紋 下 紋 紋 下 田 内 利 晩

系 層 併 併 層 B 期

行 行 か

撚 無 ら

糸 紋 弥

縄 生

紋 中

期

初

頭

78 1 44 75 65 75 47 ， 1 5 10 1 8 1 l 5 5 3 1 18 1 1 26 

338 72 16 ， 19 27 

435 46 

481 

※数贔は、掲載遺物と未掲載遺物を合わせた数
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[l]弥生時代以前
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弥生士器
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[l]弥生時代以前
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第116図 3区遺物包含層出土弥生土器（2)

3区遺物包含層弥生士器観察表 （第115• 116図、 PL95• 96) 
No 器種 遺存状態 特徴など

1 宮ギ 頸～肩1/4
文様は頸部に一条の太い横沈線。弥生前期の在地系壺。外面はササラ状具による縦ハケメ、頸部は横ヘラナデ。

内面は横ケズリ 。裔 91cm残。

2 甕 頸～肩1/4 弥生時代前期。内外面とも粗い斜位～横位条痕。高 84cm残。

文様は口縁に山形突起を付け、この部分に U字状の沈線、口縁下に 1条横線。肩部は上位2条、下位3条の横沈

3 甕 口縁～肩
線で区画し 2条の斜行沈線で三角連繋文を描く 。交点には 1条の短沈線で刻む。沈線は断面が半円形であること
から、丸棒状具と考えていいだろう 。外面は口縁～肩横ミガキ、体は斜条痕。内面は横ケズリ、ナデ。弥生時代

前期。

4 甕 胴部片 3と同一個体か。弥生時代前期。

5 甕 3と同一個体か。弥生時代前期。

6 甕 口縁部
弥生時代前期。文様は口縁一条沈線。肩部上位4条、下部3条以上の横線区画の中間を 2条の斜行沈線で切って
三角連繋文を構成すると思われる。外面は口縁ヨコナデ、体部斜条痕。内面は横位ナデ。高 100cm残。

7 甕 口縁～胴 1/4
器形は弥生時代前期の条痕甕に近似する。また体部における横位縄文は中期中葉の池上式や中期後半の在地系に

もみ られるが、前期と捉えておく 。外面は口縁ヨコナデ体部横位縄文、内面は横位ミガキ。高 115cm残。

8 深鉢 口縁～胴 1/5
文様は口縁に植物茎状具による二本平行沈線。ただし一本づつ描く 。外面は斜位細密条痕 （板状具か）内面はサ

サラ状具による粗い条痕。高 13.4cm残。弥生時代前期。， 甕 口縁～肩 2と同様。高 98cm残。弥生時代前期。

10 深鉢 口縁片 8と同一個体か。高 105cm残。弥生時代前期。

11 不明 肩部片 粗い横条痕。弥生時代前期。

12 宰- 肩部片 斜条痕。内面は横ケズリ 。弥生時代前期。

13 壺か 頸部 粗い横位条痕。弥生時代前期。

14 不明 肩部片 粗い横条痕。内面炭化物付着。弥生時代前期。

15 不明 体部片 外面は横ケズリの後縦条痕。内面は横ケズリ 。弥生時代前期。

16 不明 体部片 体部粗い斜条痕。弥生時代前期。

17 不明 体部片 体部斜細密条痕。弥生時代前期。

18 不明 体部片 体部斜細密条痕。弥生時代前期。

19 不明 胴部片 胴部 縦の細密条痕。弥生時代前期。

20 不明 底部付近 底部付近 細密条痕。弥生時代前期。

21 不明 底部 底部縦条痕。嵩 42cm残。弥生時代前期。

22 
空一 屑部片 頸部沈線区画。 胴部縄文 (LR)。 時期特定できない。

23 壺か 不明 中位に太沈線で横位区画、上位に縄文 (LR)、下位は縦条痕。時期は特定できない。

24 甕 頸部片 斜線充填 鋸歯文か。弥生時代前期～中期前半。

25 不明 底部 底部 縦 条 痕。高 27cm残。

26 壺か 胴部 連弧状沈線区画の磨消縄文。弥生時代中期中葉。

27 空士 頸部片 頸部簾条文。弥生時代後期樽式。
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5.出士石器類について

概要

805点の石器・石片類が出土した。剥片生産関連

資料が 631点 (78.4%)と圧倒的多数を占める。組成

的には、磨石等の礫石器を 29点含む加工具類が 96

点と主体を占めており、概して石鏃や石斧類の出土

は少ない。

既に述べた通り、 3区遺物包含層では縄文早期の

土器を主体に、早期から中 ・後期、さらに弥生前期

から中・後期の土器が混在して出土した。より後出

の型式の土器については集中域を形成する傾向が指

摘できそうだが、石器については特に集中分布する

ような傾向が指摘できないことから、第9表に示し

た器種組成については、縄文早期から弥生後期に至

る間の累積的組成を示している可能性が高い。また、

石器石材の選択傾向については、剥片系石器と礫石

器に大別して以下に記載した。

剥片系石器 （第120・121図、 PL99)

剥片系石器721点中、 517点の石材が黒色頁岩で

ある。黒色頁岩は石鏃等の小形石器から大形の打製

石斧まで多種多様な器種に用いられ、極めて選択率

の高い石材であった。加工量の多い石鏃から 、強い

衝撃を受ける土掘り具・伐採具にまで多様な石器の

素材として黒色頁岩を用いたのは、黒色頁岩の有す

る石材性状に起因する可能性が強い。

黒色頁岩の石材採取地を利根川上流域に求めるか、

遺物周辺の利根川中流域に求めるかの結論は保留す

るとしても、最も入手が容易で、石器製作に適した

石材であったということができよう 。

その他の石材では、頁岩・珪質頁岩・黒色安山岩・

黒曜石・チャートの選択が目立つ。同様な視点で石

器石材と製作器種の対応関係を見ると、石鏃等の小

形石器には黒曜石やチャートなどの鋭利に割れる石

材を用いていることが分かる。これらについては剥

片類が安定的に存在しており、石鏃や削器類の素材

として自己消費した可能性が強い。黒色頁岩を多用

する反面、黒色安山岩の使用頻度が相対的に低下す
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るという石材選択の傾向は、利根川流域の他の縄文

期遺跡と同様であった。

打製石斧については石材7種類を確認した。器種

組成が累積的所産であることは既に述べたとおりで

あり、打製石斧の石材7種も特定集団の石材選択を

示してるわけではない。ただし石材7種が石斧の機

能を満たす石材性状を備えていたことだけは断定し

ていいだろう 。打製石斧には、頁岩類のほかに灰色

安山岩 ・細粒輝石安山岩・変質安山岩といった 3種

類の安山岩類を用いていた。打製石斧に黒色安山岩

を用いるということはないが、灰色安山岩や変質安

山岩は、 黒色安山岩に比べて結晶化が進んでいない

ために衝撃に耐える石材となり、打製石斧の素材と

して採用されたのではないだろうか。

加工痕ある剥片・使用痕ある剥片等については、

これらを製作する目的で剥片生産したというより

も、他器種製作に伴い生じた剥片類の中から形状の

良好な剥片を選択、石器素材としたものと理解して

いる。

礫石器 （第 119・120図、 PL98)

出土した礫石器には凹石や磨石があるが、凹石の

表面には磨り面が、磨石の小口部分には打痕を有す

るものが多く、機能的には複合しているようである。

ここでは凹部を有するものを凹石に、磨り面を有す

るものを磨石に分類した。

礫石器26点中20点は粗粒輝石安山岩等を石材と

している。その他の石材では、石英閃緑岩や疑灰質

砂岩を使用している。礫石器についてはその使用目

的に応じた石材選択が明確で、凹石・磨石には粗粒

輝石安山岩等の多孔質石材を用いていた。多孔質で

あるということが石材選択の際の要件であったとい

うことができるだろう 。

素材となった礫は利根川中流域に豊富に見られ、

約1.5km離れた利根川から採取した礫と判断できよ

ヽ

つ。

打製石斧 （第118図、 PL97)

短冊状を呈する典型的な打製石斧（30~32・35

など）が多く出土している他、分銅状に近い打製石



斧 （37・39)や、棒状の石器基部から幅広の刃部が

付いたような石鍬的なもの (34)まで、多様な石斧

が出土している。

使用石材の多様化については、既に述べたとおり

である。細粒輝石安山岩の多用についても、この種

の石材が剥片石器に用いられるということが少ない

ことから見て、灰色安山岩同様に激しい衝漿にも耐

える石材であったという説明が可能ではないかと考

えている。細粒安山岩製の石斧については、剥片類

が出土していないことから、交易等で入手したのか

は不明であるが、搬入石器であることは理解できよ

゜
、つ

石鏃 （第117図、PL96)

出土した石鏃は凹基無茎鏃である。両面加工製の

石鏃が4点 (3~5・7)あるほか、周辺加工 した石鏃

が 3点(l• 2 • 6)ある。3・5は黒曜石製、 4が黒色頁

岩製、残る 4点がチャート製の石鏃である。3の先

端部には衝摯剥離痕様の剥離痕が残る。周辺加工 し

た石鏃はチャート製で、3点とも薄身であるという

点で共通していた。これでも使用できるのだろうが、

先端強度に不安を残す石鏃であるということだけは

確かである。4は石器基部を深く U字状に扶り込ん

でおり、早期後半段階特有の形態的特徴を示してい

る。

石匙 （第117図、 PL96)

横型石匙・縦型石匙が各l点出土 している。2点

とも剥片の周辺部を粗く加工 している程度で、粗製

石匙の典型例である。

削器類（第117・118図、 PL96• 97) 

削器16点、加工痕ある剥片38点、使用痕ある剥

片10点の 55点が出土している。加工痕ある剥片に

は削器的機能を有するものもあるが、加工意図の不

明な石器も含んでいる。機能不明な石器を含んだま

まで削器類として同一視するのは問題があるかもし

れないので今後の課題としたい。

剥片は、縦長 ・横長・幅広剥片の 3種に大別し、

加工部位が側縁なのか、剥片端部なのかを観察 した。

以下に、剥片形状と加工部位、及び、使用部位の観

[l]弥生時代以前

察結果を記す。

12・20・27などの縦長剥片は左右の側縁に、 13・

21などの横長剥片は剥片端部に加工部が集中する

ことが判明した。多様な形状を含む幅広剥片の場合

には加工部位は剥片形状によ ってさまざまだが、台

形状剥片などには側縁から端部に連続的剥離を施す

場合が多い。

25・29は、大形の横長剥片を用いたものである。

刃部は剥片端部の直線的縁辺が有力だが、加工は剥

片の打面側に偏っている。この加工はバルブ除去を

目的としたものであり 、刃部作出の加工とはいえな

いため、技術形態学的には削器に分類するのは妥当

ではない。

47は、裏面側を礫面とした分割礫を石器素材に

用いて、両側縁を裁ち切るよう剥離したのち、石器

下縁に掻器的刃部を作出したものである。

153 



第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

第9表 3区包含層 器種・ 石材集計表数量 （点）
狩猟具 加工具 石斧 礫石器類 剥片生産関連 礫類

石鏃 石匙 削器
加工痕 使用痕 打製石 三角錐 スタンプ

磨石 敲石 砥石 石核 剥片 砕片 完礫 欠礫 礫片
計

ある剥片 ある剥片 斧 形石器 形石器
凹石

黒色頁岩 1 1 11 31 10 6 1 27 282 179 3 552 

頁岩 19 18 37 

砂岩 1 1 2 1 5 

黒曜石 2 37 39 

凝灰質砂岩 1 1 

赤碧玉 1 1 2 

硬質泥岩 2 1 3 

ぎょくすい 1 1 

硬質頁岩 1 1 2 

珪質頁岩 1 1 1 ， 4 1 17 

チャート 4 1 3 1 11 14 34 

黒色安山岩 1 4 2 28 8 2 45 

灰色安山岩 1 1 

ホルンフェンス 1 1 1 1 4 

粗粒輝石安山岩 5 10 5 1 1 3 10 15 50 

細粒輝石安山岩 5 1 6 

変質安山岩 1 1 1 1 1 4 ， 
変質玄武岩 2 1 1 4 

変質輝緑岩 I 1 

珪質変質岩 1 1 

ひん岩 J 1 2 

輝緑岩 1 1 

閃緑岩 1 1 

石英閃緑岩 2 1 3 

溶結凝灰岩 I 1 

計
7 2 17 39 11 17 1 1 5 13 7 1 31 355 266 6 20 23 

7 
822 

69 17 28 652 49 

第10表 3区也含層 器種・石材集計表重量（釦
狩猟具 加工具 石斧 礫石器類 剥片生産関連 礫類

加工痕 使用痕 打製石 三角錐 スタンプ
礫片

計
石鏃 石匙 削器

ある剥片 ある剥片 斧 形石器 形石器
凹石 磨石 敲石 砥石 石核 剥片 砕片 完礫 欠礫

黒色頁岩 06 24.1 11135 16272 5010 12293 213.0 51910 7906.4 6023 3054 187137 

頁岩 58.6 191 777 

砂岩 19.5 77.6 205.2 316 333.9 

黒曜石 12 24.9 2 6.0 

凝灰質砂岩 738.0 738.0 

赤碧圭 1265 13 1278 

硬質泥岩 394.6 181.8 576.4 

ぎょくすい 01 0.1 

硬質頁岩 14.3 1.0 153 

珪質頁岩 44 121 366 145.0 4.9 6.1 209.0 

チャート 12 9.3 28 61.0 8.2 82.4 

黒色安山岩 13.0 1076 339.7 7177 167 470.0 1664.8 

灰色安山岩 295.0 143.8 438.8 

ホルンフェンス 185.0 22.0 1306 254 3631 

粗粒頼石安山岩 1920.0 65030 3023.0 124.4 65.1 10544 33779 216.6 162844 

細粒籍石安山岩 362.6 2.9 365.4 

変質安山岩 67.4 624.0 3150 0.8 3380 320 1377.2 

変質玄武岩 470.5 800 80.0 6305 

変質輝緑岩 3.2 32 

珪質変質岩 11 11 

ひん岩 676.0 140.8 8168 

難緑岩 367 367 

閃緑岩 765.0 765.0 

石英閃緑岩 1063.0 356.0 1419.0 

溶結凝灰岩 0.0 

計
2.9 28.5 18477 19290 503.8 24919 2130 624.0 1920.0 8232.0 4086.0 80.0 5781.6 91845 683.3 1524.4 5619.0 3149 

45066.3 
2.9 4309.0 2491.9 15155.0 15649.3 74582 
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[l]弥生時代以前
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物
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[lJ弥生時代以前
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[l]弥生時代以前
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第121図 3区遺物包含層出土石器 (5)

3区遺物包含層出士石器類計測表

No 種類・器種 出土位置 石材 計測値（単位 cm、g)

1 石鏃 085 -565 チャート 長1.3 幅 11 厚 0.15 重 015 

2 石鏃 080 -570 チャート 長 12 幅 0.9 厚 0.20 重 014 

3 石鏃 080 -565 黒曜石 長 20残幅 17 厚 0.30 重 062 

4 石鏃 080 -570 黒色頁岩 長 18残幅 14 厚 0.35 重 056 

5 石鏃 085 -570 黒曜石 長 15 幅 15 厚 0.30 重 055 

6 石鏃 095 -565 チャート 長 14 幅 13 厚0.20 重 028 

7 石鏃 080-560 チャート 長 22 幅 12 厚 0.45 重 060 

8 石匙 085 -565 黒色頁岩 長 51 幅 60 厚 09 重 241， 石匙 珪質頁岩 長 45 幅 22 厚 05 重 43 

10 削器 090 -575 黒色頁岩 長 72 幅 99 厚 35 重 210.0

11 削器 085 -565 黒色頁岩 長 70 幅 79 厚 18 重 1165

12 削器 085-570 黒色頁岩 長 67 幅 97 庫 28 重 1860

13 削器 085 -570 黒色頁岩 長 56 幅 97 厚 19 菫 1097

14 削器 085 -575 黒色頁岩 長 62 幅107 厚 29 重 1726

15 削器 硬質泥岩 長 61 幅 4.5 厚 17 重 286

16 削器 085 -570 硬質泥岩 長102 幅 99 厚 32 重 3660

17 削器 080 -570 黒色頁岩 長 46 幅 65 厚 23 重 747 

18 削器 チャート 長 34 幅 4.4 厚 10 重13.0
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No 種類 ・器種 出土位置 石材 計測値（単位 cm、g)

19 削器 085 -570 黒色頁岩 長 53 幅 50 厚 19 重 494

20 削器 黒色頁岩 長 45 幅 58 厚 13 重 336
21 削器 085-570 黒色安山岩 長 65 幅 68 厚 15 重 666
22 削器 085 -565 珪質頁岩 長 45 幅 31 厚 10 重 122 

23 削器 090-575 黒色頁岩 長 76 幅 44 厚 12 重 340

24 削器 100-555 砂岩 長 74 幅 31 厚 11 重 195
25 削器 095 -560 黒色頁岩 長 45 幅 82 厚 19 重 60.3
26 削器 黒色頁岩 長 42 幅 56 厚 15 重 322
27 加工痕のある剥片 090 -570 黒色頁岩 長 34 幅 13 厚 06 重 26 

28 加工痕のある剥片 075 -570 黒色頁岩 長 70 幅 27 厚 15 重 216

29 加工痕のある剥片 090 -570 黒色頁岩 長 37 幅 67 厚 22 重 562

30 打製石斧 細粒輝石安山岩 長 123 幅 4.9 厚 15 重 1362

31 打製石斧 080 ~ 570 変質安山岩 長 89 幅 39 厚1.5 菫 674

32 打製石斧 080 -560 細粒輝石安山岩 長 94 幅 40 厚 14 重 656

33 打製石斧 090-575 変質玄武岩 長156 幅 69 厚 28 重 3400
34 打製石斧 黒色頁岩 長158 幅113 厚 39 重 336

35 打製石斧 075-570 変質玄武岩 長 106 幅 52 原 20 重 1305
36 打製石斧 090 -575 細粒輝石安山岩 長 74 幅 52 厚 12 重 505
37 打製石斧 080 -560 黒色頁岩 長 110 幅 7.0 厚 19 重 1859

38 打製石斧 黒色頁岩 長135 幅 70 厚 48 重 4480

39 打製石斧 灰色安山岩 長113 幅 70 厚 19 重 1438
40 打製石斧 085 -575 硬質泥岩 長 77 幅 74 厚 25 重 1818
41 打製石斧 085 -570 細粒輝石安山岩 長 92 幅 61 厚 10 重 737
42 打製石斧 085 -570 細粒輝石安山岩 長 42 幅 52 厚 15 重 366
43 打製石斧 黒色頁岩 長 53残幅 41残厚 10 重 262

44 打製石斧 085 -560 珪質頁岩 長 49残幅 49残 重 366
45 打製石斧 075 -565 黒色頁岩 長 69 幅 42 厚 12 重 332
46 三角錐形石器 085 -570 黒色頁岩 長 96 幅 47 厚 46 重 2130
47 三角錐形石器 085 -575 黒色安山岩 長105 幅 61 厚 47 重 295.0
48 スタンプ形 090-575 変質安山岩 長102 幅 88 原 44 重 624.0

49 凹石 080 -560 粗粒輝石安山岩 長 93 幅 85 厚 64 重 410.0

50 凹石 080 -570 粗粒輝石安山岩 長102 幅 89 庫 36 重 406.0

51 凹石 090 -575 粗粒輝石安山岩 長102 幅 82 厚 41 重 5030

52 凹石 080 -570 粗粒輝石安山岩 長 77残幅 92残厚 42 重 298.0

53 凹石 090 -575 粗粒輝石安山岩 長110 幅 62 厚 25 重 303.0
54 堪石 080 -570 粗粒輝石安山岩 長115 幅 97 原 45 重 788.0

55 磨石 090 -575 粗粒輝石安山岩 長 70 幅 66 厚 40 重 233.0
56 磨石 100 -555 ひん岩 長105 幅 70 厚 53 重 676.0

57 磨石 070 -570 粗粒輝石安山岩 長138残幅 70 厚 38 重 475.0

58 敲石 100 -555 石英閃緑岩 長115 幅 93 厚 42 重 661.0
59 敲石 085 -560 粗粒輝石安山岩 長114 幅 98 厚 32 重 545.0

60 敲石 095 -575 粗粒輝石安山岩 長143 幅 64 厚 59 重 8430

61 敲石 100-555 粗粒輝石安山岩 長106 幅 44 厚 92 重 641.0

62 敲石 090 -570 粗粒輝石安山岩 長103 幅 82 厚 42 重 586.0

63 敲石 095 -570 粗粒輝石安山岩 長 92 幅 76 厚 42 菫 408.0
64 敲石 085 -570 石英閃緑岩 長 117 幅 64 厚 34 重 402.0

65 砥石 変玄武岩 長 72 幅 44 厚 13 重 80.0

66 石核（接合資料） 090-575 黒色頁岩 長 10.6 幅10.0 厚 70 重 9560
67 石核 090-575 黒色頁岩 し 長 69 幅10.8 原 42 重 4310

68 石核 085 -575 黒色頁岩 長 67 幅129 原 47 重 3630
69 石核 075 -570 黒色頁岩 長 71 幅 79 厚 31 重 217.0

70 石核 090 -570 黒色頁岩 長 62 幅 85 厚 40 重 2250
71 石核 090 -570 黒色頁岩 長 56 幅 86 厚 37 重 1900
72 石核 100 -560 黒色頁岩 長 44 幅10.9 厚 31 重 1534
73 石核 090 -570 黒色頁岩 長 67 幅 61 厚 32 重 146.4
74 石核 085 -575 黒色頁岩 長 43 幅 75 厚 45 重 1570
75 石核 085 -570 黒色頁岩 長 57 幅 75 厚 3.0 重 1416

76 石核 085 -565 黒色頁岩 長 58 幅 63 厚 26 重 1116

77 右核 090 -570 黒色頁岩 長 41 幅 81 厚 38 煎 1021

78 石核 100-555 粗粒頼石安山岩 長 57 幅102 厚 22 重 1244
79 石核 085 -565 赤碧玉 長 55 幅 54 厚 37 重 1265

80 剥片（接合資料） 085 -570 黒色安山岩 長 75 幅 4.0 厚 15 重 427
81 剥片 （接合資料） 080 -570 黒色頁岩 長 61 幅 92 厚 17 重 741
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(3)遺構外出士遺物 （第122図、 PLlOO)

諏訪ノ木 V遺跡では、遺構に伴って出土したも

ので図化が可能な遺物については、それぞれの遺構

ごとに掲載したが、これ以外にも多量の遺物の出土

があった。この項であげる遺物は、上で述べた様な、

どの遺構にも属さない遺構外出土遺物である。遺構

外出土遺物の掲載は、遺構で出土した遺物より残存

率のよいものを選択することを基本とした。

縄紋土器

1は田戸下層式である。箆状工具による沈線紋を

横位、斜位に施紋する。2は早期前半に比定できよ

うか。口縁部に 1条の沈線を巡らし、沈線以下に

LR縄紋をまばらに施紋する。3、4は関山 I式。3

は角頭状の口縁部破片で、半歓竹管状工具による平

行沈線を 2条施す。4は集合沈線を斜格子状に施し、

円形刺突、瘤状貼付紋を施す。5、6は関山 II式。5

はループ紋 RL、LRによる羽状縄紋。6は直前段合

撚による羽状縄紋を施紋する。7は黒浜式で RL縄

紋に沈線を横位に巡らす。8~10は諸磯 b式。8は

口縁部破片で口唇直下から浮線紋を 3条横位に施

す。9はC字状爪形紋を横位、斜位に施す。10は

端部結節 RL縄紋を施紋する。11は諸磯 c式。集

合沈線を横位に施し、ボタン状貼付紋を付す。剥

落しているが、縦位の貼付紋の痕跡も観察される。

12は中期後半に比定できる縦位撚糸紋施紋土器で

ある。13、14は加曽利 E4式。 ともに緩やかな波

状口縁を呈し、 13は沈線、 14は稜により無紋部と

諏訪ノ木V遺跡 弥生時代以前遺構外出士石器類計測表
No 種類・器種 出土位置 石材

[lJ弥生時代以前

画し、 RL縄紋を施紋する。13は波頂部下に突起を

付す。15は後期初頭に比定しうる口縁部突起であ

る。16、17は同一個体で称名寺 I式に比定できよ

う。緩やかに外反する口縁部を呈し、刻みを付した

隆線により口縁部無紋帯を画す。隆線以下は微隆起

線による曲線紋様を施し、内外に列点を施す。 18、

19は堀之内1式。18は浅鉢の口縁部で、内面に隆

線を貼付する。19は縦位、斜位の沈線と磨消縄紋

で紋様を構成する。20は堀之内2式の口縁部破片。

平行沈線間に LR縄紋を施紋する。21は加曽利 B

式の注口土器で、沈線による紋様意匠となる。

6、13、18、19は1区、 1~ 5、7~11、14~17、

20、21は2区、12は3区の遺構外からの出土である。

（橋本）

弥生土器

1は弥生土器の壺の頸部片である。細い沈線区画

内に二段以上の櫛描波状文を施す。樽式に属するも

のであろう 。2は弥生土器の壺の頸部片である。櫛

描波状文の下に簾条文か横線文を施文する。整形は

外面ハケメ、内面ミガキである。樽式に属するもの

であろう 。1は 1区、 2は2区からの出土である。

石器

有舌尖頭器l点（1)、石鏃2点(2• 3)、石匙2点 (4・

5)、削器l点（6)、楔形石器1点（7)、打製石斧5点 (8

~12)、磨製石斧 1点(13)、石核1点 (14)が出土し

た。計測値は下表参照。

計測値 （単位 cm、g)

1 有舌尖頭器 3区遺構外 黒色頁岩 長 37残幅 14 厚 0.4 重 183 
2 石鏃 1区遺構外 黒曜石 長 18残幅 15 厚 04 重 058 

3 石鏃 2区遺構外 珪質頁岩 長 23残幅 20 厚 035 重 092 
4 石匙 2区遺構外 黒色安山岩 長 33 幅 24 厚 11 重 726 
5 石匙 2区遺構外 黒曜石 長 36 幅 54 厚 085 重 1326
6 削器 2区遺構外 黒色頁岩 長 97 幅 65 原 18 重 1128
7 楔形石器 2区遺構外 黒色頁岩 長 61 幅 57 原 14 重 588
8 打製石器 1区遺構外 黒色頁岩 長109 幅 50 淳 11 重 728， 打製石器 2区遺構外 里色頁岩 長 90 幅 46 庫 185 重 845
10 打製石器 2区遺構外 黒色安山岩 長133 幅 93 厚 21 重 3220
11 打製石器 2区遺構外 黒色頁岩 長 98 幅 5.4 厚 16 菫 845
12 打製石器 2区遺構外 灰色安山岩 長 71残幅 77残 厚 18 重 1239
13 磨製石器 1区遺構外 変質蛇紋岩 長103 幅 51 厚 23 重 2210
14 石核 1区遺構外 黒色頁岩 長105 幅 75 厚 48 重 4930
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物
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第122図 諏訪ノ木V遺跡弥生時代以前遺構外出土遺物図
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[2]古墳時代の遺構と遺物

[2]古墳時代の遺構と遺物

3区

2区

ー

諏訪ノ木V辿跡 古墳時代の遺構

概要

諏訪ノ木 V遺跡では、 Hr-FA下の旧地表面l

面と、 Hr-FP降下以降の古墳の周堀 l条、小石榔

1基の古墳時代の遺構を検出 した。

諏訪ノ木 V遺跡の古墳時代の調査は、 Hr-FP

上面、 Hr-FP下面、 Hr-FA下面で行ったが、

Hr-FP下面、 Hr-FA下面では、遺構は検出され

なかった。

Hr-FPは、谷地のみの残存であり、平坦地に

はほとんどない。対して Hr-FAは、厚さ 30~

120cmと遺跡全体に厚く残存している。Hr-FA

直下の面は Hr-FA降下時の様子をそのまま保存

しているのである。

3区 Hr-FA直下の面

（壁面に見える最下層の明るい土層が Hr-FA)
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

(1) Hr -FA下面 （第123~126図）

諏 訪 ノ 木 V遺跡では、Hr-FAが厚さ 30~

120cmと厚く残存していた。Hr-FA直下の面は、

Hr-FAが厚く堆積したために後の攪拌の影響を

受けていない。Hr-FA下は、火山災害当時がそ

のままパックされた所謂、旧地表面である。

諏訪ノ木 V遺跡では、ll,977mでHr-FA直下

の調査を行った。

Hr-FA直下の面は、竪穴住居や土坑などの遺

構が検出されなかった。現在の遺跡地周辺では、大

きな樹木が生える雑木林も見られる。発掘調査では

木の根の痕も検出されなかったことから、樹木が取

り除かれ、畠作などを行っていた可能性も考えられ

る。畝などが検出できなかったことから、放置され、

草地になっていた可能性も考えられる。
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第123図 1区 Hr -FA下面
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[2]古墳時代の遺構と遺物
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3 黒褐色土基本土層第1ll陪。

4 Hr-FA 基本土層第W府。
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第124図 2区 （南） Hr-FA下面
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第5章 諏訪ノ木V辿跡の追構と遺物
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[2]古墳時代の遺構と遺物

十100

-580 

＋ 

十060

-580 

十100

-540 

’,’、

¥ ¥’`` 

ロ ‘‘‘、 ――̀ 

+ -¥ ¥、¥¥
',‘、

＋
 

＋
 

十060

-520 

＋ 十040

-520 

゜
1:500 20m 

第126図 3区 Hr-FA下面

167 



第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

(2)周堀 ・小石榔

諏訪ノ木 V遺跡1区南端では、古墳の周堀と見ら

れる堀と、小石榔が検出された。

今回の調査で検出された古墳の周堀の主体部は

1981年に渋川市教育委員会によって既に調査され

ており、 『諏訪ノ木遺跡』(1981渋川市教委）で報

告されている。渋川市の調査以前、古墳主体部は、

桑畑により完全に埋没していた。用石が抜き取られ、

天井石、側石をはじめ古墳の上部は完全に破壊され

ていた。鉄製直刀 l振（第129図）と玉類が地元の人

によって採集され、諏訪ノ木の集会所に保管されて

いた。1981年の渋川市教育委員会の調査では、水

晶製の切子玉、石製砥石、 ガラス玉l点、 ガラス小

玉6点、鉄製耳環1点、鉄鏃、刀装具l点、 クサビ

形鉄製品 l点、鋲状鉄製品 1点など （第130図）が検

出された。諏訪ノ木遺跡1号墳は、 Hr-FPを掘削

しており、 6世紀後半以降に構築されたものと考え

られている。主体部は、東南方向に開口する横穴式

石室と確認されている。

1号周堀 （第128図）

周堀は、諏訪ノ木 V遺跡1区南部で検出された。

760-380グリッドに位置する。規模は上幅最大

3.23m、下幅約1.3m、確認面からの最大深92cmを

測る。周堀の断面は皿状を呈 し、埋土には Hr-FP

や、 Hr-FAが含まれていた。出土遺物はないが、

Hr-FA混土を掘削しており、 6世紀後半以降に構

築されたものと考えられる。

1号小石榔 （第127図、 PL51)

小石榔は、 1号周堀の東で検出された。752-

392グリッドに位置する。規模は、長軸 1.88m、短

軸1.04mの南北に長い隅丸方形を呈する。遺構確認

面から最大深30.5cmを測る。断面形は皿状を呈し、

床面はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。掘り

方の 8cm~24cm入ったところに側壁の石が見ら

れ、側壁内面の規模は1.46mx 0.58mの隅丸方形

を呈するものである。1層から 5層が埋没土である。

6層は側壁を設置する際の埋め土である。出土遺物

はないが、 Hr-FP混土を掘削しており、 6世紀後

半以降に構築されたものと考えられる。
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1区1号小石郭

1 暗褐色土やや締まる。粘性なし。Hr-FP、径0.5~2cm程の礫を多く含む。

2 暗褐色土締まりなし。粘性なし。径0.5~2cm程の礫を多く含む。

3 暗褐色土締まりなし。粘性なし。Hr-FAを多く含む。

4 II音褐色土 やや締まる。粘性なし。Hr-FP、径2~3cm程のやや大きな礫を多く含む。

5 暗褐色土 やや締まる。粘性なし。径3~10cm程の、角の丸い礫を多屈に含む。

6 暗褐色土 Hr-FA粒子と、 Hr-FP軽石の混土。

第127図 1号小石郭平面・断面図
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[2]古墳時代の遺構と遺物

1号小石椰，――9’――̀

ど：｀，‘ヽ—’’’

ゃキ ・ペ

キ

キ
ぶ

／ 

諏訪ノ木V遺跡／ 
道 ： 入（本報告古）

三
路

I 
1号墳（主体部）

、-
名 ／ 諏訪ノ木辿跡

(198]渋川教委）

らキ
0 ..... 

竺，

／
 A' 

Ji L=2 0 7.6 Om 」〗

ヘ1区1号周堀

1 暗褐色土締まり、粘性なし、表土。

2 黒褐色土やや締まり、粘性なし、 Hr-FPを多く含む。（径0.2

~1cm程度）

3 褐色土 やや締まり、やや粘性あり、 Hr-FA、Hr-FP

を多く含む。

4 褐色土 締まり、粘性なし、 Hr-FA、Hr-FPを多く含む。

(Hr-FPの径は 0.2~1cm程度のものが多いが、

10cm程のものも多くある。）

5 黒褐色土締まり、粘性なし、 Hr-FPを多く含む (Hr-FP

の径は 0.2~1cm程度のものが多いが、 10cm程のも

のも多くある。各陪に比べて、径の大きい Hr-FP

が最も多い。）

6 暗褐色土 やや締まり、やや粘性あり、径0.2~1cm程の Hr-FP

が多い。Hr-FA粒が最も多く、周堀埋土中では最

も締まりがある。

7 暗褐色土 やや締まり、やや粘性あり、 Hr-FPはあまり無い。

Hr-FA粒が多い。

0 1 : 120 5m 

第128図 1号周堀平面 ・断面図と周辺の遺構
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第2章 遺跡の立地と環境

1~10 鉄鏃

ぃ 11 刀子

12 • 13 鋲状鉄製品

14 楔形鉄製品

15~22 不明鉄製品
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第129図 諏訪ノ木集会所に保存されていた直刀と刀装具 第130図 諏訪ノ木遺跡1号憤出土の鉄製品と玉類

(1981「諏訪ノ木遺跡』渋川市教委） （1981『諏訪ノ木遺跡』渋川市教委）

170 



[3] 奈良 • 平安時代の遺構と遺物

[3] 奈良•平安時代の遺構と遺物
概要

゜
2区

言`

1 

諏訪ノ木V遺跡 奈良•平安時代の遺構

本遺跡の奈良•平安時代の遺構は、住居40 軒、

竪穴状遺構2基、土坑l基である。住居40軒は、 7

世紀後半から 10世紀後半に帰属する。

諏訪ノ木 V遺跡では、鉄関連遺物が数多く出土し

た。鉄関連遺物が出土した遺構に 1区2、3号住居、

2区3、6、7、10、11、13、18、21、23、26号住居、

3区l、4、5、7、9、10、12号住居、 2区1号土坑が

ある。遺構は 8世紀前半から 10世紀後半と幅広い。

特出すべき遺構に、 9世紀後半に比定される 1区3

号住居と 10世紀後半に比定される 3区7号住居が

ある。1区3号住居からは、ほぽ完形の鉄製紡錘車、

錐、締め金具、鍵といった鉄製品や、椀形鍛冶滓、

鉄塊、鉄床石などが出土し、鍛冶炉の可能性のあ

る遺構が検出された。本遺構の遺物を観察した穴澤

義功氏によると、遺構の中で精錬鍛冶の最終段階か

ら鍛錬鍛冶を行っていた可能性が考えられるとのこ

とである。3区7号住居からは、釘や U字状の鉄製

品や、鍛造剥片、椀形鍛冶滓、羽口などが出土し、

精錬鍛冶炉の可能性のある遺構が検出された。本遺

構の遺物を観察した穴澤氏によると、精錬鍛冶的な

要素が強く、 10世紀後半代の鍛冶のあり方を読みと

ることが出来る一括資料群であるとのことである。

また、竪穴住居には住居の寵を構築する際に、切

り出したニッ岳石を使用する特徴が見られる。ニッ

岳石には切り出して加工した際のエ具痕が観察でき

る。ニッ岳石の寵構築材としての利用は 2区25号

住居の出土例からわかる様に 7世紀後半代には既に

見られ、 3区4号住居に代表される 10世紀後半代の

寵にまで残る。1区2号住居は特にニツ岳石を利用

した寵の残存が良好で、焚口部がほぼ完存する。

羽釜は 10世紀代を代表する上野地域の煮炊具で

あるが、その器形・整形などでいくつかの型が設定

されている。本遺跡からはその中で吉井型、月夜野

型が見られ、 2区10号住居の様にそれぞれが共伴し

ている例も見られる。
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第131図 諏訪ノ木V遺跡奈良•平安時代の遺構(1)
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

(1)竪穴住居

1区1号住居（第133図、 PL52・101)

位置 780-417方位 N-90° -E 形状住居

の西部分が調査区域外になるため、全形は確認で

きなかった。面積測定不可能。 壁高 35cm重複

なし床面掘り方面を床面とする。床面は堅く締

まっていた。壁溝確認できなかった。 柱穴確認で

きなかった。 貯蔵穴確認できなかった。 寵 焚口

の両脇に袖石が設置されていたと思われる窪みが検

出された。燃焼部は幅58cm、奥行き 67cm。 遺物

寵から須恵器椀、土師器甕、床直から土師器甕、埋

土から須恵器杯、椀、 黒色土器椀、土師器甕が出土

した。実測可能な遺物が5個体ある。

所見本住居の時期は、出土遺物より 9世紀第4四半

期に比定される。

――什― bl 吋

[ 5 匙

8

4

 

泣 立

A L=210.30m 
表

01 

：り‘

o>¥ 

⇒仁―--立

土

叫

叫 o| 

．

．

 

g

G
 

立一
C L-209.90m 

c
 A' 三

1区1号住居

1 暗褐色土多量の Hr-FP、少祉の Hr-FAプロックを含む。

2 黄褐色土多贔の Hr-FP、多批の Hr-FAを含む。

3 暗褐色土多蓋の Hr-FP、Hr-FA、炭化物粒、焼土粒を含む。

4 暗褐色土多最の Hr-FP、黒褐色プロ ックを含む。

゜
1: 60 2m 

1区1号住居竃

1 暗褐色土多量の Hr-FP、少址の炭化物粒を含む。

2 暗褐色土多量の Hr-FP、多拭の炭化物粒・焼土粒を含む。

3 暗褐色土多絨の Hr-FPを含む。粘性 ・締まりあり 。

（壁材の崩落か）

4 暗褐色土 Hr-FAプロ ック、少拭の Hr-FPを含む。

0 1 : 30 lm 

＼ □`三—ー／

4
 

゜
1 : 3 10cm 

第133図 1区1号住居・寵 平面 ・断面図、出士遺物図
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[3] 奈良•平安時代の遺構と遺物

1区1号住居出士遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No. 器種 遺存状態 (cm) ③色調

1 
第133因 黒色土器 埋土 ロー 高 35残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。内外面黒色

PL -101 椀 体～底部1/4底 (50) 高台一 ③灰白色 処理、外面の黒色は磨滅。

2 
第133図 須恵器 カマド 口ー 高 29残 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。高台は貼付。

PL -101 椀 体～底部 底 75 商台 73 ③灰白色

3 
第133図 須恵器 + 10 口(140)裔 28残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。

PL -101 杯・椀 口～体部1/6底ー 古向ムロ ― ③灰色

4 
第133図 土師器 + 30 口(160)高 76残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り 。内面はヘラナ

PL -101 甕 口～肩部片 底ー ③明褐色 Tー•o 

5 
第133図 土師器 床直 口(19.2)高 73残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り 。内面はヘラナ

PL -101 甕 口～肩部1/4底ー ③褐色 Tヤー｀o 

1区2号住居（第134~136図、 PL53• 101) 

位置 784-414 方位 N-79 ° -E 形状 長軸

3.40m ・短軸2.90mで長軸を南北にもつ長方形であ

る。面積 7.44rrl壁高 56cm 重複 なし 床面 掘

り方面から厚さ 7cmの埋め土を施して平坦な面を

造る。床面は凹凸なく、平坦で整っている。掘り方

面は、住居南東が深く掘り込まれていた。壁溝な

し柱穴確認できなかった。貯蔵穴確認できな

かった。掘り方面で検出された南東角の掘り込みが

bl 

三
叫

A
- ◇

p

 

4
 彎

叫
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2（嬬

＾

い

）
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n
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e
 

｀
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。

D
 

A L-210.30m 叫

二
B L=210.30m B

 

貯蔵穴であった可能性もある。寵東壁の南側に設

置。袖や天井の補強用の礫、支脚が設置した状態で

残存。支脚 ・袖は縦長の加工痕のない安山岩、焚口

天井部は加工痕のあるニツ岳石を使用している。燃

焼部は幅35cm、奥行き 74cm。焚口は幅44cm、高

さ22cmである。煙道は幅27cm、奥行き 12cmで

緩やかに立ち上がる。遺物 床直から土師器小型甕、

甕、埋土から須恵器杯、椀、甕、灰釉陶器、鍛造の

管状鉄製品、椀形鍛冶滓、籠から所謂「コ」の字口

ヽ

A

l
 

bl 

叫

A

l
 

A
-

パ 叫

1区2号住居

l 暗褐色土多量の Hr-FP、Hr-FAプロックを含む。

2 暗褐色土少量の Hr-FP、Hr-FAブロック、黒色粘質プロック

を含む。

3 暗褐色土 Hr-FAプロソク、黒色粘質プロックを含む。締まり

あり 。

゜
1 : 60 2m 

第134図 1区2号住居 ・掘り方 平面 ・断面図
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

縁の甕、鍛冶滓が出土した。実測可能な遺物が8個

体ある。所見寵の焚口部が良好な状態で検出され

た。焚口幅・商さを推定する好資料である。本遺構

から鍛冶工房に関連する施設は検出されなかった。

埋土中から鍛造の管状鉄製品、椀形鍛冶滓、鍛冶滓

が出土したが、本遺構と直接関わりを持つ遺物では

なく、他遺構から混入した可能性が高い。寵右袖脇

から出土した礫2点は、床直上から出土したが、床

面に設置した痕は確認されなかった。住居廃絶時に

混入したか、寵上部を構築していた礫が崩落した可

能性が高い。本住居の時期は、出土遺物より 9世紀

第4四半期に比定される。

吋 叫 叫

c
 

叫

C L-210.00m 
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邑
0 ゚
――・i 
CJ 

』

吋

C' 

0 1 : 30 

゜

c
 

．旦

叫

4 

lm 

1区2号住居瑚

1 暗褐色土住居の 2層と同じ土層。

2 暗褐色土 Hr-FP、多賊の焼土・炭化物粒を含む。

3 暗褐色土微盤の Hr-FP、少屈の焼土・炭化物粒を含む。

4 黒褐色土 Hr-FAプロックを多く含む。粘性ややあり 。

（袖石を固定した土附）

5 暗褐色土住居の 3層と同じ土層。

6 褐灰色土 Hr-FAを鼈内に貼った土層。

7 黒褐色土 Hr-FPを多く含む。

8 褐灰色土多益の Hr-FPを含む。

\—□-/ 

3
 

］
 

ロ¥[l
 

゜
1 : 3 10cm 

第135図 1区2号住居寵平面・断面図、出土追物図 (1)
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第136図 l区2号住居出土遺物図 (2)

1区2号住居出士遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版 No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第135図 須恵器 埋土 口(160)高 31残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。内外面の色調の違いは焼成時の
1 PL -101 杯・椀 口縁 底一 ③灰白色 重ね焼き痕か。

2 
第135図 土師器 床直 口 199 高 90残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナテ。胴部はヘラ削り 。内面はヘラナ
PL ~ l 01 甕 口～肩部2/3 底一 ③にぶい橙色 ァ―̀。

3 
第135図 土師器 床直 口(122)高 98残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り 。内面はヘラナ
PL -101 小型甕 口～肩部1/6 底ー ③褐色 ァ―ゞ。

第135図 須恵器 + 29 口一 高 93残 ①砂粒 ②還冗焔 やや硬質。器肉厚い。内面横ナデ、外面ナデ。
4 PL -101 甕 胴下～底 1/6 底（202) ③灰色

第136図 叢構築材 カマド 長51.4 幅192 ニッ岳石 （石材） 4面加工而、2面自然面の鼈構築材。被熱痕のある面 1面 （下
5 PL -101 天井石 庫 138 重161kg 面）。

No 
挿図 No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版 No 計測値 (cm)

第136図 鉄製品 ①216 g + 14 厚さ 15mm程の薄板を管状に折り曲げて成形した鉄製品。外面には重ねの部分
PL -101 鍛造品 ②6 長50 幅14 が直線状に残されている。完形品で、表面の一部が僅かに剥離している程度で

6 管状 ③特L(*) 厚02 ある。長軸方向に向かい筋状の放射割れが発達し始めている。内径は 8mmを測

る。孔部は貰通しているが、内部に土砂が残ったまま保存処理がなされている

ため、見かけ以上に重贔がある。用途と してはエ具等の締め具であろうか。

①重最②磁着度③メタル度
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

No 
挿図 No 種別

①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版No 器種 計測値 (cm)

第136図 鍛冶滓 ①325 g カマド 左側の側面に軽石片が固着した含鉄の鍛冶滓片。滓は小振りの椀形で、右側へ

PL -101 （極小、含鉄）②4 長径57 短径3490゚ 程倒れた形とな っている。従って、本来の上面は現在の右側面となる。
7 ③H(O) 厚26 左側の下面は浅い皿状である。中核部には含鉄部がやや広がりを持って残さ

れている。極小の含鉄の椀形鍛冶滓の可能性も残る。

第136図 椀形鍛冶滓 ①359 g + 10 不定形な形状をした重層ぎみの含鉄の椀形鍛冶滓。上下面や側面が部分的に

PL -101 （小、含鉄、 ②7 長径88 短径71生きており、上面の滓の左側側部が破面となっている。滓は上中下の三層か

8 
重層） ③H(O) 厚63 らなっており 、下手側の 2面の滓の下面は粉炭痕を残す椀形滓の下面となっ

ている。逆に浅い皿状の上面は上半の 2面のみに認められる。この上面にも

粉炭痕が全面に残されている。滓は緻密で、気孔はやや少ない。滓質は上中

下共に大差ない様に見えるが、磁着は上面に向かって順次強くなる。

①重最②磁倍度③メタル度

1区3号住居（第137~140図、 PL54 • 5 5 • 1 0 1 • 1 0 2) 

位置 783-409方位 N_87° -E 形状長軸

3.91m・短軸2.47mで長軸を南北にもつ長方形で

ある。 面積 6.87 rrl壁高 59cm重複なし 床面

掘り方面から厚さ 22cmの埋め土を施して平坦な面

を造る。床面は凹凸なく、平坦で整っている。住居

中央やや南で灰層が検出された。灰層の下は土坑状

に掘り窪められていた。底部は還元状態であったと

の調査所見を得た。掘り方面は中央部分が高く、寵

周辺から南壁にかけてと、北壁周辺が大きく窪む。

壁溝確認できなかった。柱穴確認できなかった。

貯蔵穴住居の南東隅に設置。住居南東角の壁を大

きくえぐる特殊な構造である。深さ 19cm、長軸

68cm、短軸64cmの楕円形を呈す。埋土に焼土粒．

-409 

土
l • • 12 
32. • • _ • 2 

• 26 27 

回 にI4 

． 3 

A
_
 

I 灰 I
＼ ／ 

¥--/‘ 

v,
 

叫
A L=209.60m 

炭化物粒 •Hr - FA ブロックを含む。 寵東壁の中

央よりやや南側に設置。燃焼部は幅44cm、奥行き

48cmで、壁内に袖部を検出。遺物 床直から鉄製

の紡錘車、鉄床用台石、土師器杯、須恵器杯、土師

器甕、床直や埋土から多数の鉄製品、椀形鍛冶滓、

含鉄鉄滓、鍛冶滓、埋土から須恵器杯、須恵器椀、

寵内から土師器甕が出土した。鉄床用の台石は、打

痕や被熱痕、鉄の付着が認められ、南壁際に据えて

ある状態で出土した。鉄製紡錘車は円盤も軸も良好

に残存するほぼ完形品である。以下に鉄関連遺物か

らみた穴澤氏による所見を掲載する。

3号住居の遺物構成は、不定形な含鉄鉄滓と 、小

形の椀形鍛冶滓の破片、さらに極小形の椀形鍛冶滓、

B L-209.60m B' 
7 

A' 
一

1区3号住居

1 暗褐色土 Hr-FP、Hr-FAを含む。

2 暗褐色土 Hr-FP、Hr-FA、黒色粘質プロックを含む。

3 灰層

4 暗褐色土 Hr-FAプロック、 Hr-FPを含む。締まりあり 。

5 黄褐色土 Hr-FAプロック、 Hr-FP、砂礫を含む。締まりあり。

6 黒褐色土 Hr-FP、Hr-FAプロックを含む。締まりあり 。

△ 

゜
1: 60 2m 

第137図 1区3号住居平面 ・断面図
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[3] 奈良 •平安時代の遺構と遺物

加えて小塊状の鍛冶素材の遊離片と考えられる資料

が複数認められる。鉄製品としては、刀子未製品が

3点、故鉄としての刀子片が 1点、さらにほぼ完成

品である錐、紡錘車、締め金具、鍵の可能性を持つ

不明鉄製品が含まれている。また、未確定であるが

金槌の頭部の可能性を持つ資料も 1点確認され、こ

うした遺物構成から見ると、滓分を含む鉄塊や、故

鉄を素材にした精錬鍛冶の後半段階から鍛錬鍛冶に

至る工程を含む鍛冶工房のセットとして矛盾はな

い。床面中央よりやや南によった位置にある灰層と

記録されている部分は、鍛冶炉である可能性が極め

て高く、それに接するように鉄床石と土坑が検出さ

±-409 I 回
783 

c
 
__ A
 

叫
|に

叫叫

れている。

所見鉄製品、椀形鍛冶滓、含鉄鉄滓、鍛冶滓、鉄

床用台石の出土、炉の可能性のある灰層の検出から

本遺構は鍛冶工房施設として機能していた可能性が

高い。鉄製品はこの工房で作成された製品、未完成

の製品、製品作成のための原材料（故鉄）が含まれ

ているようである。また、貯蔵穴とした住居南東の

土坑は、壁を大きくえぐる特殊な構造で、単純に貯

蔵穴と考えられないかもしれない。本住居の時期は、

出土遺物より 9世紀第3四半期に比定される。
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1: 60 2m 

1区3号住居瑚

1 黒褐色土多贔の焼土粒・炭化物を含む。

黒褐色土少最の焼土粒、多最の炭化物粒を含む。

暗褐色土多屈の焼土粒、多屎の炭化物粒を含む。

4 褐色土 少最の Hr-FPを含む。粘性、締まりあり 。

（寵を構築した粘土の崩落土か）

5 褐色土 多批の Hr-FP • Hr -FAを含む。締まりあり 。

（貼り床）

6 黒褐色土 多最の Hr-FAプロックを含む。

゜
1 : 30 lm 

第138図 1区3号住居掘り方・寵 平面・断面図
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第139図 1区3号住居出土遺物図 （1)
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

1区3号住居出上遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値

図版No 器種 遺存状態 (cm) 

1 
第139図 土師器 床直 口(120)高 33
PL -101 杯 1/2 底ー

第139図 須恵器 + 32 口 132 高 4.3
2 PL -101 杯 ほぼ完形 底 76

第139図 須恵器 床直 口ー 裔 28残
3 PL -101 杯 体～底部1/5 底 6.4

4 
第139図 土師器 床直 口 116 高 136
PL -101 甕 1/2 底 4.8

第139図 土師器 カマド 口(20.4)高 172残
5 PL -101 甕 体～胴部1/6 底ー

6 
第 139図 土師器 床直 口20.4 高 240残
PL -102 甕 口～胴下部 底一

7 
第 139図 土師器 床直 口(192)高 165残
PL -102 甕 口～胴部1/5 底ー

8 
第 139図 裔構築材 カマド 長297 幅230
PL -102 天井石か 厚174 重92kg

No 
挿図 No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

図版 No 計測値 (cm)

第140図 鉄製品 ①730 g 床直

PL -102 鍛造品 ②9 軸長 308
紡錘車 ③特L(*) 円盤径 56

， 

第 140図 鉄製品 ①37 g + 21 

10 PL -102 鍛造品 ②3 長27 短27
リング状 ③H(O) 幅05 厚03

第 140図 鉄製品 ①22 g + 13 

11 PL -102 鍛造品 ②3 長35残幅12
刀子か ③銹化 （△） 厚02

第 140図 鉄製品 ①42 g + 15 

12 PL -102 鍛造品 ②4 長42残幅0.9
未製品 ③銹化 （△） 厚06

第140図 鉄製品 ①03 g 床直

13 PL -102 鍛造品 ②2 長17残
錐又は釘 ③銹化 （△） 径0.25

第 140図 鉄製品 ①02 g 床直

PL -102 鍛造品 ②2 長17残
14 錐又は釘 ③銹化 （△） 径0.3

第140図 鉄製品 ①32 g + 14 

15 PL -102 鍛造品 ②3 長34残幅0.5
方柱状 ③L （●） 厚0.4

第140図 鉄製品 ①109 g +7 

16 PL -102 鍛造品 ②5 長93残幅1.0
未製品 ③L （●） 厚03

第140図 鉄製品 ①165 g + 11 

PL -102 鍛造品 ②6 長107残幅1.6
③特L(*) 岸06

17 

第140図 鉄製品 ①103 g + 11 

18 PL -102 鍛造品 ②5 長60残幅26
③L （●） 厚04

第140図 椀形鍛冶滓 ①226 g 埋土

19 PL -102 （極小、含 ②5 長径37 短径35
鉄） ③銹化 （△） 厚21
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①胎土 ②焼成
特徴など

③色調

①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半がナデ。底部はヘラ削り 。

③にぶい橙色

①粗砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。

③灰白色

①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。

ぎみ ③褐色

①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り 。内面はヘラナ

③にぶい橙色 ァ―̀。

①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り 。内面はヘラナ

③にぶい橙色 T―̀ o 

①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り 。内面はヘラナ

③にぶい橙色 ァー3。

①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り 。内面はヘラナ

③にぶい橙色 ァ-*。

ニッ岳石 （石材） 4面加工面、 1面自然面、 1面破面の鼈構築材。被熱痕のあ

る面1面 （下面）。

特徴など

鉄製の軸部と円盤部を持つ完形に近い紡錘車。軸部は上下で長さが異なり、下

部の方がやや弧状となっている。軸部の断面形はほぼ円形で、中程がやや太く

成形されている。端部は上端部が丸みを持ち、約13cm幅で、繊維が密に巻か

れている。もう 一方の端部はやや偏平になっており、その一部に基部が残され

ている。中段よりやや上に残る円盤部は、軸に対して傾いており、平面形も正

円とはならず、僅かに長手の円形である。中央部に軸部が通り、外側に向かい

僅かに薄くなる作りを示す。円盤部そのものはほぽ平板で、実測図は軸部が傾

斜した形でとられている。銹化は軸部の方が進んでおり、円盤部の方が鉄部の

残りが良好である。

粗く成形されたリング状の鉄製品。側面形は楕円形で、細く打ち伸ばした偏平

な鉄片を側面に重ね合わせている。エ具の締め其であろうか。故鉄か、未製品

あるいは製品かを判別しにくい。

小ぶりの刀子の刃部破片。茎側は欠失しており、切先側は折り曲げられたうえ

で欠落している。端部は短く上方に曲がっている。故鉄として本遺構に鍛冶素

材として持ち込まれたものか。

横断面形が長方形をした鉄製品破片。長軸の両端部が破面となっているが、図

面下側は表面の一部が欠けた程度となる。全体に緩やかな弧状で、裏面から見

ると刀子の切先状。刀子等を作成途上の未製品か。

方形断面をした細い棒状の鉄製品破片。側面片側には木質が層状に残されてお

り、未製品ではない。錐の可能性がより大きそうである。3号住ー Nol4も太

さは似ており、同一個体の可能性もある。

横断面形が丸棒状の細い鉄製品破片。長軸の両端部が欠けている。太さは

Nol3と似ているが、横断面形は本資料の方が丸みを持っている。保存処理が

なされており、もとから丸い断面形かどうかはやや不安がある。同一個体とす

れば、基部または先端部寄りであろう 。錐の可能性大。

長方形断面をした棒状の鉄製品破片。長軸の両端部が破面となる。全体に緩や

かな弧状で、太さや厚みは小ぶりながら、 3号住ー Nol2の未製品と似た特色

を持つ。一種の未製品であろう 。

粗成形された刀子の未製品の破片。刃部が全く未製で、茎部になるべき部分も

切り離されていない。茎部の断面形も歪んでおり、関を作りかけた状態である。

切先側、基部側とも欠落して破面となっている。

横断面形が長方形をした棒状の鉄製品破片。片側（頭部側）が徐々に幅広くなり、

端部が急激に折り曲げられている。13号住ー Nol8も接合はしないながらも、

成形や端部の折り曲げられ方をみて、同一個体の可能性が高い。長軸方向に向

かい、緩やかな S字状にうねっており、 13号住ー No17と13号住ー Nol8を

並べてみると、うねり方も共通点をもつ。未製品か完成品かは判別しにくい。

本来の形としては、長軸端部が隅丸方形に成形されたU字形、ま たは両端部が

環状に巡る鉄製品を想定できる。

No l7とよく似た鉄製品破片。横断面形は長方形で、頭部に向かいやや幅が広

くなり、隅丸方形に折り曲げられている。両者を並べてみると、基部側に向か

う反りかたもほぽ同ーである。形状的には櫃の鍵あたりが仮に想定されよう 。

No 21と比較的類似した椀形鍛冶滓。完形品で肩部から下面にかけての酸化土

砂が厚い。含鉄の極小形の椀形鍛冶滓。上面は平坦ぎみで僅かに木炭痕を残し、

下面は椀形に突出する。含鉄部は小範囲で完全に銹化している。

①重醤②磁着度③メタル度
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No 
挿図 No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版 No 計測値 (cm)

第140図 椀形鍛冶滓 ①126 g + 12 小形の碗形鍛冶滓の側部破片。上下面と下手側の側面は生きている。他の側面

20 PL -102 （小、含鉄） ②4 長径23 短径22は連続する小破面となる。上面は平坦ぎみで、小さな木炭痕を残す。含鉄部は

③M（◎） 厚16 上手寄り 。

第140図 椀形鍛冶滓 ①188 g 埋土 平面、不整楕円形をした極小さな含鉄の碗形鍛冶滓 。上面は平坦ぎみで僅かに

21 PL -102 （極小、含 ②5 長径35 短径28木炭痕を残し、下面は鍛冶炉の炉床に接しているため、面を成す 。含鉄部は右

鉄） ③M（◎） 原15 側面下手前寄り 。

第140図 椀形鍛冶滓 ①171 g 埋土 平面、不整五角形をした偏平な椀形鍛冶滓。 ほぼ完形品で下面は皿状に突出ぎ

22 PL -102 （極小） ②l 長径40 短径32み。上面は僅かに中央部が窪む。上下面とも 5mm大以下の木炭痕を残す。下面

③なし 原12 の左側には 2ヶ所の瘤状の突出部あり 。

第140図 鍛冶滓 ①39 g + 12 やや丸みをも った小塊状の鍛冶滓。上面左側は表皮が脱落して、木炭痕や気孔

23 PL -102 ②4 長径19 短径14の残る内部が露出する。下面はやや不規則な皿状。鍛冶素材の遊離片が完全に

③なし 厚10 滓化したものか。

第140図 鍛冶滓 ①31 g + 20 上面が窪む薄皮状の滓。小塊状で下面が突出する点は No23とほぼ同条件。

24 PL -102 ②4 長径2.0 短径14
③なし 厚0.9

第 140図 鍛冶滓 ①155 g 床直 平面、不整円形をした小塊状の鍛冶滓。表面には部分的に酸化土砂が固着。酸

25 PL -102 ②4 長径2.8 短径2.5化土砂を除けば厚さ 14cm以下の極小の椀形鍛冶滓の可能性が大 。本来は右側

③なし 厚18 の突出部が水平位置か。

第 140図 鍛冶滓 ①67 g +8 小塊状の含鉄の滓。上面が窪み下面は突出する。銹化のため放射割れが進む。

26 PL -102 （含鉄） ②5 長径25 短径18No23、24、27、29とほぼ共通する性格で、鍛冶素材の遊離片。No27、29
③銹化 （△） 厚14 が本来の重量をとどめ、本資料は滓化と銹化が進み 67gとやや小ぶりとなる。

第 140図 鍛冶滓 ①166 g + 25 指頭大の小塊状の滓が逆 L字状に連接する鍛冶滓。表面がやや丸みをもち、銹

27 PL -102 （含鉄） ②5 長径37 短径29化ぎみの滓表面が露出している。塊状の 2方が含鉄の滓で、鍛冶素材の遊離片

③銹化（△） 厚13 か。本来の正位置は 90゚ 程上手側に立てたものか。

第140図 鍛冶滓 ①26.8 g 掘り方埋土 酸化土砂に覆われた含鉄の滓。左側部の突出部と右側は別個体と推定される。

PL -102 （含鉄） ②6 長径50 短径32右側は小形の椀形鍛冶滓が90゚ 立ってしまっており、上面は大きな破面となっ

28 
③銹化（△） 厚24 ている。椀形鍛冶滓としては最大長4cm程度。渥みは約 1cmである。右側部

が滓の下面で緩やかな椀形となり、中央部の斜め方向に向く面が本来の上面で

ある。平坦ぎみで木炭痕を残す。左側の突出部は内部に銹化した鉄部を持つと

いう以外ははっきりしない。従って右側は No31、32と類似資料といえる。

第 140図 鍛冶滓 ①85 g + 12 指頭大の小塊状の含鉄の滓。ほぼ完形品で、端部にはやや突出部を残す。鍛冶

29 PL -102 （含鉄） ②3 長径27 短径16素材の遊離片で No26、27と類似する。

③M（◎） 厚1.4

第 140図 鉄塊系遺物 ①1788 g + 24 比重の高い黒錆の目立つ鉄塊系遺物。上面を主体に酸化土砂が厚く、下半の主

30 PL -102 ②6 長径58 短径41体は径23cm程度の円柱状。はっきりした滓部は確認できず、金槌の頭部の可

③特L(*) 淳39 能性を持つ。

第 140図 含鉄鉄滓 ①270 g 埋土 表面が厚い酸化土砂に覆われている含鉄鉄滓。上面の一部と上手側の側面に地

31 PL -102 ②5 長径35 短径27の部分が露出する。内部はやや銹化が進んだ滓部で、その表面には粉炭痕を残

③L （●） 厚18 す。含鉄部は上面寄り 。

第140図 含鉄鉄滓 ①104 g + 11 厚さ 8mm前後の、やや波状にうねった含鉄の滓。上面は生きており、側面は全

32 PL -102 ②4 長径32 短径24面破面。下面も生きている可能性大。含鉄部は左側で銹化が進みつつある 。本

③L （●） 厚15 来は小形の含鉄の椀形鍛冶滓か。

第140図 含鉄鉄滓 ①468 g + 24 平面、不整五角形をした含鉄の滓 。上面と左右の側面は生きており、上手と下

33 PL -102 ②4 長径45 短径3.4手が破面となる。上面は波状で下面は舟底状に突出する。含鉄部は上面の中央

③H(O) 厚28 寄り 。

①重屈②磁着度③メタル度

2区1号住居（第141図、 PL55• 103) 

位置 846-446 方位 E-1° -S 形状 西壁が

調査区外であるため全形は確認できなかった。 面積

03.88) rrl壁高 12cm重複 l号土坑と重複。1号

土坑が、 2区1号住居を切って構築する調査所見を

得た。住居中央が攪乱に切られる。床面掘り方面

を床面とする。床面は堅く締まっていた。競溝確

認できなかった。 柱穴確認できなかった。貯蔵穴

住居の南東隅に設置。深さ 22cm、長軸64cm、短

軸50cmの楕円形を呈す。寵東壁の南側に設置。

燃焼部は幅93cm、奥行き 76cm。燃焼部内から支

脚石を検出した。 遺物 床直から須恵器椀、土師器

小型甕、貯蔵穴内から須恵器椀、寵から灰釉陶器壺、

土師器甕、埋土から須恵器椀、須恵器大甕、灰釉陶

器椀が出土した。実測可能な遺物が 8個体ある。所

見本住居の時期は、出土遺物より 10世紀第1四半

期に比定される。
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第141図 2区1号住居 ・寵 平面・断面図、出土遺物図
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2区1号住居出士遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版 No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

1 
第 141図 須恵器 床直 口(138)高 50残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
PL -103 椀 1/4 底 (62) 高台一 ③灰白色 体部内面に墨痕あり 。

第 141図 須恵器 + 13 口 142 高 50 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
2 PL -103 椀 1/2 底 (64) 高台(64)③灰白色

第 141図 須恵器 貯蔵穴 口一 高 50残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
3 PL -103 椀 体～底部1/2 底 6.0 高台 61 ③灰白色 見込みコテあてか。

第141図 灰釉陶器 埋土 口(149)高 29残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。高台は貼付。施釉方法は刷毛塗り、
4 

PL -103 椀 口～体部1/4 底一 古回ムロ ― ③灰白色 釉調は緑色をおびた灰色。光ヶ丘1号窯式期。

第 141図 土師器 床直 口一 高 31残 ①砂粒 ②良好 内外面横ナデ。
5 PL -103 小型甕 脚 底 4.0 脚径 72 ③にぶい橙色

第 141図 土師器 + 11 口(208)高 50残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。
6 PL -103 甕 口～頸部片 底一 ③にぶい橙色

第 141図 土師器 カマド 口(196)高 64残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り 。内面はヘラナ
7 

PL -103 甕 口～肩部1/8 底一 ③にぶい橙色 プー`・o 

第 141図 灰釉陶器 カマド 高 80残底(116) ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、 高台付。底部ヘラ削り 。底部外面釉薬付着。
8 PL -103 盆士 胴～底部1/4 高台（120) ③灰白色

2区2号住居 （第142• 143図、 PL55• 103) 

位置 823 -420 方位 E-14°-S 形状 長軸

(4.06) m ・短軸 (3.47) mで長軸を南北にもつ方形で

ある。面積 (10.77) rri壁高

た。貯蔵穴

31cm 重複

の大部分が大きく攪乱に切られる。床面

住居西

掘り方面

から厚さ 12cmの埋め土を施して平坦な面を造る。

住居西側が攪乱に切られるため、西側の床面は不明

瞭。壁溝確認できなかった。柱穴確認できなかっ

住居の南東隅に設置。深さ 12cm、長

軸86cm、短軸54cmの楕円形を呈す。鼈東壁の南

側に設置。燃焼部は幅62cm、奥行き (28)cm。煙

道は幅54cm、奥行き 37cmで立ち上がる。袖や煙

道の補強用の礫が設置した状態で残存している。遺

物 貯蔵穴内から須恵器杯、埋土から所謂「コ」の字

口縁の甕、須恵器杯、椀、灰釉陶器壺、須恵器大甕

が出土したが、ほとんどが小片で、実測可能な土器

は1個体である。その他、寵構槃材として使用され

た加工痕のあるニツ岳石2個体を掲載した。

所見 本住居の時期は、 出土遺物より 9世紀第1四

半期に比定される。
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A L-210.!0m A' 

2区2号住居

1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 黒褐色土

4 黒褐色土

5 焦掲色土

少屈の Hr-FP、Hr-FA、多最の中礫を含む。

多醤の Hr-FPを含む。

多罷の Hr-FP、焼土粒を含む。

多拭の焼土粒・炭化物粒を含む。

多祉の Hr-FAを含む。（貼り床）

B L-209.60m B' ． ．  
六こミニニア

2区2号住居貯蔵穴

l 黒褐色土少拭の Hr-FP、Hr-FAを含む。

゜
1: 60 2m 

第142図 2区2号住居平面 ・断面図
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

叫 叫

D
l
C
 

国I

C L-210.IOm C
-

D L=210.10m 旦

．
 

E0I•OINII1m[ 

2
 

3
 

2区2号住居鼈

1 黒褐色土少量の Hr-FPを含む。

2 黒褐色土多醤の Hr-FP• Hr-FAを含む。

3 黒褐色土多最の焼土粒を含む。

4 黒褐色土焼土粒、 Hr-FAプロ ックを含む。下位は灰層。

5 黒褐色土少量の Hr-FPを含む。（掘り方埋土）

6 黒褐色土 Hr-FAプロックを含む。（掘り方埋土）

゜
1 : 3 10cm 

゜
1 : 30 lm 

゜
1 : 6 20cm 

第143図 2区2号住居籠平面 ・断面図、出土遺物図

2区2号住居出士遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出士位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版 No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第143 須恵器 貯蔵穴 口133 高 36 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。内外面の色
1 PL -103 杯 3/4 底 78 ③灰白色 調の違いは焼成時の重ね焼き痕か。

第143図 寇構築材 カマド 長119 幅152 ニツ岳石 （石材） 3面加工面、 3面破面の籠構築材。被熱痕のある面1面 （下
2 PL -103 天井石か 厚112 重14kg 面）。

第143図 籠構築材 カマド 長151 幅145 ニツ岳石 （石材） 4面加工面、 2面破面の寵構築材。被熱痕のある面1面 （下
3 PL -103 天井石か 厚109 重11kg 面）。

2区3号住居 （第144~147図、 PL56・103・104)

位置 829-424 方位 E-8°-S 形状長軸

4.55m・短軸3.31mで長軸を南北にもつ長方形であ

る。 面積 ll.26rri壁高 54cm 董複なし。床面

掘り方面から厚さ 12cmの埋め土を施して平坦な面

を造る。掘り方面はほぽ平坦である。床面は凹凸

なく、平坦で整っている。壁溝確認できなかった。

柱穴確認できなかった。 貯蔵穴確認できなかっ

た。寵東壁の中央に設置。煙道や袖、天井の石製

寵構築材が設置した状態で残存している。左右の袖

部、焚口天井部には加工痕のあるニツ岳石を使用し
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[3] 奈良•平安時代の遺構と遺物

ている。燃焼部は幅39cm、奥行き 51cm。焚口幅

52cm、高さ 34cmである。煙道は幅62cm、奥行

き36cmで立ち上がる。支脚は検出されなかった。

遺物床直から須恵器杯、寵から土師器甕、須恵器

長頸壺、埋土から須恵器杯、椀、土師器甕、須恵器甕、

勺

――王 叫

＂ 
o ん

5。
゜

゜

829 
| 

-424 

-¥ 

授乱

ロこ公、
10 :̀° 屯

~ 6 

錐または針、鎌の可能性がある板状の鍛造鉄製品が

出土した。所見寵の焚口部が良好な状態で検出さ

れた。焚口幅・高さを推定する好資料である。本住

居の時期は、出土遺物より 9世紀第3四半期に比定

される。
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2区3号住居

1 暗褐色土多最の Hr-FPを含む。

2 暗褐色土少量の Hr-FP、少量の Hr-

FAプロックを含む。

3 暗褐色土 2層に黄褐色土（地山）プロック

を含む。

4 暗褐色土多撮の Hr-FAプロックを含む。

締まりあり 。（貼り床）
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゜
1: 60 2m 

第144図 2区3号住居・掘り方平面・断面図
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

叫 叫 叫

G' 

H' 

旦 斉4'上 I \_~\I I I E 人／〉 （／亡＼ E' 

邑
0゚ 

］ 
叫 吋 叫

E L-21000m E' G L=21000m G' 

゜
1 : 30 lm 

2区3号住居鼈

1 黒褐色土少址の Hr-FP • Hr -FAを含む。

2 黒褐色土少拭の Hr-FPを含む。粘性あり 。

3 黒褐色土 少益の Hr-FP・焼土粒を含む。

4 黒褐色土少龍の炭化物粒を含む。

5 黒褐色士 多益の灰・焼士粒・炭化物粒を含む。下位に多最の灰層。

6 黒褐色土少最の焼土粒を含む。（下面が使用面）

7 暗褐色土多盤の Hr-FAを含む。締まりあり 。（掘り方埋土）

8 暗褐色土少屈の Hr-FP • Hr -FAプロ ックを含む。

締まりあり 。（竃に貼った土か）

H L-210.00m H' 

口 — □ --
2 

--- - ---

二—ニ
9 = 4 ――ー ニニ―-

二― ..5 「

——ニ

三二ニ—
3 

゜第145図 2区3号住居寵平面 ・断面図、出土遺物図 （1)

1 : 3 10cm 
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[3] 奈良 •平安時代の遺構と遺物

J
 

--—•--

7
 

12 

゜
1 : 3 10cm 

゜
1 : 6 20cm 

第146図 2区3号住居出土遺物図 (2)
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物
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゜

15、16

0 1:6 20cm 

第147図 2区3号住居出土遺物図（3) 13、14

2区3号住居出士遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
固版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

1 
第145図 須恵器 床直 口 120 高 36 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。

PL -103 杯 2/5 底 6.0 ぎみ ③黒褐色

第 145囮 須恵器 + 30 口 131 高 37 ①砂粒 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。
2 PL -103 杯 2/3 底 70 ぎみ ③淡黄色

3 
第145図 須恵器 床直 口 145 高 3.8 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。

PL -103 杯 ほぼ完形 底 60 ③灰白色

第145図 須恵器 + 34 口(140)高 38 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。内外面の色
4 PL -103 杯 1/3 底 68 ③灰白色 調の違いは焼成時の重ね焼き痕か。

第145図 須恵器 + 19 口 156 高 58 ①粗砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
5 PL -103 椀 1/2 底 6.9 高台 7.0 ③灰白色

6 
第145図 土師器 + 28 口(188)高 79残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り 。内面はヘラナ

PL -103 甕 口～肩部1/4底ー ③にぶい褐色 ァー：。

第146図 土師器 カマド 口(203)高 26.4 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り 。内面はヘラナ
7 PL -103 甕 1/4 底 (36) ③にぶい褐色 T一ャo 

第146図 上師器 カマド 口 201 高 195残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り 。内面はヘラナ
8 PL -104 甕 口～胴部2/3底一 ③褐色 プ――̀o 

第146図 土師器 カマド 口ー 高 95残 ①砂粒 ②良好 胴部はヘラ削り 。内面はヘラナデ。， 
PL -103 甕 胴下～底部 底 48 ③にぶい褐色

第146図 須恵器 + 29 ロー 高 114残 ①砂粒 ②還元焔 やや硬質。器肉厚い。内面横ナデ、外面叩き目。
10 PL -104 甕 胴下～底1/4底 (140) ③灰色

第146図 須恵器 カマド 口ー 高 19.2残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回 り回転。底部は回転糸切り 。頸部と胴部
11 PL -103 窃士 頸～底部 底 47 ③灰白色 に接合痕あり 。平城宮の土器分類で壺 G。
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[3] 奈良•平安時代の遺構と遺物

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第146図 篭構築材 カマド 長537 幅199 ニツ岳石（石材） 5面加工面、 1面自然面のほぼ完存の蔽構築材。被熱痕のあ
12 PL -104 天井石 厚131 重18.4kg る面1面 （下面）。

第 147図 寇構築材 カマド 長371 幅17.9 ニツ岳石（石材） 4面加工面、 2面自然面のほぼ完存の寵構築材。2辺面取り
13 PL -104 左袖石 厚120 重75kg 加工する丁寧な整形。被熱痕なし。

第147図 壺構築材 カマド 長375 幅158 ニツ岳石 （石材） 一部に破面あるが、 6面加工面の残存するほぽ完存の寵構
14 PL -104 右袖石 厚132 重89kg 築材。被熱痕なし。

No 
挿図 No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版 No 計測値 (cm)

第147図 鉄製品 ①191 g 床直 小形の鎌の刃部から基部にかけての破片。先端部側が欠落し破面となる。背側

15 PL -104 鍛造品 ②5 長127残幅22 は直線状で、刃部は使用のためか、僅かに窪んでいる。柄の取り付け部には斜

鎌か ③銹化 （△） 厚04 め方向の木質らしき痕跡をもつ。

第147図 鉄製品 ①0.9 g カマド 細い棒状の鉄製品破片。銹化が進んでいるが、芯部には鉄部が残る。最も残り

16 PL -104 鍛造品 ②5 長52残幅03 のよいのは上半2/3で、横断面形はほぽ円形。

錐又は針 ③L （●） 厚02
①重量②磁着度③メタ ル度

2区4号住居（第148・149図、 PL57・104)

位置 834-429 方位 E-2°-S 形状 南東部

が攪乱によって不明瞭。寵位置も炭化物の範囲から

推測した。面積 (13.91)rrl壁高 11cm 重複 住居

の東・西・北壁を攪乱が切る。床面 残存状況が悪く、

床面不明瞭。寵前の土坑は、床下土坑。土坑の上面

には寵前の炭化物が広がる。壁溝確認できなかっ

た。柱穴確認できなかった。貯蔵穴住居の南東隅

に設置。深さ 21cm径62cmのほぼ円形を呈す。寵
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2区4号住居

1 暗褐色土多量の Hr-FP、少最の炭化物粒、少最の Hr-FA

ブロックを含む。

検出されなかった。寵位置は炭化物の範囲から推測

したものである。遺物 床直から土師器甕、埋土か

ら須恵器杯・椀、椀、土師器甕、小型甕、寵から寵

構築材として使用された加工痕のあるニツ岳石が出

土した。実測可能な遺物が 6個体ある。所見本住

居の時期は、出土遺物より 9世紀中頃に比定される。
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第148図 2区4号住居平面 ・断面図
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物
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1 : 6’ 20cm 

第149図 2区4号住居出土遺物図

2区4号住居出士遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出上位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第149図 須恵器 + 10 口(154)醐 40残 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、回転方向不明。
1 PL -104 杯・椀 口～体部1/3底ー 古向」口 ③灰白色

2 
第149図 須恵器 + 10 ロー 高 30残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回 り回転。底部は回転糸切りか。高台は貼付。

PL -104 椀 底部1/4 底 （74) 高台(73)③灰白色

第149図 土師器 埋土 口ー 高 21残 ①砂粒 ②良好 内外面横ナデ。
3 PL -104 小型甕 脚部片 底ー 脚径(108)③にぶい橙色

第149図 土師器 埋土 口(203)高 65残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナテ。胴部はヘラ削り 。内面はヘラナ
4 PL -104 甕 口縁片 底ー ③褐色 ァー→。

第149図 土師器 床直 口ー 高 94残 ①砂粒 ②良好 胴部はヘラ削り 。内面はヘラナデ。
5 PL -104 甕 胴下～底1/5底 48 ③褐色

第149図 臨構築材 カマド 長105 幅137 ニツ岳石 （石材） 3面加工面、 3面破面の臨構築材。被熱痕のある面l面 （下
6 PL -104 天井石か 厚 120 重12kg 面）。

2区5号住居（第150図、 PL57• 104) 

位置 842-442 方位 測定不可能。 形状中世の

削平のため、西部分のみ残存。東側が確認できなかっ

た。面積測定不可能。壁高 26cm 重複なし。床

面床面は凹凸なく、平坦で整っている。掘り方面

を床面とする。床面は堅く締まっていた。床下に土

坑を 2基構築。土坑付近からは礫が出土し、埋土に

炭化物を含む。壁溝確認できなかった。柱穴確認

できなかった。貯蔵穴確認できなかった。寵検出

されなかった。

逍物 床直から灰釉陶器椀、埋土から須恵器杯、椀、

灰釉陶器椀、 土師器甕、小型甕、須恵器大甕が出土

した。実測可能な遺物が 5個体ある。所見 土坑上

面は床面同様に堅く締まり、 2基の土坑は床下土坑

であるとの調査所見である。本住居の時期は、 出土

遺物より 9世紀後半から 10世紀第2四半期に比定

される。
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